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は
じ
め
に

　

徳
島
大
学
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
学
芸

学
部
、
医
学
部
及
び
工
学
部
の
三
学
部
で

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
前
身
は
、
そ

れ
ぞ
れ
官
立
徳
島
師
範
学
校
、
官
立
徳
島

青
年
師
範
学
校
、
官
立
徳
島
医
科
大
学
及

び
官
立
徳
島
工
業
専
門
学
校
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
遡
れ
ば
、
徳
島
師
範
期
成

学
校
（
明
治
七
年
設
置
）、
県
立
徳
島
医

学
専
門
学
校
（
昭
和
十
八
年
設
置
）、
官

立
徳
島
高
等
工
業
学
校
（
大
正
十
一
年
設

置
）
に
至
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
国
立
大
学

で
す
。

　

現
在
の
徳
島
大
学
は
、
総
合
科
学
部
、

医
学
部
、
歯
学
部
、
薬
学
部
及
び
工
学
部

の
五
学
部
、
大
学
院
は
、
総
合
科
学
、
医

科
学
、
口
腔
科
学
、
薬
科
学
、
栄
養
生
命

科
学
、
保
健
科
学
、
先
端
技
術
科
学
の

七
教
育
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
発
展

し
、
創
立
以
来
、
学
部
・
大
学
院
を
合
わ

せ
五
万
五
千
人
を
超
え
る
有
為
な
人
材
を

輩
出
し
、
地
域
の
み
な
ら
ず
我
が
国
の
発

展
に
寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
。
本
学
の

卒
業
生
は
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
者
で

二
〇
一
四
年
度
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
し
た
中
村
修
二
教
授
（
現
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
）
を
始
め

と
し
て
、
地
域
の
み
な
ら
ず
全
国
そ
し
て

世
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
本
学
卒
業
生
の
一
人
で
、
昭
和

四
十
四
年
三
月
に
医
学
部
医
学
科
を
卒
業

し
ま
し
た
。
専
門
は
泌
尿
器
科
学
で
、
母

校
の
教
育
・
研
究
・
診
療
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
平
成
十
一
年
か
ら
医
学
部
附
属

病
院
長
、
平
成
十
五
年
か
ら
医
学
部
・
歯

学
部
附
属
病
院
長
と
合
計
十
年
間
病
院
長

を
務
め
た
後
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
学
長

に
就
任
し
、
今
年
、
任
期
満
了
と
な
る
六

年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
長
に
就
任
し
て
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、

本
稿
で
は
、
そ
の
集
大
成
と
も
い
え
る
本

学
の
学
部
再
編
と
地
方
創
生
に
向
け
た
取

組
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
が
求
め
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
学
部
・
学
科
を
再
構
築

　

超
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
さ
ら
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
競
争
激
化
な
ど
国
立

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
か
ら
、
文

部
科
学
省
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月
に

「
国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
を

「
大
学
改
革
加
速
期
間
」
と
し
て
設
定
し
、

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

　
組
織
改
革
に
よ
る
機
能
強
化
と
地
方
創
生
の
牽
引

香
　
川
　
　
　
征

徳
島
大
学
長

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

　
組
織
改
革
に
よ
る
機
能
強
化
と
地
方
創
生
の
牽
引

か

が
わ

す
す
む
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各
大
学
の
機
能
強
化
の
視
点
と
し
て
、
①

強
み
・
特
色
の
重
点
化
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
③
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
④
人
材

育
成
機
能
の
強
化
の
四
項
目
を
掲
げ
、
社

会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
教
育
研
究
組
織

づ
く
り
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
本
学
の

強
み
で
あ
る
「
生
命
系
・
理
工
系
」
を
さ

ら
に
伸
ば
し
、
急

速
か
つ
革
新
的
に

進
展
し
て
い
る
生

物
、
生
命
、
理
工

学
分
野
に
お
い
て
、

地
域
そ
し
て
世
界

で
産
業
競
争
力
の

強
化
に
貢
献
で
き

る
専
門
的
知
識
か

つ
多
様
性
を
持
っ

た
人
材
を
養
成
す

る
た
め
、「
生
物

資
源
産
業
学
部
」

を
新
設
、
工
学
部

を
「
理
工
学
部
」

に
、
総
合
科
学
部

を
社
会
科
学
系
に

特
化
し
た
「
総
合

科
学
部
」
に
改
組

し
、
平
成
二
十
八

年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

地
方
創
生
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

「
生
物
資
源
産
業
学
部
」

　

徳
島
県
は
、
土
地
、
水
な
ど
豊
富
な
資

源
を
有
し
、
農
林
水
産
物
に
恵
ま
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

一
次
産
業
と
二
次
、

三
次
産
業
と
の
連
鎖
を
促
す
仕
組
み
が
弱

い
た
め
に
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
活
か
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
は
「
農
林
水
産
業
の
推

進
・
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
人
づ
く
り
」

を
主
要
施
策
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、

中
国
・
四
国
地
区
に
農
学
系
学
部
が
な
い

の
は
徳
島
県
だ
け
で
あ
る
た
め
、
地
域
か

ら
も
、
地
域
に
根
ざ
し
世
界
を
見
据
え
た

農
学
系
新
学
部
の
設
置
、
す
な
わ
ち
、
次

代
の
本
県
農
業
を
支
え
る
人
材
育
成
の
た

め
、
高
等
学
校
か
ら
大
学
へ
続
く
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
特
に
生
命
科
学
に
関
す
る
人

材
が
豊
富
で
あ
り
、「
工
学
部
生
物
工
学

科
」
や
「
農
工
商
連
携
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
は
、
医
療
、
食
料
、
農
業
分
野
に
関

す
る
バ
イ
オ
技
術
、
ま
た
、「
総
合
科
学

部
環
境
共
生
コ
ー
ス
」
で
は
、
森
林
資
源

や
水
産
資
源
の
利
用
、
環
境
保
全
、
さ

ら
に
、「
医
学
部
医
科
栄
養
学
科
」
で
は
、

食
素
材
や
食
品
の
研
究
、「
薬
学
部
」
で

は
、
植
物
資
源
の
機
能
性
に
関
す
る
高
度

な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
人
材
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
学
の
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、「
ヘ
ル
ス
（
医
）・
フ
ー
ド
（
食
）・

ア
グ
リ
（
農
）
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
生
命
工
学
）
の
融
合
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

農
山
漁
村
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

地
域
を
活
性
化
す
る
人
材
、
バ
イ
オ
産
業

を
創
出
し
経
済
を
活
性
化
す
る
人
材
を
輩

出
で
き
る
新
し
い
学
部
「
生
物
資
源
産
業

学
部
」
を
新
設
し
ま
す
。

　

生
物
資
源
産
業
学
部
で
は
、「
一
次
産

業
、
食
料
、
生
命
科
学
に
関
す
る
幅
広
い

専
門
知
識
と
、
生
物
資
源
の
製
品
化
、
産

業
化
に
応
用
で
き
る
知
識
と
技
術
を
有
し
、

国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
生
物
資
源
を
活

用
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
に
貢
献
で
き

る
人
材
」
を
養
成
す
る
人
材
像
と
し
て
掲

げ
、「
応
用
生
命
コ
ー
ス
」「
食
料
科
学
コ
ー

ス
」「
生
物
生
産
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
」
の

三
つ
の
履
修
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

　
「
応
用
生
命
コ
ー
ス
」
で
は
、
生
物
工

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
生
物
資
源
の
ヘ

ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
ヘ
の
応
用
、
製
品
化
に

よ
っ
て
バ
イ
オ
産
業
の
育
成
と
経
済
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
能
力
を
、「
食
料
科
学

コ
ー
ス
」
で
は
、
栄
養
・
健
康
の
観
点
か

ら
生
物
資
源
を
捉
え
、
食
料
間
題
の
解
決
、

有
用
成
分
の
発
見
と
機
能
食
品
開
発
に

よ
っ
て
食
品
産
業
の
育
成
と
経
済
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
能
力
を
、「
生
物
生
産
シ

ス
テ
ム
コ
ー
ス
」
で
は
、
農
工
連
携
に
よ

る
生
物
資
源
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
、
育

種
・
品
種
改
良
、資
源
の
高
機
能
化
に
よ
っ

て
一
次
産
業
を
発
展
さ
せ
、
地
域
社
会
・

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
能
力
を
身

に
つ
け
ま
す
。
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本
学
部
の
最
大
の
特
長
は
、
学
部
名
称

に
「
産
業
」
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
多

様
な
生
物
資
源
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
基

礎
知
識
と
専
門
知
識
の
み
な
ら
ず
、
商
品

開
発
と
産
業
化
に
必
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
経
済
経
営
に
関
す
る
講
義
と
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
現
場
で
の
実
践

力
を
身
に
つ
け
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
地
方
創
生
の
フ

ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
し
て
、本
県
の
豊
か
な
生

物
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業
を
創
出

す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
人
材
を

育
成
す
る
「
理
工
学
部
」

　

総
合
科
学
部
自
然
科
学
分
野
の
教
員
と

生
物
工
学
科
を
除
く
工
学
部
教
員
を
再
配

置
し
、
こ
れ
ま
で
工
学
部
に
お
い
て
培
っ

て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
を
中
心
と
し
た

教
育
研
究
と
、
総
合
科
学
部
自
然
科
学
分

野
で
行
っ
て
き
た
「
自
然
科
学
の
真
理
の

探
究
」
の
融
合
に
よ
り
、
新
た
な
創
造
力

を
生
み
出
す
「
理
工
学
部
」
に
発
展
的
に

改
組
し
ま
す
。

　

理
工
学
部
で
は
、
本
学
独
自
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
教
育
（
科
学
（S

cience

）、
技
術

（Technology

）、工
学（Engineering

）、

数
学
（M

athem
atics

）
に
重
き
を
置

く
教
育
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
し
、「
社
会

基
盤
デ
ザ
イ
ン
」「
機
械
科
学
」「
応
用
化

学
シ
ス
テ
ム
」「
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
」「
情

報
光
シ
ス
テ
ム
」「
応
用
理
数
」
の
六
コ

ー
ス
に
よ
り
、
学
生
の
志
向
や
適
正
に
合

わ
せ
た
理
工
学
教
育
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
六
年
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導

入
し
て
、
学
部
か
ら
大
学
院
に
連
な
る
一

貫
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
つ
指
導
的
技
術
者
、

研
究
者
の
養
成
を
行
い
ま
す
。
理
学
と
工

学
が
融
合
し
た
「
融
合
知
識
」
に
よ
り
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
人
材
を
育
成
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
の
中
核
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
「
総
合
科
学
部
」

　

生
物
資
源
産
業
学
部
の
新
設
と
、
理
工

学
部
へ
の
改
組
に
伴
い
、
総
合
科
学
部
を

社
会
科
学
系
に
特
化
し
た
学
部
に
改
組
し

ま
す
。
新
し
い
総
合
科
学
部
は
、
既
存
の

人
間
文
化
学
科
と
社
会
創
生
学
科
を
一
学

科
に
再
編
し
、
こ
れ
ま
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」

を
担
う
地
域
人
材
を
育
成
す
る
「
心
身
健

康
コ
ー
ス
」「
公
共
政
策
コ
ー
ス
」「
地
域

創
生
コ
ー
ス
」
に
加
え
、
新
た
に
「
国
際

教
養
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、「
地
域
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
に
も
対
応
す
る
学
部
に
改

組
し
、
地
域
活
性
化
・
地
方
創
生
の
中
核

的
な
役
割
を
担
う
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革

新
者
）」
と
な
る
地
域
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

地
元
就
職
率
の
向
上
を
目
指
す

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
プ
ラ
ス
事
業
」
の
推
進

　

政
府
に
よ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
文
部
科

学
省
が
進
め
る
「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
プ

ラ
ス
事
業
）」
に
、
事
業
責
任
大
学
と
し

て
申
請
し
た
「
と
く
し
ま
元
気
印
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
「
産
」「
学
」「
官
」
で
事
業
協

働
体
を
形
成
し
、
雇
用
創
出
と
就
職
率
向

上
が
期
待
で
き
る
「
次
世
代
技
術
」「
地

域
医
療
・
福
祉
」「
六
次
産
業
化
」「
地
域

づ
く
り
・
観
光
」
の
四
分
野
に
お
い
て
、

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
門
教
育
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
方

式
を
取
り
入
れ
た
「
寺
子
屋
式
指
導
法
」

な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
雇
用
創

出
に
協
働
し
て
取
り
組
み
、
徳
島
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
意
欲
と
専
門
知
識
等
の
能

力
を
持
っ
て
主
体
的
に
参
画
す
る
「
元
気

印
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」
を
育
成
し
、

県
内
就
職
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

※C
O

C

：C
enter of C

om
m

unity

お
わ
り
に

　

徳
島
大
学
は
、「
徳
島
の
地
（
知
）
の

拠
点
」
と
し
て
、
地
方
創
生
及
び
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
視
点
か
ら
、
産
業
界
や
行
政
さ

ら
に
は
住
民
の
期
待
に
応
え
、
地
域
振
興

の
核
と
な
る
「
人
材
」
教
育
や
研
究
な
ど
、

地
域
貢
献
に
重
点
を
お
い
た
取
組
を
進
め

る
と
と
も
に
、
本
学
の
強
み
や
特
色
の
あ

る
分
野
で
は
、
我
が
国
、
あ
る
い
は
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
教
育
研
究
を
重
点
的
に
推

進
す
る
た
め
、
資
源
の
再
配
分
に
よ
る
全

学
的
な
組
織
改
革
を
基
軸
と
し
て
、
教
育

研
究
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

徳
島
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
徳

島
県
や
各
市
町
村
、
地
元
企
業
と
の
連
携

を
強
化
し
、
地
方
創
生
に
貢
献
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
回
は
、
本
県
の
国
際
戦
略
、
特
に
、
外

国
人
観
光
誘
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
と
輸
出
戦

略
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
際
観
光
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）

・
日
本
全
体
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
の
現

　
状

　
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
当
時
の
小

泉
総
理
が
、「
二
〇
一
〇
年
に
訪
日
外
国
人

旅
行
者
を
倍
増
の
一
、
〇
〇
〇
万
人
に
」
と

の
施
政
方
針
演
説
に
基
づ
き
、
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
観

光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
際
し
、
同

目
標
を
国
際
観
光
の
振
興
に
か
か
る
基
本
的

な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
皆
様
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、
ご
存
知
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
訪
日

外
客
数
」
い
わ
ゆ
る
、
日
本
に
来
た
外
国
人

の
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一

〇
年
に
一
、
〇
〇
〇
万
人
と
い
う
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
三
年
に

は
一
、
〇
〇
〇
万
人
を
突
破
し
、
さ
ら
に
二

〇
一
四
年
は
一
、
三
四
一
万
人
に
、
そ
し
て

二
〇
一
五
年
は
、
二
、
〇
〇
〇
万
人
に
達
す

る
勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
日
本
へ
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
は
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
一
七
年
に
は
、

本
県
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
大
会
が
、
二

〇
一
九
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
、二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
二
〇
二
一
年
に
は
関

西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
が
、
日

本
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

伸
び
る
可
能
性
が
あ
り
、
本
県
と
し
ま
し
て

は
、
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
や
、
開
催
地
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
外
国
人
観
光
客
の
消
費

　
国
が
公
表
し
た
興
味
深
い
デ
ー
タ
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
二
〇
一
三
年
の
日
本
人
一
人
当
た
り
年
間

消
費
額
は
一
二
四
万
円
に
対
し
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
一
人
一
回
当
た
り
消
費
額
は
一

三
万
七
千
円
で
、
外
国
人
旅
行
者
が
一
〇
人

来
れ
ば
、
日
本
人
一
人
分
の
消
費
を
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
一

人
一
回
当
た
り
消
費
額
は
一
五
万
一
千
円
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
体
で
は
二
〇
一

四
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
消
費
額

は
、
二
兆
二
七
八
億
円
に
達
し
て
お
り
、
国

徳
島
県
の
国
際
戦
略
に
つ
い
て

　
　
～
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
輸
出
戦
略
～

徳
島
県
国
際
戦
略
課
長　

藪
　
下
　
武
　
史
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に
お
い
て
は
、
二
、
〇
〇
〇
万
人
が
訪
れ
る

年
に
、
外
国
人
旅
行
者
に
よ
る
旅
行
消
費
額

四
兆
円
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
観

光
立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
二
〇
一
五
）。

　
国
・
地
域
別
で
は
一
位
が
中
国
、
二
位
が

台
湾
、
三
位
が
韓
国
、
四
位
が
ア
メ
リ
カ
、

五
位
が
香
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
旅
行
者
全
体
で
の
主
な
消
費
内
訳

を
見
ま
す
と
、
買
物
代
が
三
五
・
一
％
、
続

い
て
宿
泊
料
金
が
三
〇
・
一
％
、
飲
食
費
が

二
一
・
三
％
、
交
通
費
が
一
〇
・
八
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
で
は
、
買
物
代
で
、
ど
う
い
っ
た
物
を
ど

こ
で
購
入
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
費
目
別

購
入
率
で
高
い
順
に
、「
菓
子
類
」
が
六
三
・

六
％
、「
そ
の
他
食
料
品
・
飲
料
・
酒
・
た

ば
こ
」
が
五
一
・
七
％
、「
服
（
和
服
以
外
）・

か
ば
ん
・
靴
」
が
三
七
・
二
％
、「
化
粧
品
・

香
水
」
が
三
一
・
九
％
、「
医
薬
品
・
健
康
グ
ッ

ズ
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」
が
三
一
・
八
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
購
入
場
所
に
つ
い
て
は
、「
ス
ー
パ
ー
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
が
七
一
・
七
％
、

「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
が
六
〇
・
四
％
、

「
百
貨
店
・
デ
パ
ー
ト
」
が
六
〇
・
〇
％
、「
空

港
の
免
税
店
」
が
五
九
・
六
％
、「
観
光
地

の
土
産
店
」が
四
三
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
買
物
の
内
容
や
場
所
か
ら
も
、

本
県
で
も
十
分
消
費
し
て
も
ら
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
少
し
特
別
な
ケ
ー
ス
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
旅
慣
れ
た
中
国
人
が
個
人
旅

行
で
本
県
を
訪
れ
、
観
光
地
化
さ
れ
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
よ
り
徳
島
が
一
番
良
か
っ
た

と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
買
物
も
駅
前
の
デ

パ
ー
ト
で
化
粧
品
だ
け
で
一
五
万
円
も
消
費

し
た
と
い
う
例
が
あ
る
そ
う
で
す
。

・
本
県
に
お
け
る
外
国
人
宿
泊
状
況

　
海
外
か
ら
外
国
人
観
光
客
が
ど
れ
く
ら
い

来
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
の
に
、
観
光
庁

が
公
表
し
て
い
る
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」

と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
あ
り
、
従
業
者
数
一

〇
人
以
上
の
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
全
数

調
査
、
九
人
以
下
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
ル
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
月
か
ら
十
二
月
の
暦
年
で
、
外
国
人
の

延
べ
宿
泊
者
数
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
本
県

に
お
け
る
直
近
の
過
去
五
年
間
の
推
移
に
つ

い
て
は
、
図
表
の
と
お
り
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

（平成26年　観光庁「訪日外国人消費動向調査」）

（平成26年　観光庁「訪日外国人消費動向調査」）

国籍･地域

費目 購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

菓子類

その他食料品・飲料・酒・たばこ

カメラ・ビデオカメラ・時計

電気製品

化粧品・香水

医薬品・健康グッズ・トイレタリー

和服（着物）・民芸品

服（和服以外）・かばん・靴

マンガ・アニメ・キャラクター関連商品

書籍・絵葉書・CD・DVD

全国籍･地域 韓　国 台　湾 香　港 中　国 米　国

その他，0.4

買物代，35.2

娯楽サービス費，2.3

交通費，10.8

宿泊料金，30.1

飲食費，21.3

費目別購入率および購入者単価（主要国籍･地域別）

（平成26年　観光庁「訪日外国人消費動向調査」）
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こ
れ
ま
で
は
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
の
ど
ち

ら
か
が
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
の

夏
に
、
十
一
ツ
ア
ー
の
連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
便

で
香
港
の
方
々
が
本
県
を
訪
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
香
港
か
ら
の
観
光
客
が
二
〇

一
三
年
、
二
〇
一
四
年
と
ト
ッ
プ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
に
、
鳴
門
の
渦
潮
、
阿

波
お
ど
り
会
館
、
大
歩
危
・

祖
谷
方
面
に
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
地
以
外
に
、「
四

国
遍
路
」
も
海
外
で
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
香
港
か
ら

は
徳
島
一
国
参
り
の
ツ
ア
ー

が
数
回
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
四
国
遍
路
」
に
つ
い
て
は
、

欧
米
か
ら
も
多
く
の
方
々
が

訪
れ
て
お
り
、
個
人
旅
行
者

が
利
用
す
る
、
民
宿
や
旅
館
に
よ
る
と
フ
ラ

ン
ス
人
を
は
じ
め
多
く
の
欧
米
の
方
々
が
利

用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
フ
ラ

ン
ス
で
は
、「
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と「
四
国
八
十
八
ヶ
所
」

が
最
初
に
表
示
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
個
人
の
嗜
好
に
よ
っ
て
、
何
に
興
味
が
あ

る
か
異
な
り
ま
す
が
、
大
ま
か
に
地
域
別
で

言
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
方
々
は
、
グ
ル
メ
や
買

物
、
欧
米
の
方
々
は
文
化
に
興
味
を
持
た
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
方
で
す
と
、
果
物
の
味
覚
狩
り
や
郷
土

料
理
、
欧
米
の
方
で
は
、
人
形
浄
瑠
璃
や
藍

染
め
に
関
心
が
高
い
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　
旅
慣
れ
た
方
は
、
団
体
旅
行
で
な
く
レ
ン

タ
カ
ー
で
自
由
気
ま
ま
に
個
人
で
旅
行
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

買物場所
（全国籍・地域、来訪目的別、複数回答）

（平成26年　観光庁「訪日外国人消費動向調査」）

（観光庁「宿泊旅行統計調査」）

（観光庁宿泊旅行統計調査　従業者数10人以上の施設が対象）
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60.4%

17.9%

59.6%

6.2%

1.5%

36.1%

16.5%

10.0%

11.3%

15.3%

2.7%

5.1%

46.6%

35.8%

9.8%

52.9%

5.7%

13.6%

0% 50% 100%

百貨店・デパート

家電量販店
（秋葉原など）

ファッション専門店

100円ショップ

観光地の土産店

宿泊施設

アウトレットモール

スーパー・ショッピング
センター

コンビニエンスストア

鉄道駅構内の店舗

空港の免税店

その他

買い物はしていない

全目的

観光・レジャー

業務
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・
本
県
の
目
標

　
平
成
二
十
七
年
八
月
に
策
定
し
た
「
新
未

来
「
創
造
」
と
く
し
ま
行
動
計
画
」
で
は
、

平
成
三
十
年
ま
で
に
本
県
で
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
の
目
標
を
八
万
人
に
設
定
し
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
に
は
一
〇
万
人
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
外
国
人
が
日
本
旅
行
中
に
困
っ
た
こ
と

  

こ
こ
で
、
本
県
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す

る
前
に
、
国
が
平
成
二
十
三
年
に
外
国
人
旅

行
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
複
数
回
答
可
能
の
項
目
で
「
旅
行
中
困
っ

た
こ
と
と
し
て
」

　
・
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
・
七
％

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
二
四
・
〇
％

　
・
目
的
地
ま
で
の
公
共
交
通
の
経
路
情
報

　
　
の
入
手
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
・
〇
％

　
・
公
共
交
通
の
利
用
方
法
（
乗
り
方
）
、

　
　
利
用
料
金
　
　
　
　
　
　
一
七
・
一
％

　
・
両
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
・
一
％
　

　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
滞
在
中
に
あ
る
と
便
利
な
情
報

　
観
光
庁
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
訪
日
外

国
人
消
費
動
向
調
査
」
で
は
、「
日
本
滞
在

中
に
あ
る
と
便
利
な
情
報
（
複
数
回
答
）」

と
い
う
項
目
で
は
、

　
・
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
　
四
七
・
九
％

　
・
交
通
手
段
　
　
　
　
四
七
・
二
％

　
・
飲
食
店
　
　
　
　
　
三
一
・
八
％

　
・
宿
泊
施
設
　
　
　
　
二
五
・
三
％

　
・
買
物
場
所
　
　
　
　
二
四
・
三
％

　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
県
の
取
り
組
み

  

こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、平
成
二
十
七
年
三
月
に
策
定
し
た「
徳

島
県
観
光
振
興
基
本
計
画
（
第
二
期
）」
に

基
づ
き
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

平
成
二
十
七
年
度
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

①
国
・
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
誘
客
の
推

　
進　

訪
日
観
光
へ
の
関
心
分
野
や
旅
行
形
態
、

目
的
は
、
国
や
地
域
に
よ
り
異
な
る
た
め
、

様
々
な
観
光
資
源
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
合
わ
せ
て
効
果
的
な
観
光

誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
台
湾
は
、
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
た
め
、
団
体
旅
行
に
加
え
て
、
個

人
旅
行
向
け
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
今
年
六
月
に
台
北
駅

で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
観
光
・
物
産

博
」
に
出
展
し
、
本
県
農
林
水
産
部
と
連

携
し
て
、「
食
」
と
一
体
に
な
っ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
一
般
消
費
者
向
け

に
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
観
光

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
試
飲

試
食
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
は
、

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
が
台
湾
の
社

会
人
チ
ー
ム
と
交
流
試
合
を
行
う
の
に
併

せ
、「
四
国
遍
路
」、「
マ
ラ
ソ
ン
」、「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」、「
ア
ニ
メ
」
と
い
っ
た
、

特
集特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～

特
集 特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～

日本滞在中にあると便利な情報
（全国籍・地域、複数回答）

（平成26年　観光庁「訪日外国人消費動向調査」）

25.3%

47.2%

31.8%

21.9%

3.9%

10.8%

11.5%

24.3%

47.9%

0.7%

7.5%

5.3%

2.1%

2.2%

14.7%

0% 20% 40% 60%

宿泊施設

交通手段

飲食店

観光施設

現地ツアー

イベント

土産物

買物場所

無料Wi - Fi

祈祷室

ATM

両替所

宅配便

その他

特になし
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台
湾
で
特
に
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
別
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
、
ム
ス
リ
ム

（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
向
け
の
取
組
み
も
始

め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
商
談
会
へ
の
参

加
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
テ
レ
ビ
番
組
取
材

の
受
入
れ
、
さ
ら
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

豚
肉
を
使
わ
な
い
料
理
を
提
供
し
て
い
る

店
舗
を
紹
介
す
る
専
用
サ
イ
ト
を
開
設
し

ま
し
た
。

②
効
果
的
な
情
報
発
信

　
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
海
外
の
旅
行

会
社
の
担
当
者
や
、
県
内
在
住
の
留
学
生
、

海
外
の
県
人
ら
約
九
〇
〇
人
に
向
け
、
英

語
、
中
国
語
（
簡
体
字
・
繁
体
字
）、
ド

イ
ツ
語
で
二
ヶ
月
に
一
回
、
本
県
の
観
光

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
と
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「D

iscover T
okushim

a

」
と
題

し
て
、
日
本
語
と
英
語
で
、
観
光
情
報
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
発
信
し
て
お
り
、約
二
、三
〇
〇
の
「
い

い
ね
！
」
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
台
湾
向
け
に
繁
体
字
で
も

「
徳
島
旅
人
案
内
所
」
と
題
し
て
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発
信
を
し
て
お

り
、
約
五
、
二
〇
〇
の
「
い
い
ね
！
」
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
は
日
本
の
情
報
を
求
め

て
お
り
、
県
で
は
県
内
の
様
々
な
観
光
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
市
町
村
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
是

非
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

　
ち
な
み
に
台
湾
で
は
「
四
国
遍
路
」
に

興
味
を
示
す
人
達
で
構
成
さ
れ
て
い
る

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
が
あ
り
約
三
、

五
〇
〇
人
が「
い
い
ね
！
」を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
滞
在
中
に
あ
る
と
便
利
な

情
報
と
し
て
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
の
情

報
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
七
年
九
月

か
ら
、「
お
ど
る
宝
島
！
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
英
語
・
繁
体
字
併
記
版
の
運
用
を
開
始

し
、
約
六
〇
〇
施
設
の
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」

で
の
情
報
発
信
で
す
。

　
本
県
で
は
「
と
く
し
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
は
東
ア
ジ

ア
・
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪
日
外
国
人

観
光
誘
客
の
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」
に
参

加
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
て
、
平
成
二
十
七

年
九
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
四
日
間
、

日
本
館
の
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
で
、
同
博

覧
会
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
食
」
を
中

心
に
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
！
　
徳

島
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
徳
島

ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
徳
島
の
食
材
を
使
っ
た

イ
タ
リ
ア
料
理
の
実
演
、
藍
染
め
を
使
っ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
三
番
叟
・
箱

特
集 特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～
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廻
し
な
ど
を
披
露
し
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
で

は
藍
染
め
製
品
、
木
工
製
品
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
応

用
製
品
の
展
示
や
、
地
酒
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
、
ま
た
４
Ｋ
映
像
に
よ
る
阿
波
お
ど
り
、

マ
チ
★
ア
ソ
ビ
と
い
っ
た
本
県
観
光
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。
一
万
人
を
超
え
る
来

場
者
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
来
場

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
約

九
五
％
の
方
か
ら
、
本
県
を
訪
れ
て
み
た

い
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
欧
州
か
ら
の

誘
客
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
欧
州
を
対
象
と
し
た

誘
客
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
企
業
等
の
会
議

（M
eeting

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・

研
修
旅
行
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
　

Incentive T
ravel

）、
国
際
機
関
・
団
体
、

学
会
等
が
行
う
国
際
会
議
（C

onvention

）、

展
示
会
・
見
本
市
、イ
ベ
ン
ト
（Exhibition/

Event

）
の
頭
文
字
の
こ
と
で
、
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
総
称
で
す
。

　
一
般
的
な
団
体
ツ
ア
ー
と
比
較
し
て
、

滞
在
期
間
も
比
較
的
長
い
こ
と
な
ど
か
ら

経
済
波
及
効
果
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、

平
成
二
十
六
年
五
月
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ

た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
見
本
市
（
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
２
０
１

４
）
へ
の
初
出
展
を
き
っ
か
け
に
、
平
成

二
十
七
年
七
月
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
約
五
〇
〇
人
の
本
県
滞
在
（
四
日

間
）
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
も
、
企
業

の
報
奨
旅
行
の
誘
致
を
目
的
に
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
行
わ
れ
た
専
門
の
商
談
会
に
参
加
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
鳴
門
教
育
大
学
、
徳
島
文
理
大

学
で
そ
れ
ぞ
れ
、
国
際
学
術
会
議
が
開
催

さ
れ
数
百
名
が
国
内
外
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
国
際
会
議
の
場
合
、
会
議
終
了
後
に
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
積
極
的
に

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

④
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　
従
来
の
観
光
地
を
巡
る
団
体
ツ
ア
ー
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
観
光
資
源
と
し
て
は

気
づ
か
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
地
域
固

有
の
資
源
を
新
た
に
活
用
し
、
体
験
型
・

交
流
型
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
旅
行
形
態

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
「
四
国

遍
路
」
は
、
海
外
で
も
徐
々
に
人
気
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
徳
島
県
な
ど
四
国

四
県
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
、
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
デ
ー
ラ
の
巡
礼
路
」

が
あ
る
ス
ペ
イ
ン
北
部
の
ガ
リ
シ
ア
州
と

協
力
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
協
定
の
目
的

の
一
つ
に
、「
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
間
で

観
光
客
が
交
流
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
協
定
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
欧
州
か
ら
「
四
国
遍
路
」

で
の
誘
客
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
他
に
も
、
国
際
認
証
を
取
得
し
た

「
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
」、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
代
名
詞
ア
ニ
メ
「
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
」、

香
港
や
台
湾
で
人
気
が
出
て
き
て
い
る

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

⑤
受
入
環
境
の
整
備

　
先
に
ご
紹
介
し
た
、
外
国
人
旅
行
者
が

旅
行
中
に
困
っ
た
こ
と
、
ま
た
あ
る
と
便

利
な
情
報
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
が
、

「
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」、「
交
通
手
段
」
で
す
。
県
で
は

防
災
拠
点
に
「
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
」
を
設

置
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
七

月
か
ら
は
、
外
国
人
観
光
誘
客
に
取
り
組

む
民
間
事
業
者
様
に
対
し
て
、「
無
料
Ｗ

ｉ

−

Ｆ
ｉ
」
設
置
に
要
す
る
経
費
の
二
分

の
一
助
成
（
上
限
五
万
円
、
宿
泊
施
設
は

四
〇
万
円
）
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
多
言
語
化
に
要
す
る

経
費
の
二
分
の
一
助
成
、
消
費
税
免
税
店

に
要
す
る
経
費
の
二
分
の
一
助
成
も
始
め

ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
市
町
村
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

特
集特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～
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て
も
地
域
に
お
い
て
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
設

置
や
多
言
語
化
な
ど
の
受
入
環
境
整
備
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
地
元

民
間
事
業
者
様
に
県
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
ご
案
内
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
地
方
に
も
チ
ャ
ン
ス

　
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ
る
の
は
、
都
市
の

東
京
、
大
阪
や
広
く
海
外
に
ま
で
知
ら
れ
て

い
る
京
都
だ
け
で
徳
島
に
は
あ
ま
り
関
係
な

い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
近
年
は
、
東
京
、
大
阪
を

結
ぶ
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
は

既
に
体
験
し
た
か
ら
、
今
度
は
自
分
の
知
ら

な
い
観
光
地
や
、
日
本
の
原
風
景
、
古
民

家
、
そ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い
場
所
を
訪

れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
徳
島
で
言
え
ば
、
鳴

門
の
渦
潮
、
人
形
浄
瑠
璃
、
藍
染
め
、
日
本

の
原
風
景
が
残
る
大
歩
危
・
祖
谷
、
か
ず
ら

橋
、
古
民
家
、
ア
ニ
メ
・
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
な

ど
で
す
。
我
々
が
普
段
見
慣
れ
て
い
て
見
過

ご
し
が
ち
な
も
の
も
、
外
国
人
か
ら
す
る
と

興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
空
き
家

の
有
効
利
用
と
し
て
、
移
住
者
へ
の
提
供
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
民
家
に
興
味

を
示
す
外
国
人
の
方
も
い
て
、
美
し
い
景
色
、

新
鮮
な
空
気
、
美
味
し
い
食
べ
物
を
満
喫
し

な
が
ら
滞
在
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
香
港
の
観
光
客
は
、
検
疫
の
制
限
が

他
国
に
比
べ
て
厳
し
く
な
い
た
め
、
桃
や
梨
、

葡
萄
な
ど
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
し
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
化
粧
品
や
、
薬
も
購
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
向
け
の
消
費
税
免
税

店
は
、
消
耗
品
以
外
の
物
、
例
え
ば
服
と
か
、

鞄
な
ど
が
免
税
対
象
で
し
た
が
、
お
土
産
と

し
て
人
気
の
高
い
、
お
菓
子
や
、
お
酒
な
ど

の
消
耗
品
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十
六
年
一

〇
月
か
ら
免
税
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
免
税

販
売
す
る
に
は
、
税
務
署
の
許
可
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
旅
行
者
に
は
消

費
税
相
当
分
安
く
購
入
で
き
る
の
で
、
免
税

店
に
な
る
こ
と
で
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
を

促
進
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た
め
に

　
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　
こ
の
よ
う
に
、
今
後
皆
様
の
町
に
外
国
人

旅
行
者
が
訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
次
の
取
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
　

情
報
発
信

　
皆
様
の
町
に
あ
る
観
光
地
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
海
外
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

写
真
と
日
本
語
の
説
明
文
と
を
併
せ
て
県
国

際
戦
略
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
県
の
ほ

う
で
翻
訳
し
て
、
メ
ル
マ
ガ
や
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
　

無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
の
整
備

　
先
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

日
本
滞
在
中
に
困
っ
た
こ
と
、
ま
た
あ
る
と

便
利
な
情
報
と
い
う
こ
と
で
、「
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
光
庁

で
は
、「
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
」
の
共
通
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
て
お
り
、
申
請
す

れ
ば
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
」
が

使
え
る
場
所
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
様
の
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

特
集 特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～
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・
　

２
次
交
通

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
本
県
で
は
タ
ー
ミ
ナ

ル
拠
点
で
あ
る
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
、
Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
な
ど
の
交
通
結
節
拠
点
か
ら
観
光

地
等
へ
の
２
次
交
通
が
十
分
で
は
な
く
、
旅

行
会
社
か
ら
も
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。
地

元
交
通
事
業
者
や
観
光
事
業
者
と
連
携
し
て

対
策
に
つ
い
て
、
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
　

多
言
語
化

　
平
成
二
十
六
年
三
月
に
、
観
光
庁
か
ら

「
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
多
言
語
対
応
の

改
善
・
強
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
目
線
に
立
っ
た
、

美
術
館
・
博
物
館
、
観
光
地
、
道
路
、
公
共

交
通
機
関
等
に
共
通
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
項
目
や
特
徴
と
し
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
多
言
語
対
応
言
語
の
考
え
方

　
使
用
言
語
は
、
英
語
を
基
本
と
し
、「
禁

止
・
注
意
」「
名
称
・
案
内
・
誘
導
・
位
置
」

を
示
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
併
記

を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
、「
展
示
物

等
の
文
章
解
説
」
に
つ
い
て
は
、
視
認
性

や
美
観
に
問
題
が
な
い
限
り
、
英
語
の
表

記
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま

す
。

②
具
体
的
な
対
訳
語

　
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
三
言
語
で

四
〇
〇
以
上
の
用
語
・
文
例
に
つ
い
て
対

訳
語
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

③
解
説
文
章
へ
の
対
応

　
展
示
物
へ
の
理
解
を
深
め
、
満
足
度
を

向
上
さ
せ
る
べ
く
補
則
解
説
に
つ
い
て
触

れ
て
い
ま
す
。

④
非
常
時
等
の
対
応

　
災
害
や
事
故
、
外
国
人
が
ケ
ガ
や
病
気

に
な
っ
た
際
の
初
期
対
応
の
参
考
に
な
る

基
礎
的
文
例
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
表
記
の
統
一
性
・
連
続
性
を
確
保
し
つ
つ
、

　
対
応
を
促
進

　
地
域
に
お
け
る
固
有
名
詞
を
外
国
語
に

翻
訳
す
る
の
は
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
中
国
語
で
は
、「
音
」
を
当
て

た
り
、「
意
味
」
を
当
て
て
、
翻
訳
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
英
語
で
も
統
一
で
き
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
経
費
に
関
わ
っ
て
く
る
こ

と
で
す
の
で
、
県
内
で
徐
々
に
統
一
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
外
国
語
表
記

方
法
に
迷
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
県
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史

博
物
館
や
美
術
館
へ
の
多
言
語
化
へ
の
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
県
に
お
い
て

は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、
外
国
人
観
光

誘
客
に
取
り
組
む
事
業
者
を
対
象
に
多
言
語

化
に
係
る
経
費
の
一
部
助
成
を
始
め
ま
し
た
。

ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
　

免
税
店

　
以
前
か
ら
外
国
人
観
光
客
対
象
に
、
消
費

税
の
免
税
店
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
土

産
と
し
て
人
気
の
高
い
、
お
菓
子
や
化
粧
品
、

薬
な
ど
消
耗
品
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十
六

年
度
か
ら
消
費
税
の
免
税
対
象
と
な
り
ま
し

た
（
た
だ
し
、
日
本
国
内
で
消
費
は
で
き
ま

せ
ん
し
、
消
耗
品
で
す
と
五
、
〇
〇
一
円
以

上
の
買
物
か
ら
対
象
と
な
る
な
ど
い
く
つ
か

条
件
が
あ
り
ま
す
）。
こ
の
免
税
店
は
、
消

費
税
を
納
税
し
て
い
る
税
務
署
へ
の
許
可
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
制
度
の
周
知
が
十

分
図
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
県
に
お
い
て
、

外
国
人
観
光
客
が
立
ち
寄
り
そ
う
な
店
舗
を

個
別
に
訪
問
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
平

成
二
十
七
年
三
月
に
は
、
徳
島
市
内
で
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二

十
六
年
十
月
に
は
県
内
で
三
店
舗
だ
っ
た
の

が
、
平
成
二
十
七
年
十
月
に
は
五
十
二
店
舗

ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
か

ら
す
れ
ば
、
消
費
税
率
相
当
分
八
％
が
返
金

さ
れ
る
の
で
、
消
費
の
促
進
に
繋
が
り
ま
す
。

免
税
店
の
許
可
取
得
後
、
観
光
庁
に
ネ
ッ
ト

で
申
請
す
れ
ば
、
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

が
使
え
ま
す
し
、
ネ
ッ
ト
で
も
個
別
に
店
舗

が
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
地
元
の
事

業
者
の
皆
様
へ
の
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

・
　

外
国
人
観
光
案
内
所

　
日
本
政
府
観
光
局
が
認
定
し
て
い
る
制
度

で
、
外
国
人
旅
行
者
が
日
本
を
旅
行
す
る
際

特
集特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～
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に
、不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う「
①

観
光
案
内
所
の
質
の
向
上
・
質
の
担
保
」、「
②

情
報
の
事
前
提
供
に
よ
る
環
境
整
備
」
を
目

指
し
て
お
り
、
県
内
に
は
、「
徳
島
県
国
際

交
流
協
会
内
（
徳
島
駅
ビ
ル
六
階
）」、「
三

好
市
観
光
協
会
内
」、「
道
の
駅
大
歩
危
」、「
道

の
駅
日
和
佐
」
の
四
ヵ
所
が
あ
り
ま
す
。
提

供
す
る
言
語
、
対
象
地
域
等
に
よ
っ
て
カ
テ

ゴ
リ
分
け
さ
れ
て
お
り
、
観
光
案
内
を
専
業

と
し
な
い
施
設
で
あ
っ
た
り
、
常
駐
で
な
く

と
も
「
外
国
人
観
光
案
内
所
」
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
認
定
を
受
け
る
と
日
本

政
府
観
光
局
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

た
り
、
電
話
で
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
海
外
へ
の
情
報
発
信
、
今
後
の
外
国
人
旅

行
者
の
受
入
れ
に
備
え
、
貴
市
町
村
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、「
外
国
人
観
光
案
内
所
」
開

設
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

輸

出

戦

略

○
徳
島
県
に
お
け
る
貿
易
・
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

　
の
状
況

　
徳
島
県
で
は
、
県
内
企
業
の
貿
易
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
徳
島
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

の
委
託
に
よ
り
、「
徳
島
県
貿
易
・
国
際
事

業
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三

年
（
平
成
二
十
五
年
）
の
県
内
企
業
に
よ
る

輸
出
額
は
約
三
、
七
〇
一
億
円
で
前
年
に
比

べ
て
二
六
・
五
％
増
加
、
輸
入
額
は
約
一
、

〇
八
一
億
円
で
前
年
に
比
べ
て
〇
・
二
％
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
品
目
別
に
見
る
と
、
輸
出
額
で
は
電
機
・

電
子
機
器
が
最
も
多
く
全
体
の
五
二
・
五
％
、

次
い
で
化
学
品
が
全
体
の
四
二
・
一
％
で
、

こ
れ
ら
の
品
目
で
輸
出
額
全
体
の
九
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
輸
入
額
で
は

石
炭
な
ど
の
鉱
物
性
燃
料
が
全
体
の
五
二
・

三
％
と
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で

電
機
・
電
子
機
器
が
一
二
・
六
％
、
木
材
が

一
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
に
進
出
し
て
い
る
県
内
企
業

は
、
平
成
二
十
六
年
に
は
三
一
ヵ
国
に
四
五

社
、
二
二
六
拠
点
に
お
よ
び
、
前
年
に
比
べ

て
企
業
数
に
は
変
化
が
な
い
も
の
の
、
拠
点

数
で
は
二
七
件
、
一
〇
％
あ
ま
り
増
加
し
て

お
り
、
国
・
地
域
別
に
見
る
と
中
国
（
香
港

を
含
む
）が
三
五
社
、八
八
件
と
最
多
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
輸
出
促
進
に
関
す
る
事
業

　
県
で
は
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
を
重

点
エ
リ
ア
と
す
る
「
と
く
し
ま
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
」
に
基
づ
き
、
県
内
企
業
の
輸
出
促
進

を
支
援
す
る
た
め
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
香
港
や
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
百

貨
店
や
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
「
徳
島
県
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
、
県
産
食
品
の
販
売
を
通
し

て
そ
の
浸
透
と
定
番
化
を
図
る
と
と
も
に
、

現
地
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
機
会
を
設
け
る
ほ

か
、
中
国
や
タ
イ
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
を
徳
島

県
に
招
へ
い
し
、
県
内
企
業
か
ら
直
接
商
品

を
売
り
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
商
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
産
品
を
一
手
に
海
外
に
売
り
込

む
県
内
企
業
を
「
地
域
商
社
」
と
し
て
育
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
物
流
・
商
流
を
活

用
し
た
県
産
品
の
新
た
な
販
路
の
開
拓
や
取

引
の
拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
海
外
ビ
ジ

ネ
ス
に
意
欲
的
な
企
業
に
対
し
て
専
門
家
に

よ
る
個
別
指
導
や
海
外
で
開
催
さ
れ
る
見
本

市
へ
の
出
展
支
援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
に
開
設
し
た
上

海
事
務
所
を
戦
略
の
前
線
基
地
と
し
て
、
県

特
集 特集●　徳島県の国際戦略について　～インバウンド・輸出戦略～
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内
企
業
の
活
動
支
援
や
海
外
に
お
け
る
徳
島

県
の
情
報
発
信
な
ど
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
・
東

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
県
産
品
の
輸
出
促
進
や
、

観
光
客
誘
致
や
交
流
促
進
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

　
輸
出
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
に
あ
た
り
、
貿
易
実
務
や
外
国
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
・
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
ま
た
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
徳
島
県
で
は
、
外
部
の
専
門
家
を
招
へ
い

し
、
県
内
企
業
を
対
象
と
し
て
貿
易
に
必
要

な
実
務
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
講
座
や
世
界
的

な
経
営
者
等
を
講
師
に
招
い
て
の
講
演
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
企
業
の
様
々

な
側
面
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
際
に
必
要

な
外
国
語
へ
の
翻
訳
や
、
外
国
人
観
光
客
へ

の
対
応
の
た
め
に
必
要
な
電
話
を
活
用
し
た

通
訳
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
民
間
企
業

へ
の
委
託
に
よ
り
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
内
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
が
実
施
す
る
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
「
地
域
人
材
コ
ー
ス
」
と
し
て
、
県
内
の

高
等
教
育
機
関
学
生
の
海
外
留
学
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
大
学
等
の
高
等

教
育
機
関
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
企
業
や
経

済
団
体
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
お
り
、
帰

国
後
は
県
内
に
お
い
て
海
外
で
の
経
験
を
活

か
し
、
国
際
的
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
な
視
点
で

地
域
（
ロ
ー
カ
ル
）
を
支
え
る
「
グ
ロ
ー
カ

ル
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
　
と
　
め

  

東
京
や
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
や
有
名
な

テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
日

本
の
原
風
景
や
、
古
民
家
、
農
業
体
験
に
関

心
を
持
つ
外
国
人
旅
行
者
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
団
体
旅
行
の
み
な
ら
ず
、

個
人
旅
行
も
増
え
、
今
ま
で
外
国
人
旅
行
者

が
立
ち
寄
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
飲
食
店
や
、

宿
泊
施
設
も
利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
我
が
町
に
は
観
光
資
源
が
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
外
国
人
旅
行
者
の
目
線
で
み
れ
ば
、

十
分
観
光
資
源
に
な
る
も
の
、
風
景
、
町
並

み
、
食
、
文
化
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
観
光
事
業
者
の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
業
態
の
方
々
と
連
携
し
、
外
国
人
旅
行
者

を
呼
び
込
ん
で
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
ま
ち
全
体
で
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
め
る
よ
う
、
市
町
村
の
皆
様
も
積

極
的
に
外
国
人
観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

も
皆
様
の
取
組
み
を
精
一
杯
応
援
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

特
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１　

徳
島
は
遠
い

　
　

と
こ
ろ
？

　
平
成
二
十
七
年
五
月
一

日
付
け
で
農
林
水
産
省
中

国
四
国
農
政
局
徳
島
地
域

セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
し
た

私
は
、
そ
の
日
、
生
ま
れ
て
初
め
て
徳
島
の
地
を
踏
ん
だ
。

農
林
水
産
省
に
勤
務
し
て
三
十
年
近
く
に
な
る
が
、
不
思

議
と
こ
れ
ま
で
は
徳
島
と
の
縁
が
な
か
っ
た
。
五
月
に
し

て
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
暑
い
日
で
あ
り
、
徳
島
駅
に
降
り
立

つ
と
、
椰
子
の
木
が
駅
前
か
ら
眉
山
に
続
く
道
沿
い
に
植

え
ら
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
、
こ
こ
は
南
国
な
の
だ
と

い
う
思
い
を
強
く
し
た
。

　
徳
島
へ
は
羽
田
空
港
か
ら
空
路
一
時
間
余
り
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
赴
任
に
先
だ
っ
て
の
挨
拶
回
り
の
際
、
多
く
の

人
か
ら
異
口
同
音
に
「
遠
い
と
こ
ろ
御
苦
労
様
で
す
ね
」

と
言
わ
れ
た
。
眉
山
に
続
く
椰
子
の
木
を
眺
め
な
が
ら
、

「
遠
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
言
葉
が
妙
に
思
い
出
さ
れ
た
。

２　

宝
の
島
・
徳
島

　
前
述
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
徳
島
と
の
御
縁
は
な
く
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
徳
島
に
関
す

る
知
識
は
乏
し
い
ま
ま
で
の
赴

任
で
あ
っ
た
。
着
任
後
間
も
な

く
徳
島
の
印
象
は
と
聞
か
れ
て
、

「
鳴
門
の
渦
潮
」、「
阿
波
踊
り
」、

「
池
田
高
校
野
球
部
」
と
答
え

た
も
の
の
、
時
間
を
経
ず
し
て

自
ら
の
不
明
を
恥
じ
る
こ
と
に

な
る
。

　
着
任
の
挨
拶
を
兼
ね
て
県
内

各
所
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
県
土
面
積
の
八
割
を
山
地

が
占
め
る
一
方
、
東
部
か
ら
南

部
に
か
け
て
は
美
し
い
海
岸
線

が
続
き
、
そ
の
豊
か
な
景
観
は
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
飽
き
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。
私
事
に
な
る
が
、

海
な
し
県
で
あ
る
栃
木
県
の
東

部
、
茂
木
（
も
て
ぎ
）
と
い
う

八
溝
山
系
の
山
麓
の
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
美

し
い
海
岸
線
は
憧
れ
以
外
の
何

物
で
も
な
い
し
、
西
部
の
山
間

資料１
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地
域
は
故
郷
を
思
い
出
さ
せ
る
懐
か
し
い
風
景
で
あ
る
。

　
一
方
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
農
・
林
・
水

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
産
さ
れ
て
お
り
、「
農
」
で
は
す
だ

ち
や
地
鶏
の
阿
波
尾
鶏
は
言
う
に
及
ば
ず
、
か
ん
し
ょ
や

れ
ん
こ
ん
、
に
ん
じ
ん
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
洋
ラ
ン
な
ど

は
全
国
で
も
有
数
の
生
産
県
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
林
」

で
は
生
し
い
た
け
や
た
け
の
こ
、「
水
」
で
は
、
わ
か
め

や
鱧
（
は
も
）
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
さ
に
宝

の
島
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
宝
の

存
在
を
知
る
人
は
、（
存
外
、
県
内
に
住
む
人
も
含
め
て
）

多
い
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
徳
島
に
赴

任
す
る
に
当
た
り
、「
遠
い
と
こ
ろ
御
苦
労
様
で
す
ね
」

と
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
人
も
、
お
そ
ら
く
宝
の

存
在
を
知
ら
な
い
人
で
あ
り
、
豊
富
な
徳
島
の
宝
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
徳
島
は
よ
り
身

近
な
存
在
に
な
り
、
け
っ
し
て
遠
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
な

る
の
に
、
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

３　

農
政
改
革
の
目
指
す
も
の

　
さ
て
、
我
が
国
の
農
業
に
目
を
向
け
る
と
、
農
業
就
業

者
の
高
齢
化
や
農
地
の
荒
廃
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
徳
島
県
に
お
い
て
も
残
念
な
が
ら
例
外
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
に
お
い
て
農
林
水
産
業
の
果

た
す
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
地
域
振
興
を
図
る
点

か
ら
も
農
業
・
農
村
の
活
性
化
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二
十
五
年

十
二
月
に
決
定
（
平
成
二
十
六
年
六
月
改
訂
）
さ
れ
た
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
の
下
、
攻
め
の

農
林
水
産
業
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
産
業
政
策
と
地
域
政
策
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
①
国

内
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
や
国
内
で
新
た
な
需

要
が
見
込
ま
れ
る
薬
用
作
物
の
産
地
化
等
を
通
じ
た
需
要

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
、
②
農
商
工
連
携
や
医
福
食
農
連

携
等
の
６
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
、
③
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
に
よ
る
農
業
生

産
コ
ス
ト
の
削
減
等
生
産
現
場
の
強
化
、
④
日
本
型
直
接

支
払
制
度
の
創
設
等
に
よ
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
、

と
い
う
四
つ
の
柱
を
中
心
と
し
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
・
農
村
全
体
の
所
得
を
今
後
十
年
間
で
倍
増

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
三
月
に
は
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
後
十
年
間
の
農
政
の

中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
施
策
の
方
向
や
、
食
糧
自

給
率
目
標
・
食
糧
自
給
力
指
標
、
農
業
構
造
の
展
望
等
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
通
じ
て
、

若
者
た
ち
が
希
望
を
持
て
る
「
強
い
農
林
水
産
業
」
と
「
美

し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
を
実
現
す
る
た
め
、
全
省
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
農
政
改
革
は
、
単
に
農
林
水
産
業
の
振
興
の
み
を
目
指

す
も
の
で
は
な
い
。
広
く
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
現
下
の
主
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
地
方
創

生
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
６
次
産
業
化

の
推
進
は
、
地
域
の
１
次
産
業
（
農
林
水
産
業
）
と
こ
れ

に
関
連
す
る
２
次
・
３
次
産
業
（
加
工
・
販
売
）
が
有
機

的
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
商
品
の
開
発
や
新
た
な

資料２
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産
業
の
創
出
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
付
加
価
値
の
増

大
に
よ
る
所
得
の
向
上
や
地
域
に
お
け
る
新
た
な
雇
用
の

創
出
等
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
６
次
産
業
化
で
は
、
地

域
性
の
要
素
を
差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」
化
が
重
要
で
あ
る
が
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立

は
、
宝
の
島
・
徳
島
を
広
く
世
界
に
発
信
す
る
た
め
の
有

力
な
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

４　

役
に
立
つ
所
、
役
に
立
つ
人

　
農
林
水
産
省
で
は
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
を
も
っ

て
地
方
組
織
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
今
回
の
見
直
し
で

は
、
多
様
化
す
る
現
場
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
、
農

政
改
革
を
現
場
レ
ベ
ル
で
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
従
来

の
地
域
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
り
、
地
方
農
政
局
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
、
県
庁
所
在
地
に
支
局
（
徳
島
県
に
お
い
て
は

中
国
四
国
農
政
局
徳
島
支
局
）
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
農
政
の
推
進
は
、
現
場
の
生
産

者
や
各
自
治
体
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の

御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
支
局
で
は
、
現
場
と
農
政
を
結
ぶ
機
能
を
担
う
地
方
参

事
官
（
支
局
長
）
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
現
場
と

の
信
頼
関
係
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら
「
現
場

に
最
新
の
農
政
を
伝
え
る
」、「
現
場
か
ら
生
の
声
を
汲
み

上
げ
る
」、「
現
場
と
共
に
解
決
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
役
所
と
は
「
役
」
に
立
つ
「
所
」
で
あ
り
、
役
人
と
は

「
役
」
に
立
つ
「
人
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。

徳
島
支
局
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
役
に
立
つ
所
」、「
役

に
立
つ
人
」
と
な
る
べ
く
、
職
員
一
同
、
決
意
を
新
た
に

職
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
者
の
皆

様
の
引
き
続
き
の
御
指
導
、
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。

資料３
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大塚製薬㈱工場用地造成地
〔里平野・横尾地域〕

美
馬
市

は
じ
め
に

　
美
馬
市
は
、
徳
島
県
西
部
に
位
置
し
、
平

成
十
七
年
三
月
一
日
に
、
脇
町
、
美
馬
町
、

穴
吹
町
、
木
屋
平
村
が
合
併
し
、
誕
生
し
ま

し
た
。

　
本
市
は
、
北
側
に
阿
讃
山
脈
、
南
側
に
西

日
本
第
二
の
高
峰
・
剣
山
（
標
高
一
九
五
五

ｍ
）
と
い
っ
た
山
々
が
あ
り
、
東
西
に
は
吉

野
川
が
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
、
支
流
で
は

日
本
一
の
清
流
・
穴
吹
川
が
あ
り
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て

藍
で
栄
え
た
商
家
が
軒
を
連
ね
る
脇
町
の
う

だ
つ
の
町
並
み
や
、
寺
院
が
密
集
し
た
美
馬

町
の
寺
町
な
ど
、
古
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
今
年
で
市
制
施
行
十
周
年
を
迎
え
、
さ
ら

な
る
飛
躍
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

四
国
の
ま
ほ
ろ
ば
美
馬
市

　

〜
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜

　
本
市
の
将
来
像
を
「
四
国
の
ま
ほ
ろ
ば
美

馬
市
」
と
定
め
て
い
ま
す
。「
ま
ほ
ろ
ば
」

と
い
う
言
葉
は
、「
文
化
の
香
り
が
高
く
、

周
囲
を
山
々
で
囲
ま
れ
た
、
実
り
豊
か
な
土

地
で
美
し
く
住
み
よ
い
と
こ
ろ
」
と
し
て
描

い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民

と
行
政
が
、
情
報
や
目
的
意
識
を
共
有
し
、

共
に
考
え
種
々
の
施
策
に
挑
戦
し
、
役
割
を

分
担
し
な
が
ら
協
働
す
る
こ
と
と
し
、「
共

創
・
協
働
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
将
来
像
を
計
画
的
に
実
現

し
て
い
く
た
め「
第
二
次
美
馬
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　「
第
二
次
美
馬
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

『
子
ど
も
』・『
地
域
活
力
』・『
高
齢
者
』
の

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

美
馬
市
の
重
点
施
策

○
企
業
誘
致

　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
、
美
馬
地
区
に

新
工
場
を
建
設
す
る
と
し
て
、
本
市
と
県
、

大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
に
お
い
て
、
工
場
立

地
に
か
か
る
覚
書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
工
場
は
、
徳
島
自
動
車
道
の
美
馬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
西
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
平
成
二
十
六
年
七
月
以
降
、
工
場
用

地
造
成
工
事
、
工
業
用
水
道
工
事
や
ア
ク
セ

ス
道
路
工
事
な
ど
の
周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

着
手
し
、
新
工
場
の
早
期
立
地
・
開
業
に
つ

な
が
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
新
工
場
の
進
出
に
よ
り
、
雇
用
の
拡

大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
、
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
認
定
こ
ど
も
園

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
運
営
の
効
率
化
な
ど
を

め
ざ
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
、
県
内
初
の

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、「
江
原

認
定
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
市
産

木
材
を
利
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
建
物
で
す
。

　
さ
ら
に
美
馬
地
区
に
は
、
市
内
二
か
所
目

と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
を
、
平
成
二
十
八
年

四
月
の
開
園
に
向
け
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

を
活
用
し
た
教
育

　
平
成
二
十
一
年
六
月
に
地
域
情
報
化
基
盤

整
備
事
業
が
完
了
し
、
全
国
屈
指
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
の
も
と
、
平
成
二
十
四
年
度

ま
で
に
市
内
全
小
中
学
校
に
電
子
黒
板
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
お
よ
び
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
、
平
成
二
十
六
年
度
に
は
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
校
務
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
特
別
支
援
学
級

等
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
児
童
生

徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と

学
習
に
興
味
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ 江原認定こども園
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て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
に
生
か
し
た
質
の
高
い

教
育
活
動
を
実
践
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

　
本
市
で
は
高
齢
化
率
が
三
十
三
％
に
達
し

て
お
り
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
シ

ニ
ア
の
方
に
、
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
場

所
の
提
供
や
就
労
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
そ
れ

に
伴
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
推
進
室
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
十
月
に
は
厚
生
労
働
省
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
無
料
職
業
紹
介

所
の
開
設
許
可
を
い
た
だ
き
、
平
成
二
十
七

年
四
月
か
ら
は
、
市
内
在
住
の
「
お
お
む
ね

六
十
歳
以
上
の
方
」
を
対
象
に
、
求
人
情
報

の
提
供
や
相
談
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
紹
介
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
が
、
こ
れ
ま
で
培
わ

れ
た
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
、
再
び
地
域
で

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
健
康
な
長
寿

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

○
う
だ
つ
の
町
並
み

　
う
だ
つ
の
町
並
み
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
か
け
て
阿
波
の
代
表
的
な
産
業
と
し
て

広
が
っ
た
藍
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
、
藍

や
呉
服
を
扱
っ
て
い
た
商
家
が
建
ち
並
ん
で

い
ま
す
。

　
町
並
み
の
建
物
に
は
、
本
瓦
葺
き
の
大
屋

根
に
、
壁
は
厚
い
塗
籠
め
で
漆
喰
仕
上
げ
の

重
厚
な
造
り
で
、
商
家
の
富
や
成
功
を
物
語

る
「
う
だ
つ
」
や
虫
籠
窓
な
ど
を
備
え
た
建

物
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
う
だ
つ
」

と
は
、
防
火
の
役
目
を
持
つ
建
物
の
両
側
に

張
り
出
し
た
小
屋
根
付
き
の
袖
壁
の
こ
と
。

財
力
の
証
・
象
徴
と
し
て
、
装
飾
性
を
帯
び

て
発
達
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
に
は
、
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説

明
を
聞
き
な
が
ら
町
並
み
を
歩
く
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

○
穴
吹
川
筏
下
り
大
会

　
日
本
一
の
清
流
・
穴
吹
川
で
、
毎
年
八
月

第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
早
さ
を
競

う
「
一
般
競
争
の
部
」
と
、
設
定
タ
イ
ム
と

の
誤
差
を
競
う
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部
」、「
中

学
生
の
部
」
が
あ
り
、
本
市
の
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
寺
町

　
寺
町
は
、
美
馬
地
区
に
あ
り
、
県
下
で
唯

一
能
舞
台
を
備
え
た
安
楽
寺
、
四
国
最
古
級

の
枯
山
水
の
庭
園
が
あ
る
願
勝
寺
ほ
か
、
林

照
寺
、
西
教
寺
、
常
念
寺
な
ど
の
寺
院
が
建

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
国
指

定
史
跡
の
段
の
塚
穴
や
同
じ
く
国
指
定
史
跡

の
郡
里
廃
寺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
深
い
歴
史
の
薫
り
漂
う
寺
町
の
風

情
を
感
じ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
中
尾
山
高
原
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

　
木
屋
平
地
区
に
あ
り
、
標
高
千
ｍ
に
あ
る

県
内
唯
一
の
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場
で
す
。
今
年

九
月
に
は
、
第
二
十
二
回
高
円
宮
牌
グ
ラ
ス

ス
キ
ー
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
が
開
催
さ
れ
、
海

外
や
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
た
ち
の
滑
り
が
堪
能
で
き
ま
し
た
。

　
春
か
ら
秋
ま
で
の
期
間
中
、
誰
で
も
滑
る

こ
と
が
で
き
、
周
辺
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ

ウ
ス
や
コ
テ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

穴吹川筏下り大会

第22回高円宮牌グラススキー
ジャパンオープンの様子

うだつの町並み
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は
じ
め
に

　
板
野
町
は
、
徳
島
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、

北
は
阿
讃
山
脈
、
南
は
清
流
吉
野
川
に
挟
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
田
園
都
市
で
す
。
面
積
は

三
六
・
二
二
㎢
で
、
町
内
の
南
東
部
に
旧
吉

野
川
が
流
れ
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
自
然
条
件

を
活
か
し
た
肥
沃
な
農
業
地
帯
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
は
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
洋
に
ん

じ
ん
や
れ
ん
こ
ん
、
奈
良
漬
け
の
原
料
と
な

る
白
瓜
な
ど
を
特
産
品
と
し
て
生
産
し
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
、
そ
の
特
産
品
を
活
か
し

た
新
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
六
次
産
業
化
事

業
の
推
進
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
板
野
町
に
は
律
令
時
代
よ
り
古
代

の
官
道
「
南
海
道
」
が
通
り
、
人
・
も
の
・

情
報
が
盛
ん
に
行
き
交
う
交
通
の
要
衝
の
地

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
県
道

鳴
門
池
田
線
と
徳
島
引
田
線
が
交
差
し
、
高

松
道
・
板
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ(

Ｉ
Ｃ)

と
徳
島
道
・
藍
住
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

も
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
関
西
経
済
圏
か
ら
四

国
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
県
北

部
の
産
業
・
文
化
・
教
育
・
広
域
交
流
拠
点

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

板
野
町

ま
ち
の
取
り
組
み

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
「
第
五
次
板
野
町

振
興
計
画
」
の
運
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
、
ま
ち
の

将
来
像
『
安
心
な
ま
ち
・
子
ど
も
が
輝
く
ま

ち
・
交
流
の
ま
ち
　
い
た
の
』
の
実
現
に
向

け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
安
心
な
ま
ち

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
備

え
た
指
定
避
難
所
の
耐
震
化
や
簡
易
備
蓄
庫

の
整
備
、
学
校
区
ご
と
の
防
災
訓
練
、
自
主

防
災
組
織
の
拡
大
・
強
化
な
ど
、
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

○
子
ど
も
が
輝
く
ま
ち

　
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
の
び
の
び
と
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の

給
食
費
半
額
軽
減
、
多
子
世
帯
の
幼
稚
園
授

業
料
・
保
育
料
の
軽
減
な
ど
子
育
て
家
庭
へ

の
経
済
的
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
充
実
を
図
り
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
交
流
の
ま
ち

　
高
速
道
路
や
県
道
、
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
な
ど
交

通
網
の
利
便
性
を
活
か
し
た
周
辺
市
町
や
関

西
経
済
圏
と
の
産
業
交
流
、
町
内
三
ヶ
所
の

四
国
霊
場
札
所
や
阿
讃
山
脈
の
自
然
と
田
園

風
景
を
体
に
感
じ
な
が
ら
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
な
ど
の
文
化
交
流
、
科
学
と
自
然
に

ふ
れ
る
大
型
公
園
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
や

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
三
面
を
備
え
て
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
も
活

動
拠
点
と
す
る
徳
島
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
な

ど
を
活
か
し
た
教
育
交
流
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
や
物
産
販
売
の

振
興
を
図
る
た
め
、
板
野
郡
で
初
め
て
と
な

る
「
道
の
駅
」
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

板
野
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト

○
四
国
霊
場
札
所

　
板
野
町
に
は
、
四
国
霊
場
第
三
番
か
ら
第

五
番
ま
で
の
三
つ
の
札
所
が
あ
り
ま
す
。

四国霊場第三番札所・金泉寺

四国霊場第四番札所・大日寺

あさんウォーキングフェスタ in いたの あせび温泉やすらぎの郷
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第
三
番
札
所
・
金
泉
寺
は
、
朱
塗
り
の
仁

王
門
を
く
ぐ
る
と
左
手
に
鐘
楼
、
右
手
に
観

音
堂
が
建
っ
て
お
り
、
境
内
奥
に
は
寺
号
の

由
来
で
も
あ
る
「
黄
金
の
井
戸
」
や
武
蔵
坊

弁
慶
が
持
ち
上
げ
た
と
い
わ
れ
る
「
弁
慶
の

力
石
」
が
あ
り
ま
す
。

　
第
四
番
札
所
・
大
日
寺
は
、
三
方
を
阿
讃

山
脈
の
山
に
囲
ま
れ
た
森
の
中
に
あ
り
、
紅

色
の
鐘
楼
門
が
美
し
い
寺
で
、
寺
号
の
由
来

で
あ
る
本
尊
大
日
如
来
は
弘
法
大
師
の
作
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
五
番
札
所
・
地
蔵
寺
は
、
樹
齢
約
八
百

年
の
大
銀
杏
を
中
心
と
し
た
広
い
境
内
に
本

堂
、
不
動
堂
、
八
角
堂
、
大
師
堂
、
淡
島
堂
、

本
坊
の
諸
堂
が
列
ん
で
い
ま
す
。
地
蔵
尊
の

石
仏
の
下
に
は
神
秘
的
な
音
色
の
水
琴
窟
が

あ
り
、
奥
の
院
「
五
百
羅
漢
堂
」
で
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
木
造
の
羅
漢
像
が
薄
暗
い
回

廊
で
提
灯
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
様
々
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
。

○
あ
せ
び
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
郷

　
あ
せ
び
温
泉
は
、
大
坂
峠
に
向
か
う
途
中

の
緑
豊
か
な
山
あ
い
に
あ
る
天
然
温
泉
で
、

そ
の
源
泉
水
は
大
坂
甚
左
原
の
地
下
二
五
〇

ｍ
か
ら
自
噴
す
る
温
度
二
〇
・
七
度
の
ア
ル

カ
リ
性
イ
オ
ウ
泉
質
で
す
。

　
温
泉
の
効
能
は
、
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関

節
痛
、
冷
え
性
、
疲
労
回
復
な
ど
多
数
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
硫
黄
成
分
を
含
む
た
め

糖
尿
病
、
切
り
傷
、
慢
性
婦
人
病
、
痛
風
、

便
秘
な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
下
で
も
有
数
と
い
わ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｈ
８
・
９
の
ア
ル
カ
リ
成
分
に
よ
り
肌

の
艶
出
し
作
用
、
皮
膚
の
洗
浄
作
用
が
あ
る

た
め
、
浴
後
は
肌
が
つ
る
つ
る
し
滑
ら
か
に

な
る
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
浴
場
や
露
天
風
呂
か
ら
は
、
日
本
庭
園

や
背
景
の
山
、
大
坂
谷
川
沿
い
の
竹
林
な
ど
、

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
入
浴
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
い
た
の

　「
環
境
と
健
康
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

阿
讃
山
脈
の
自
然
と
田
園
風
景
を
体
い
っ
ぱ

い
に
感
じ
な
が
ら
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

を
メ
イ
ン
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、

板
野
町
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
す
る
十
㎞
の

「
あ
さ
ん
コ
ー
ス
」
と
、
あ
す
た
む
ら
ん
ど

徳
島
周
辺
を
巡
る
四
㎞
の
「
ま
め
っ
ち
ゃ
コ
ー

ス
」
の
二
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
他
に
も
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
板

野
町
の
特
産
品
を
使
用
し
た
飲
食
や
ス
イ
ー

ツ
を
販
売
す
る
「
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
」、

徳
島
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
移
動
販
売
車
も
出
店

す
る
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
後
の
お
食
事
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
参
加
者
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。

○
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島

　
遊
び
や
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
科

学
す
る
心
を
育
て
る
「
子
ど
も
科
学
館
」
を

中
心
施
設
と
し
た
、
科
学
と
自
然
に
あ
ふ
れ

る
参
加
体
験
型
の
大
型
公
園
で
す
。
体
を

使
っ
た
活
発
な
屋
外
活
動
が
楽
し
め
る
公
園

ゾ
ー
ン
と
、
宇
宙
や
科
学
に
つ
い
て
学
べ
る

科
学
館
ゾ
ー
ン
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
い
た
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
シ
ョ
ー
や

ミ
ニ
チ
ュ
ア
列
車
の
試
乗
会
、
積
み
木
や
折

り
紙
を
使
っ
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
工

作
な
ど
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
、
子
育
て
支

援
や
消
費
生
活
な
ど
の
相
談
・
情
報
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
る
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

支
援
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

いたの子どもフェスティバル

四国霊場第五番札所・地蔵寺

あすたむらんど徳島
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は
じ
め
に

　
上
板
町
は
徳
島
県
中
北
部
に
位
置
し
、
北

は
阿
讃
山
脈
で
香
川
県
と
接
し
、
南
は
四
国

三
郎
・
吉
野
川
に
囲
ま
れ
、
良
質
な
水
と
豊

か
な
風
土
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
農
産

業
を
中
心
と
し
た
自
然
環
境
豊
か
な
町
で
す
。

春
は
桜
並
木
と
吉
野
川
の
菜
の
花
畑
、
夏
は

泉
谷
川
で
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞
等
が
楽
し
め
る

水
辺
施
設
、
秋
は
町
の
花
「
藍
の
花
」
と
町

の
木
「
い
ち
ょ
う
」
県
天
然
記
念
樹
「
乳
保

神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
」
を
は
じ
め
と
す
る
木
々

の
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
。
さ
ら
に
冬
に
は
大

山
さ
ん
で
の
力
餅
大
会
な
ど
、「
お
も
て
な

し
」
と
「
お
接
待
」
癒
や
し
文
化
の
町
で
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
、
平

坦
部
は
米
作
を
主
軸
と
し
て
、
洋
人
参
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
た
ま
ね
ぎ
、
ほ
う
れ
ん
草
等

の
露
地
野
菜
、
酪
農
畜
産
の
経
営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
北
部
山
間
部
で
は
桃
、
柿

等
が
主
軸
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

上
板
町
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
製
造
さ
れ
る

最
高
級
品
の
和
三
盆
糖
で
も
有
名
で
す
。

上
板
町

我
が
町
の「
い
い
も
の
」紹
介

・
阿
波
の
「
藍
」
と
「
和
三
盆
糖
」

　
阿
波
藍
の
栽
培
と
加
工
は
、
蜂
須
賀
家
政

が
阿
波
入
国
後
に
導
入
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
、
藩
の
保
護
奨
励
に
よ
っ
て
吉
野
川

流
域
の
村
々
は
藍
の
一
大
産
地
と
な
り
ま
し

た
。
乾
燥
さ
せ
た
葉
藍
を
発
酵
さ
せ
て
作
る

天
然
藍
染
の
原
料
を
「
藍
す
く
も
」
と
い
い
、

現
在
、
徳
島
県
の
生
産
量
の
大
半
を
上
板
町

が
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
阿
讃
山
脈
沿
い
の
村
で
は
、
十
八

世
紀
の
末
に
、
地
元
の
青
年
修
験
者
・
丸
山

徳
弥
が
新
し
い
製
糖
法
を
開
発
し
、
「
阿
波

和
三
盆
糖
」
と
し
て
そ
の
名
を
全
国
に
広
め

て
い
た
の
で
す
。

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
徳
弥
は
、
日
向
国
延
岡

（
宮
崎
県
）
か
ら
密
か
に
甘
蔗
の
苗
を
持
ち

帰
り
、
苦
心
の
末
に
独
自
の
製
糖
法
を
確
立
。

そ
の
技
術
は
、
徳
島
藩
に
よ
っ
て
厳
し
く
取

り
締
ま
ら
れ
、
徳
弥
は
そ
の
後
も
目
付
と
し

て
砂
糖
生
産
の
保
護
・
育
成
に
努
め
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
和
三
盆
糖
は
、
高
級
和
菓
子
の
材
料
と
し

て
使
わ
れ
る
最
高
級
の
砂
糖
で
、
甘
蔗
を

絞
っ
た
糖
液
を
煮
詰
め
て
作
っ
た
白
下
糖
を
、

台
の
上
で
水
を
加
え
な
が
ら
揉
み
絞
る
こ
と

を
三
回
繰
り
返
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な

名
が
つ
い
た
（
現
在
で
は
四
回
以
上
）
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
阿
波
の
藍
と
和
三
盆
糖
は
、
そ
の
品

質
の
良
さ
ゆ
え
に
、
現
在
も
文
化
と
技
術
を

大
切
に
受
け
継
が
れ
、
上
板
町
な
ら
で
は
の

特
産
品
と
し
て
日
本
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
乳
保
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ

　
樹
齢
は
八
百
年
か
ら
千
年
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
徳
島
県
内
の
イ
チ
ョ
ウ
で
も
一
番
長

寿
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
四
四
年
に

は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
観
音
道

　
上
板
町
の
阿
讃
山
脈
・
大
山
（
標
高

六
九
一
メ
ー
ト
ル
）
中
腹
に
あ
る
大
山
寺

と
、
ふ
も
と
の
和
泉
寺
を
結
ぶ
古
道
は
観
音

道
と
呼
ば
れ
、
地
元
の
住
民
ら
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
約
四
、
五
キ
ロ
の
道
沿
い
に
は

大山の柿

藍　の　花

乳保神社
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二
十
五
基
の
石
仏
が
点
在
す
る
ほ
か
、
見
晴

ら
し
の
よ
い
尾
根
の
道
や
険
し
い
谷
沿
い
の

道
、
雰
囲
気
の
よ
い
巻
き
道
な
ど
変
化
に
富

み
、
多
く
の
登
山
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

道
中
に
は
「
泉
谷
の
青
の
洞
門
」
等
、
見
所

の
多
い
山
道
で
す
。
ま
た
、
当
コ
ー
ス
を
利

用
し
た
「
上
板
の
古
道
観
音
道
ウ
ォ
ー
ク
」

を
春
と
秋
に
二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
観
光
元
年

　
上
板
町
は
、
町
制
六
十
周
年
の
記
念
の
年

で
あ
る
本
年
を
「
観
光
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

観
光
で
町
お
こ
し
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
上
板
町
は
、
泉
谷
地
区
の
桜
や
ホ
タ
ル
、

六
番
札
所
安
楽
寺
や
大
山
さ
ん
の
力
餅
な
ど
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
あ
ふ
れ
た
町
で
す
。

観
光
元
年
に
あ
た
り
七
月
に
設
立
し
た
上
板

町
観
光
物
産
協
会
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
軸
と
し
た
体
験
型
観
光
地
を
目
指
し
、

現
在
中
長
期
的
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　
観
光
面
で
の
拠
点
「
技
の
館
」
は
上
板

町
に
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
産
業
で
あ

る
〝
藍
〟
に
ふ
れ
、
気
軽
に
藍
染
の
体
験
が

で
き
る
町
の
人
気
施
設
で
す
。
こ
の
技
の
館

を
出
発
点
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整

備
の
充
実
を
は
か
り
、
上
板
町
の
美
し
い
景

観
や
歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
も
お
披
露
目
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
農
業
や
芸
術
、
伝
統
の
技
を
体
験
で
き

る
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
思
い
思
い
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
物
産
協
会
で
は
新
し
い
特
産
品
開
発

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
上
板
町
は
、

大
山
ブ
ラ
ン
ド
で
名
高
い
桃
や
柿
の
産
地
で

あ
り
、
ま
た
、
県
内
で
も
有
数
の
酪
農
地
帯

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
豊
富
な
農
作
物

の
生
産
者
と
加
工
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

今
ま
で
に
な
い
上
板
町
な
ら
で
は
の
特
産
品

を
誕
生
さ
せ
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

観
光
物
産
協
会
は
、「
自
然
や
歴
史
、
伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い
魅
力
も
作
り
出

す
上
板
町
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
役
割
を
担
う
組
織

と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

・
か
き
じ
ぃ

　
そ
ん
な
観
光
の
町
上
板
を
盛
り
上
げ
る
、

観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
昨
年
誕
生

し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
上
板
に
ふ
さ
わ
し
い
、
そ
の

名
も
「
か
き
じ
ぃ
」。
柿
の
産
地
、
大
山
で

生
ま
れ
育
ち
、
人
知
れ
ず
柿
畑
の
世
話
を
し

て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
上
板
町
を
全
国

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て
ほ
し
い
と

一
念
発
起
し
て
山
を
下
り
て
き
ま
し
た
。
推

定
年
齢
は
な
ん
と
百
五
十
才
。
き
れ
い
な
景

色
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
り
、
特
技
の
高
速
畑
た
が
や
し
で
柿
の
世

話
に
い
そ
し
む
元
気
な
お
じ
い
さ
ん
で
す
。

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
、
た
ち

ま
ち
た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ「
か
わ
い
い
」

な
ん
て
言
わ
れ
て
か
き
じ
ぃ
も
ま
ん
ざ
ら
で

も
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
に
上
板
町
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

技　の　館

かきじぃ

観　音　道
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一　

は
じ
め
に

　
地
方
分
権
一
括
法
（
地
方
分
権
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
）
が
施
行
さ
れ
た
平
成
十
二
年
四
月
一

日
。
私
が
県
庁
で
研
修
生
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
記
念
す
べ
き
年
度
で

し
た
。
研
修
生
初
日
の
前
日
に
骨
折
を
し
て

し
ま
い
、
左
手
に
ギ
ブ
ス
を
巻
い
た
状
態
で

自
己
紹
介
を
し
た
こ
と
を
、
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
私
は
、
旧
麻
植
郡
の
鴨
島
町
役
場

の
職
員
と
し
て
丸
五
年
が
過
ぎ
た
頃
で
、
毎

日
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
方
や
物

事
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
察
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
、
勉
強
の
た
め
に
と
、
県
庁
へ
の
研

修
生
と
し
て
私
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
県
庁
で
の
一
年
間
は
、
仕
事

の
進
め
方
の
基
本
を
一
か
ら
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
、
言
葉
で
は
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　「
百
の
仕
事
よ
り
、
一
つ
の
人
間
関
係
。」

仕
事
と
は
何
か
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
当
時

の
係
長
の
お
言
葉
は
、
記
憶
の
奥
底
に
深
く

刻
み
込
ま
れ
、
今
で
も
私
の
地
方
公
務
員
と

し
て
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　

自
己
紹
介

　
県
外
の
大
学
を
卒
業
し
て
ふ
る
さ
と
鴨
島

町
に
戻
り
、
鴨
島
町
役
場
の
職
員
と
し
て
採

用
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
平
成
七
年
四
月
一

日
。
現
在
、
監
査
委
員
事
務
局
の
局
長
補
佐

と
し
て
、
二
十
一
年
目
の
地
方
公
務
員
生
活

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
厚
生
課
、
税
務
課
、
企
画
情

報
課
、
市
民
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
介
護

保
険
課
、
防
災
対
策
課
、
商
工
観
光
課
な
ど

十
三
回
の
人
事
異
動
を
経
て
、
多
種
多
様
な

事
務
事
業
を
経
験
し
、
行
政
に
お
け
る
地
方

公
務
員
の
役
割
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
き
ま

し
た
。

　
鴨
島
町
役
場
の
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い

た
だ
い
た
あ
の
日
か
ら
現
在
ま
で
の
約
二
十

年
間
、
日
々
勉
強
を
怠
ら
な
い
こ
と
、
常
に

住
民
目
線
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
信
念
と
し
て

仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
仕
事
を

振
り
返
っ
て
み
て
、
ま
だ
ま
だ
反
省
す
る
こ

と
が
多
い
状
況
で
す
。

三　

吉
野
川
市

　
鴨
島
町
は
、
旧
麻
植
郡
の
四
町
村
が
合
併

し
て
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
に
吉
野
川
市

と
な
り
ま
し
た
。
合
併
当
初
四
七
、
二
二
三

人
（
平
成
十
六
年
十
月
一
日
住
民
基
本

台
帳
人
口
）
で
あ
っ
た
人
口
は
、
現
在

四
三
、
一
六
九
人
（
平
成
二
十
七
年
九
月
一

日
住
民
基
本
台
帳
人
口
）
と
な
っ
て
お
り
、

約
十
年
間
で
四
、
〇
五
四
人
（
八
・
五
八
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
は
、
一
二
、四
二
九
人
か
ら
一
四
、二
二
五

人
へ
と
一
、七
九
六
人
（
十
四
・
四
五
％
）
増

加
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
は
日
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
人
口

減
少
な
ど
の
傾
向
は
、
今
後
も
続
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
世
代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
ま
ち

　
～
新
・
生
活
創
造
都
市
を
め
ざ
し
て
～
」

の
も
と
に
誕
生
し
た
本
市
は
、
地
方
創
生
の

施
策
と
相
ま
っ
て
、
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
地
方
創
生
イ
コ
ー
ル
日
本
創
生
で
あ
る
と

い
う
意
識
の
も
と
に
、（
中
略
）
背
水
の
陣

で
地
方
創
生
に
は
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

 
ふ
る
さ
と
を
想
う

吉
野
川
市
監
査
委
員
事
務
局
局
長
補
佐

岡
　
本
　
　
　
潔

高開石積み（夏）

イチョウ 梅の花春
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
二
十
六
年
度
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議

に
お
け
る
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
の
お

言
葉
（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
会
議
録
か

ら
抜
粋
）
は
記
憶
に
新
し
く
、
今
、
自
分
た

ち
地
方
公
務
員
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
と
い

う
問
答
と
手
探
り
の
挑
戦
は
、
日
々
本
市
で

も
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

四　

ふ
る
さ
と

　
町
村
合
併
を
機
に
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
就

職
も
鴨
島
町
の
私
に
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
吉
野
川
市
美
郷
（
旧

美
郷
村
）
で
す
。

　
キ
レ
イ
の
さ
と
美
郷
の
魅
力
は
、
何
と

言
っ
て
も
そ
こ
に
住
む
「
ヒ
ト
」
た
ち
で
す
。

訪
れ
る
た
び
に
、
心
温
ま
る
ヒ
ト
た
ち
と
母

衣
暮
露
滝
（
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
た
き
）
な
ど
豊
か

な
自
然
に
癒
や
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
心
の
オ

ア
シ
ス
で
は
、
一
年
を
通
し
て
お
ま
つ
り
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
月
中
旬
か
ら

三
月
中
旬
ま
で
は
美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
。
四

月
上
旬
か
ら
四
月
下
旬
ま
で
は
高
開
石
積
シ

バ
ザ
ク
ラ
ま
つ
り
。
五
月
下
旬
か
ら
六
月
中

旬
ま
で
は
美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
。
十
一
月
下

旬
に
は
梅
酒
ま
つ
り
。
十
二
月
中
旬
に
は
高

開
石
積
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
こ
の
他
に
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
美
郷
の
ヒ
ト
た
ち
は
様
々

な
取
り
組
み
を
な
さ
っ
て
い
て
、
私
は
い
つ

も
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
と
は
、
単
に
生
ま
れ
育
っ
た
場

所
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
人
生
に
迷
っ

た
時
に
自
分
を
見
つ
め
直
す
た
め
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
、
疲
れ
た
心
を
遠
慮
な
く

さ
ら
け
出
せ
て
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

て
も
ら
え
る
場
所
の
こ
と
な
の
だ
と
、
町
村

合
併
と
美
郷
の
ヒ
ト
た
ち
の
お
か
げ
で
、
私

は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
※
詳
し
い
美
郷
情
報
は
こ
ち
ら
で
す
。

http://w
w

w
.m

isatonow
a.jp/

五　

お
わ
り
に

　
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
住
む
ヒ
ト

た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

地
方
分
権
で
あ
ろ
う
と
地
方
創
生
で
あ
ろ
う

と
そ
の
主
役
は
、
そ
こ
に
住
む
ヒ
ト
た
ち
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
私
は
近
年
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
同
時
に
、生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
ヒ

ト
た
ち
、
先
輩
や
同
級
生
、
後
輩
た
ち
の
ふ

る
さ
と
に
対
す
る
想
い
も
ま
た
、
大
切
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
私
は
本
当
に
幸
運
な
こ
と
に
、
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
の

仕
事
を
し
て
給
料
を
頂
き
、
生
活
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
住
む
ヒ
ト
た
ち

の
生
の
声
を
日
常
的
に
最
前
線
で
聴
く
こ
と

が
で
き
、
ほ
ぼ
時
間
差
な
く
対
話
が
で
き
る

環
境
に
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
中
、
地
方

公
務
員
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
、
私
た
ち

は
本
当
に
大
き
な
責
任
を
背
負
っ
て
い
る
の

だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
の
努

力
や
能
力
の
差
が
、
新
た
に
地
域
の
格
差
を

生
み
出
す
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
状
況
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
か
に
示
さ
れ
た
ひ
な
形
を
た
だ
横
並
び

に
し
て
、
机
上
で
こ
ね
て
冊
子
に
ま
と
め
て

公
表
す
る
こ
と
が
、
あ
た
か
も
地
方
公
務
員

の
仕
事
で
あ
る
か
の
よ
う
に
勘
違
い
し
て
い

た
時
期
が
私
に
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
過

去
の
自
分
と
決
別
し
、
こ
れ
か
ら
の
二
十
年

間
、
ふ
る
さ
と
に
住
む
ヒ
ト
た
ち
の
想
い
を

守
る
た
め
に
、
地
方
公
務
員
と
い
う
仕
事
に

邁
進
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高開文雄さん

春母衣暮露滝

高開石積み（シバザクラ）
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平
成
十
七
年
度
研
修
生
と
し
て
の
研
修
を

終
え
十
年
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
節
目
と
し

て
振
り
返
る
好
機
に
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
派
遣
の
時
は
、
阿
南
市
と
の
合
併
前

の
ま
だ
那
賀
川
町
の
職
員
で
し
た
。
合
併
前

の
大
事
な
時
期
に
送
り
だ
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
は
今
で
も
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
前
期
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
振

興
課
で
す
。
県
で
の
第
一
歩
は
、
既
に
十
年

選
手
だ
っ
た
自
分
が
社
会
人
一
年
目
に
戻
っ

た
感
覚
で
し
た
。
仕
事
の
実
務
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
仕
事
へ
の
情
熱
や
取
り
組
み

方
、
周
り
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
等
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
学
ん
だ
こ
と

は
、
今
で
も
思
い
出
す
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
職
場
で
人
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
い
か
に

職
員
と
し
て
の
人
間
形
成
に
影
響
を
与
え
る

か
、
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

た
め
に
役
立
つ
か
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。
ま
た
今
で
い
う
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
で
す
が
、
研
修
一
年
間
は
忙
し
い
こ
と

を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
上
司
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
り
、
仕
事
の
中
で
月
火
木
金
は
残

業
し
て
も
、
水
曜
は
ノ
ー
残
業
、
土
日
は
休

日
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

メ
リ
ハ
リ
が
出
来
て
、
体
調
管
理
や
自
己
管

理
で
も
非
常
に
有
効
で
し
た
。
今
で
も
私
の

働
き
方
の
基
本
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
財
政
担
当
で

す
。
地
域
振
興
局
の
職
員
の
多
く
の
方
々
に

助
け
ら
れ
た
助
役
・
総
務
課
長
会
議
を
担
当

し
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
で
の
会
議
に
出
席
し
、
そ
れ
を
あ
ら
た

め
て
県
内
の
市
町
村
へ
説
明
す
る
会
議
を
設

け
ま
す
。
膨
大
な
資
料
と
、
会
議
の
録
音
物

を
東
京
か
ら
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
徳
島
に

帰
っ
て
も
会
議
が
直
近
の
た
め
、
す
み
や
か

に
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
飛

行
機
の
中
で
、
資
料
の
整
理
を
せ
っ
せ
と
し

な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
み
た
い
だ
な
あ
と

自
笑
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
付
税
検
査
も
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
県
内
の
市
町
村
を
訪
問

し
、
実
地
で
職
員
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
な

が
ら
様
々
な
数
値
や
資
料
を
検
査
す
る
こ
と

は
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、
各
市
町
村
の
特

徴
や
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身

の
視
野
を
拡
げ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
も
あ
と
わ
ず
か
と
い
う
三
月
に
那
賀

川
町
と
羽
ノ
浦
町
が
阿
南
市
と
合
併
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
は
、ア
ザ
ラ
シ
の「
ナ
カ
ち
ゃ

ん
」
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
那
賀
川
町

も
大
変
忙
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
研

修
を
終
え
、
帰
っ
た
先
は
阿
南
市
に
な
り
ま

し
た
。
ま
る
で
世
界
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
た

よ
う
で
、ま
さ
に
「
浦
島
太
郎
」
状
態
で
し
た
。

　
研
修
を
振
り
返
る
と
、
県
で
の
経
験
を
境

に
公
私
に
お
け
る
自
分
の
ス
タ
イ
ル
が
確
立

し
た
と
思
い
ま
す
。
仕
事
の
面
で
は
、
当
然

で
す
が
「
よ
く
考
え
る
」
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

自
分
で
「
よ
く
考
え
る
」
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
市
町
村
課
で
は
、
市
町
村
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に

答
え
る
こ
と
が
大
切
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

法
令
等
根
拠
の
確
認
、
他
の
事
例
等
、
様
々

な
方
向
や
角
度
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
考
え
に
考
え
抜
い
た
結
果
、
回
答
が
出

来
上
が
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
不

研
修
の
思
い
出

　
　
　
阿
南
市
人
事
課
係
長

西
　
岡
　
賦
　
文

野球のまち阿南 四国最東端かもだ岬
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安
は
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
時
に
、
あ
り
が

た
い
と
思
う
の
は
、
職
場
の
仲
間
で
す
。
今

も
懇
意
に
し
て
い
る
Ｊ
・
Ｂ
さ
ん
に
は
お
知

恵
を
よ
く
拝
借
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
の
職
場
で
も

同
様
で
、
あ
ら
た
め
て
職
場
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
る
こ
と
の
有
り
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
仕
事
の
仕
組
み
づ
く
り
と
い
う
点
も

学
び
ま
し
た
。
研
修
生
は
前
期
、
後
期
と
一

年
間
で
二
回
配
属
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
点

で
、
前
期
か
ら
後
期
へ
の
仕
事
の
引
き
継
ぎ

は
よ
い
の
で
す
が
、
次
年
度
の
研
修
生
に
は

直
接
仕
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
引
き
継
ぎ
を
す
る
た
め
の
引
継

書
や
資
料
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

誰
が
担
当
に
な
っ
て
も
、
仕
事
が
う
ま
く
進

ん
で
い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
県
庁
周
辺
の
飲
食

関
係
の
引
継
書
も
あ
り
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
多
く
の
人
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

県
庁
内
の
様
々
な
部
署
や
市
町
村
の
担
当
者

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
前
期
の
ふ
る

さ
と
振
興
課
で
は
、
公
務
員
以
外
の
方
々
と

も
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
多
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
出
会
い
は
、

今
で
も
私
の
大
切
な
宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
じ
立
場
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
で
も
同
期
の
研
修
生
と
は
毎
年
一
回
、
同

窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
歳
を
重
ね
て
い

る
は
ず
で
す
が
、
集
ま
る
と
以
前
と
変
わ
ら

な
い
の
が
不
思
議
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お

つ
き
あ
い
し
た
い
大
切
な
仲
間
で
す
。

　
私
は
、
公
務
員
と
し
て
の
最
初
の
仕
事
が

社
会
教
育
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も

青
年
団
活
動
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域

活
動
や
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
前

期
の
ふ
る
さ
と
振
興
課
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
係
の
仕
事
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま

す
。
と
こ
ろ
で
仕
事
と
社
会
活
動
の
両
立
は

思
い
の
ほ
か
大
変
で
す
。「
大
変
そ
う
だ
け

ど
、
何
で
す
る
の
？
」
な
ど
聞
か
れ
る
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
何
年
か
前
に
一
冊
の

本
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
目
か
ら
う
ろ
こ
が

落
ち
ま
し
た
。
そ
の
本
は
、
グ
ー
グ
ル
の
選

ぶ
二
十
世
紀
の
名
著
に
も
選
ば
れ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
の
社
会
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ

ム
の
「
哲
学
す
る
民
主
主
義
」
と
い
う
本
で

す
。
ち
ょ
う
ど
、
私
が
研
修
生
の
時
代
は
、

阿
南
市
を
は
じ
め
、
多
く
の
自
治
体
が
市
町

村
合
併
を
行
っ
て
い
る
真
っ
只
中
で
し
た
。

こ
の
本
で
は
、
戦
後
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
南

北
格
差
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア

も
戦
後
、
大
き
な
改
革
で
州
制
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
時
間
の
経
過
と
共
に

州
と
州
の
間
で
、
い
ろ
い
ろ
な
格
差
が
明
る

み
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
州
に
な
り
制
度
的

に
共
通
に
な
っ
て
も
、
様
々
な
格
差
が
生
じ

る
の
で
す
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
そ
の
原
因
に
つ

い
て
鋭
い
分
析
を
行
い
ま
す
。
州
や
地
域
の

格
差
を
決
め
る
の
は
、
地
域
住
民
に
よ
る

様
々
な
社
会
活
動
や
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
等
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
い
う
の
で

す
。
そ
し
て
多
様
な
活
動
が
活
発
で
、
そ
れ

ら
の
活
動
や
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
封
建
制

度
的
な
垂
直
指
向
よ
り
も
水
平
指
向
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
州
や
地
域
の
「
行
政
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
向
上
す
る
の
で
す
。
私

も
研
修
生
と
し
て
県
内
の
様
々
な
市
町
村
を

訪
れ
た
こ
と
や
調
査
し
た
経
験
か
ら
「
各
市

町
村
の
違
い
」
や
「
行
政
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
違
い
」
を
、
一
部
で
す
が
実
感
し
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
修
生
と
し
て
経
験

し
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
生
時
代
に

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
あ
ら
た
め
て
お
礼

申
し
上
げ
、
ペ
ン
を
置
く
こ
と
に
し
ま
す
。

那　賀　川

光のまち阿南
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私
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
三
日
か
ら
四

日
ま
で
滋
賀
県
に
あ
る
全
国
市
町
村
国
際
文

化
研
修
所
で
平
成
二
十
七
年
度
政
策
・
実
務

研
修
「
行
政
不
服
審
査
～
行
政
不
服
審
査
法

の
見
直
し
を
受
け
て
～
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

今
回
行
政
不
服
審
査
法
及
び
関
連
の
法
律
が

大
幅
な
改
正
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
取
り

組
ん
で
い
る
事
務
に
つ
い
て
今
後
不
服
申
し

立
て
事
案
が
で
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
ま
た
、
そ
の
場
合
に
ど
う
す
れ
ば
適
切

に
対
応
で
き
る
の
か
？
と
い
っ
た
こ
と
を
考

え
て
受
講
希
望
し
ま
し
た
。

１　

改
正
行
政
不
服
審
査
法

　
　

の
概
要
に
つ
い
て

　
今
回
大
幅
な
改
正
と
な
っ
た
行
政
不
服
審

査
法
で
す
が
、
住
民
に
と
っ
て
は
よ
り
使
い

や
す
い
制
度
に
変
わ
っ
た
一
方
で
、
行

政
に
と
っ
て
は
様
々
な
対
応
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
厳
し
い
制
度
に

な
っ
た
と
い
う
印
象
で
し
た
。
以
下
が
、

そ
の
改
正
の
概
要
で
す
。

⑴
　
不
服
申
立
て
の
審
査
請
求
へ
の
一

元
化

　
旧
法
で
は
不
服
申
立
て
を
行
う
場

合
、
行
政
処
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ(

処

分
庁)

に
上
級
行
政
庁
が
あ
れ
ば
審
査

請
求
、
な
い
場
合
は
、
処
分
庁
に
異
議

申
し
立
て
を
行
う
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
改
正
法
で
は
、
原
則
と
し

て
異
議
申
し
立
て
を
廃
止
し
審
査
請
求

の
み
に
一
元
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
旧
法
で
は
、
審
査
請
求
を
す
べ

き
行
政
庁
が
原
則
と
し
て
処
分
庁
の
直

近
の
上
級
行
政
庁
で
し
た
が
、
改
正
法

で
は
、
原
則
的
に
処
分
庁
の
最
上
級
行

政
庁
（
市
長
等
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
審
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
原
則
と
し

て
処
分
庁
（
担
当
課
等
）
と
は
別
の
審
査
庁

（
市
長
等
）
が
審
査
し
裁
決
す
る
流
れ
に
な

り
ま
す
。

⑵
　
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
き
及
び
行
政

　
不
服
審
査
会
等
へ
の
諮
問
制
度
の
導
入

　
改
正
法
で
は
、
当
該
行
政
処
分
に
関
与
し

な
か
っ
た
者
か
ら
審
理
員
を
選
出
し
、
そ
の

審
理
員
が
公
正
な
立
場
で
審
査
請
求
人
と
処

分
を
行
っ
た
処
分
庁
（
担
当
課
等
）
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
を
聞
い
た
上
で
審
理
し
、
裁

決
案
の
素
と
な
る
意
見
書
を
審
査
庁
（
市
長

等
）
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
改
正
法
で
は
行
政
不
服
審
査
会
等

の
第
三
者
機
関
を
設
置
し
、
審
理
員
に
よ
る

審
理
の
後
、
当
該
機
関
へ
諮
問
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
行
政

不
服
審
査
会
等
か
ら
答
申
を
受
け
た
審
査
庁

（
市
長
等
）
が
、
最
終
的
に
審
査
請
求
人
に

対
し
て
裁
決
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
処
分
に
関
与
し
て
い
な
い
審
理
員

が
、
審
理
を
行
う
と
し
て
も
、
審
理
員
も
同

じ
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら

公
正
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。

「
行
政
不
服
審
査
法
」

　
を
受
講
し
て

　
　
小
松
島
市
産
業
建
設
部
住
宅
課
係
長

中
　
野
　
博
　
文
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改
正
法
で
は
、
こ
の
他
に
も
審
査
請
求
期

間
の
六
十
日
か
ら
三
か
月
へ
の
延
長
、
審
査

請
求
人
の
口
頭
意
見
陳
述
に
お
け
る
質
問
権

の
付
与
等
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２　

地
方
自
治
体
の
対
応
に

　
　

つ
い
て

　
研
修
中
班
毎
に
分
か
れ
て
改
正
行
政
不
服

審
査
法
を
実
際
に
運
用
す
る
場
合
を
想
定
し

て
「
審
理
員
の
除
斥
事
由
」
等
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
何
ら
か
の
行
政
処
分
を
行
う
場

合
、
事
前
に
法
務
担
当
と
協
議
し
た
り
、
決

済
に
お
い
て
総
務
課
（
法
務
担
当
）
に
合
議

を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
こ

の
「
審
理
員
の
除
斥
事
由
」
を
厳
密
に
考
え

て
い
く
と
、
事
前
に
相
談
を
受
け
た
り
合
議

欄
に
押
印
し
た
法
務
担
当
職
員
は
、
審
理
員

に
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
問
題

が
生
じ
ま
す
。
他
の
部
門
の
職
員
か
ら
審
理

員
を
選
出
し
た
場
合
、
逆
に
審
理
員
制
度

自
体
十
分
に
機
能
す
る
の
か
ど
う
か
、

疑
問
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
結
論
と
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
関
与
の
程

度
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

法
務
担
当
が
事
前
に
相
談
を
受
け
て

い
た
り
合
議
欄
に
参
考
的
な
意
味
合

い
で
押
印
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

除
斥
事
由
に
は
該
当
し
な
い
の
で
は

な
い
か
、
但
し
当
該
行
政
処
分
の
決

定
に
関
し
事
実
上
実
質
的
に
法
務
担

当
が
関
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
除
斥
事
由
に
該
当
す
る
の
で
は

な
い
か
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
議
論
を
通
じ
て
、
規
模
の
小

さ
な
自
治
体
で
は
、
組
織
面
や
財
政

面
等
の
制
約
か
ら
自
然
と
法
務
担
当

の
職
員
を
審
理
員
に
選
出
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
住
民
に

対
し
て
除
斥
事
由
に
該
当
し
な
い
こ

と
を
き
ち
ん
と
説
明
が
で
き
る
よ
う

整
理
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
政
不
服
審
査
の
流
れ
と
し
て
、

審
査
請
求
書
の
提
出
か
ら
弁
明
書
の
提
出
、

反
論
書
の
提
出
、
質
問
、
最
終
反
論
書
提
出
、

審
理
員
意
見
書
提
出
、
諮
問
、
裁
決
と
い
っ

た
流
れ
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
可
能
で
あ
れ

ば
あ
る
程
度
の
期
間
（
六
か
月
程
度
）
を
あ

ら
か
じ
め
定
め
て
お
い
た
方
が
事
務
の
効
率

化
な
ど
の
面
か
ら
も
良
い
の
で
は
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

お
わ
り
に

　
今
回
の
研
修
で
は
、
改
正
行
政
不
服
審
査

法
の
概
要
や
審
査
請
求
か
ら
裁
決
に
至
る
ま

で
の
一
連
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
審
査
請
求

が
あ
っ
た
場
合
に
地
方
自
治
体
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
そ
の

枠
組
み
や
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
大

変
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　
そ
れ
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
良
い
点
で
す
が
、

法
務
担
当
職
員
や
日
々
生
活
保
護
の
不
服
申

し
立
て
に
携
わ
っ
て
い
る
人
な
ど
全
国
か
ら

集
ま
っ
て
い
る
様
々
な
経
歴
を
持
つ
受
講
生

と
昼
も
夜
も
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
非

常
に
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の

実
務
の
中
で
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
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は
じ
め
に

　
女
性
の
登
用
を
大
企
業
や
国
、
地
方
自
治
体
に
促
す

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
が
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八

日
に
成
立
し
ま
し
た
。
来
年
の
四
月
か
ら
制
度
が
開
始

さ
れ
、
女
性
の
採
用
比
率
や
管
理
職
の
割
合
な
ど
数
値

目
標
の
設
定
と
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
採
用
や
昇
進
の
機
会
を
増
や
し
て
女
性
に
力
を
発
揮

し
て
も
ら
い
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
日
本
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
が

狙
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
出
産
を
機
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
が
約

六
割
お
り
、
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
へ
の
不
安
や
、
短

時
間
勤
務
な
ど
の
希
望
に
沿
っ
た
働
き
方
が
難
し
い
こ

と
な
ど
が
再
就
職
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

出
産
や
育
児
と
仕
事
と
の
両
立
を
支
え
る
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
の
構
築
が
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る
経
済
成
長

を
目
指
す
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
問
題
と
な
る
の
は
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
今
な
お
残
る
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
の
払
拭
で
あ
り
、
管
理
職
を
は
じ
め
と
し

た
職
員
全
体
の
意
識
改
革
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
、
女
性
が
職
場
に
お
い
て
も
、
家

庭
や
地
域
に
お
い
て
も
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
て
輝
く

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
が
、
仕
事
と
子
育
て
・
生

活
を
両
立
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
お
い
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
や
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
、
私
生
活
が
充
実
す

る
こ
と
で
仕
事
も
う
ま
く
進
み
、
仕
事
が
う
ま
く
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
私
生
活
も
潤
う
と
い
う
、
仕
事
と
私
生

活
の
相
乗
効
果
を
高
め
る
考
え
方
と
取
組
全
般
を
指
す

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
お
い
て
高
い
付
加
価
値
を
創
造
し
、
成
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
広
い
視
野
や
知
識
・
ス
キ
ル
・
人
脈

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
仕
事
以
外
の
場
で
身
に
付

く
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
人
の
生

活
を
考
え
る
と
、
私
生
活
を
犠
牲
に
し
て
毎
日
残
業
・

休
日
出
勤
で
、
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
過
ご
す
十
分
な

時
間
を
取
れ
な
い
う
え
に
、
自
分
の
時
間
も
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
人
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　
私
生
活
が
充
実
す
る
こ
と
で
仕
事
が
は
か
ど
り
、
仕

事
の
調
子
が
い
い
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
楽
し
め
る
と

い
う
仕
事
と
私
生
活
の
好
循
環
こ
そ
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

（
１
）
国
の
取
り
組
み

　
政
府
に
お
い
て
は
、
女
性
活
躍
推
進
を
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
国
が
率
先
し
て

女性の活躍とワークライフバランスの
推進について

市町村課主事（行政担当）　田　根　正　博
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ま
た
、
男
性
職
員
や
管
理
職
員

に
対
す
る
両
立
支
援
制
度
の
周
知

等
に
よ
り
、
男
性
職
員
の
制
度
活

用
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

各
府
省
等
に
お
い
て
第
三
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
に
定
め
る
政

府
全
体
の
目
標
（
十
三
％
以
上
）

を
踏
ま
え
た
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
率
の
目
標
に
加
え
、
男
性

職
員
の
配
偶
者
出
産
休
暇
、
育
児

参
加
の
た
め
の
休
暇
に
つ
い
て
も

新
た
に
目
標
を
設
定
（
全
て
の
男

性
職
員
が
合
計
五
日
以
上
を
取

得
）
し
、
強
力
に
取
得
促
進
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
の
改

革
で
は
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
、
意
欲
の
向
上
を
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
若
手
女

性
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
形

成
支
援
に
よ
る
意
欲
向
上
研
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
等
を
通
じ
て
、
若
手
女
性
職
員
の
意
欲
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　
ま
た
、女
性
職
員
が
出
産
、子
育
て
等
経
験
後
も
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
若
手
の

う
ち
に
公
務
の
魅
力
、
仕
事
の
面
白
さ
を
認
識
で
き
る

よ
う
、
例
え
ば
、
多
様
な
職
務
機
会
を
付
与
す
る
等
の

女
性
職
員
の
採
用
・
登
用
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
男
女
問
わ
ず
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
策
定
し
た
取
組
指
針
に
つ
い
て
は
資
料
①
の
と

お
り
で
す
。
働
き
方
の
改
革
の
中
で
七
・
八
月
を
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
強
化
月
間
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
「
ゆ
う
活
」
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
の
出
勤
・
退
庁
時
間
を
一
～
二
時
間
程
度

早
め
て
家
族
と
過
ご
す
時
間
や
余
暇
を
増
や
す
取
り
組

み
で
す
。「
ゆ
う
活
」
に
つ
い
て
は
、
逆
に
労
働
時
間

の
増
加
に
繋
が
る
な
ど
否
定
的
な
意
見
も
出
て
お
り
ま

し
た
が
、
業
務
改
革
の
意
識
は
確
実
に
高
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
に
育
児
・
介
護
等
と
両
立
し
て
活
躍
で
き
る
た
め

の
改
革
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
制
度
の
導
入
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
制
度
等

を
利
用
し
な
が
ら
職
員
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
し
つ
つ
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男
女
問
わ
ず

職
員
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
や
配
慮
を
行

う
こ
と
等
に
よ
り
、
全
て
の
職
員
が
活
躍
で
き
る
職
場

環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
男
性
職
員
の
家
庭
生
活
（
家
事
、
育
児
、
介

護
等
）
へ
の
参
画
促
進
は
、
女
性
職
員
の
活
躍
促
進
の

た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
り
、
男
性
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
す
が
、
男
性

の
仕
事
と
育
児
や
介
護
と
の
両
立
に
つ
い
て
管
理
職
員

の
十
分
な
理
解
が
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
一
層
の
理

解
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
も
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
徳
島
県
の
主
な
取
り
組
み

①
徳
島
県
版
サ
マ
ー
タ
イ
ム
「
あ
わ
・
な
つ
時
間
」　

　
国
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
ゆ
う
活
」
に
共
通
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
徳
島
県
で
は
将
来
に
向
け
た

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

女性職員の活躍・ワークライフバランス推進のための３つの改革と９つの取組 
    

働き方改革 
 
 
 
 
 
 
 

育児・介護等と両立して活躍できるための改革 
 

○意識の改革  
 ・大臣、事務次官等から明確なメッセージを継続的に発出。 
 ・集中取組期間としてＷＬＢ推進強化月間（７・８月）を設定。 
 ・ＷＬＢ実現の取組を人事評価に反映。 

○職場における仕事改革 
・職場レベルで超過勤務や業務処理状況の現状把握を行った上
で改革を進め、ＷＬＢの取組が優良な職場を表彰。 

・法令、国会及び予算等業務の効率化と各省協議ルールの厳格
化を徹底。 

○働く時間と場所の柔軟化 
・テレワークを本格的に活用。 
・フレックスタイム制の検討。 

女性の活躍推進のための改革 

○女性の採用の拡大 
・国家公務員採用試験に関し、女性の合格者の増
加に向けた広報活動の強化の見直し。 
・女性の中途採用と中途退職した女性の採用の推
進。 

○女性の登用目標達成に向けた計画的育成 
・府省ごとに女性の登用目標を立て、達成に向け
て計画的に育成。 
・従来の慣行にとらわれず、女性が活躍する職域
を拡大。 
・出産・育児等を考慮して重要なポストの経験時
期を前後させるなど、人事管理を柔軟化すると
ともに、転勤の可否等が登用の支障とならない
よう配慮。 
・従来の意識や慣行から脱却するよう管理職員の
意識を改革。 

○女性のキャリア形成支援、意欲の向上 
・若手女性職員のキャリア形成支援研修を実施す
るとともに、若手のうちに多様な経験を付与。 
・ロールモデルとなる人材の育成・メンター制度
の導入や人的ネットワークの形成を促進。 

○男性の家庭生活への関わりを促進 
・管理職員等の意識の啓発と両立支援制度の利用希望の把握。 
・育児休業取得目標(13 ％)に加え、配偶者出産休暇・育児参
加休暇の対象となる男性職員の全員取得を目指す。 

○子育てしながら活躍できる職場へ 
・育休取得が昇任・昇格に影響しないようにする。 
・育休中職員向けセミナーを新設。 
・育休中職員に対し管理職員等から定期的に連絡を取る。 
・産休・育休等の代替職員を配置しやすい環境を整備。 

○保育の確保 
・庁内保育施設の情報を各府省職員に提供。 
・転勤先の保育所の確保のために、早期内示を行う等の配慮。 

女性職員の活躍は、「女性が輝く社会」、「男女共同参画社会」を実現し、人材の多様性を活かして政
策の質や行政サービスを向上させるという総合的な視点から推進する。 
このため、男女全ての職員の「働き方改革」によるワークライフバランス（ＷＬＢ）の実現が不可欠。 
各府省の大臣、事務次官等のリーダーシップの下、以下の「３つの改革と９つの取組」を強力に進める。 

～「国家公務員の女性活躍とワークライフバランス推進のための取組指針」（平成26年10月17日策定）～

（資料①）
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バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
全

国
に
先
駆
け
て
徳
島
県
版
サ
マ
ー
タ
イ
ム
「
あ
わ
・
な

つ
時
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
イ
ク
ボ
ス
宣
言

　「
イ
ク
ボ
ス
」
と
は
、
男
性
の
従
業
員
や
部
下
の
育

児
参
加
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
上
司
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
今
年
の
五
月
二
十
三
日
に
本
県
知
事
も
参
加
す

る
「
日
本
創
生
の
た
め
の
将
来
世
代
応
援
知
事
同
盟
」

に
お
い
て
、
次
世
代
の
育
成
と
男
女
が
共
に
働
き
や
す

い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
立
さ
れ
た
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
が
行
わ
れ
、
こ
れ

を
契
機
に
県
で
も
知
事
を
始
め
と
す
る
県
幹
部
職
員
が

「
と
く
し
ま
・
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
の
重
要
施
策
と
し
て
、「
イ
ク

メ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
た
に
立
ち

上
げ
て
い
ま
す
。
従
業
員
に
希
望
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
現
で
き
る
職
場
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
他
の

労
働
条
件
と
並
ん
で
優
秀
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
重
要

な
要
素
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
企
業
や
団
体
に
向
け
て

従
業
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
男
性
従

業
員
の
育
児
参
加
へ
の
支
援
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

③
テ
レ
ワ
ー
ク
実
証
実
験

　
昨
年
の
九
月
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
で
あ

る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
実
証
実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
育
休
職
員
の
携
帯
電
話
等
か
ら
閲

覧
可
能
な
「
職
場
復
帰
支
援
掲
示
板
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
活
用
し
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

育
休
中
の
職
員
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
、
育
児
休
業

か
ら
の
円
滑
な
職
場
復
帰
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
新
た
に
在
宅
勤
務
実
証
実
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
職
員
の
自
宅
か
ら
職
場
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

へ
接
続
し
、
在
宅
で
の
勤
務
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
育

児
中
や
介
護
中
の
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
仕
事
の
進
め
方
を
見
直
す
こ
と

で
業
務
効
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

④
研
修
の
実
施

　
徳
島
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市
町
村
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
講
座
の

中
に
職
場
復
帰
を
テ
ー
マ
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
や
職

員
相
互
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
育

休
等
復
帰
支
援
講
座
」
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
は
係
長
級
の
職
員
を
対
象
と
し

て
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
座
」
が
新
た
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
業
務
と
自

分
の
生
活
と
の
相
関
を
意
識
し
な
が
ら
、
仕
事
と
生
活

の
双
方
の
改
善
充
実
に
よ
る
相
乗
効
果
の
も
と
、
組
織

文
化
を
生
か
し
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方

を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
チ
ー
ム
の
取
り
組
み

　
現
在
私
の
所
属
し
て
い
る
市
町
村
課
行
政
担
当
に
お

い
て
も
「
平
成
二
十
七
年
度
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

導
入
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
お
い
て
県
の
委
託
先
企
業

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
な
が
ら
働
き
方
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
内
に
は
女
性
職
員
は
い
ま
せ
ん
が
、
育
児
や

介
護
を
女
性
だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、
男
性
も
職
場
に
お

い
て
業
務
の
見
直
し
・
ス
リ
ム
化
を
追
求
す
る
こ
と
で

残
業
を
減
ら
し
、
家
庭
で
の
育
児
や
介
護
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
脱
長
時
間
労
働
を
目
指
す
に
し
て
も
結
果

を
残
す
こ
と
は
企
業
だ
け
で
な
く
公
務
員
に
お
い
て
も

当
然
必
要
と
な
り
ま
す
。
時
間
あ
た
り
の
効
率
を
高
め

る
た
め
に
は
、「
仕
事
の
見
え
る
化
」
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
チ
ー
ム
内
で
は
、
毎
日
朝
と
夜
、
そ
の
日
の
業

務
や
所
要
時
間
な
ど
を
メ
ー
ル
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
内
職
員
の
メ
ー
ル
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
例
え

ば
自
分
の
場
合
、
雑
件
処
理
や
資
料
作
成
に
時
間
を
と

ら
れ
す
ぎ
て
い
る
こ
と
や
、
無
駄
を
省
く
た
め
の
工
夫

な
ど
仕
事
の
効
率
化
に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
ず
つ

見
え
て
き
ま
し
た
。

　
上
司
は
メ
ー
ル
を
基
に
業
務
の
効
率
を
上
げ
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
、
急
に
職
員
が
休
暇
を
取
得
す

る
こ
と
に
な
っ
て
も
他
の
職
員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
メ
ー
ル
以
外
に
も
、
定
期
的
に
チ
ー
ム
目
標

や
個
人
の
取
組
事
項
に
係
る
実
施
状
況
を
確
認
・
議
論

す
る
た
め
の
「
カ
エ
ル
会
議
」
を
開
催
し
、
業
務
効
率

化
に
向
け
た
改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う

と
と
も
に
、
チ
ー
ム
全
員
で
共
有
す
る
た
め
に
「
ア
ク

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。「
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
論
を
重
ね
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
予
定
で
す
。（
資
料
②
参
照
）

　
元
々
、
チ
ー
ム
内
は
相
談
し
や
す
い
環
境
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
で
情
報
の
共
有

や
職
場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。



33　AWA no JICHI No.87

Business corner

　

お
わ
り
に

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は

支
援
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
が
、
育
児
・
介
護
休
暇
な
ど

制
度
の
充
実
ば
か
り
を
図
り
、
働
き
方
の

改
革
を
疎
か
に
し
て
し
ま
う
と
十
分
な
効

果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
組
織
・
チ
ー
ム
で
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、「
組
織
全
体
の
働
き
方

の
見
直
し
・
時
間
生
産
性
の
向
上
」、「
能

力
開
発
目
標
の
提
示
」、「
職
場
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
や
仕
事
や
生
活
に

関
す
る
情
報
共
有
」
な
ど
働
き
方
を
変
え

る
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
活
躍
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は
職
員
の
意
識
変
化

も
必
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
直

ち
に
効
果
が
見
て
取
れ
る
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
女
性
だ
け
の

問
題
と
と
ら
え
ず
、
上
司
や
同
僚
男
性
が

現
状
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
ま
た
働
く
女
性
が
変
化
を
感
じ
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
国
や
県
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
市
町
村
や
民

間
企
業
に
も
伝
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の

事
情
に
合
っ
た
働
き
方
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と
で
、
暮

ら
し
や
す
さ
や
働
き
や
す
さ
を
実
感
す
る
人
が
増
え
て

い
く
社
会
へ
、
ひ
い
て
は
「
地
方
創
生
」
に
も
繋
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

課題①

会社名
部署名

徳島県庁
地方創生局市町村課

昨年度の自分を越える！～去年よりも早く仕事を終えて、生活にゆとりを～チーム目標

課題②

課題③

担当内での業務の共有や意思疎
通が十分とは言えない。担当職
員同士で互いにフォローアップ
が可能な体制を作る必要があ
る。

隣席の職員の業務の共有

決裁の相互チェックの徹底

朝の挨拶の励行

ホウ・レン・ソウの徹底

毎月始めに「カエル会議」
を開催し、互いにその月の
取組状況等についての話し
合いを実施

最初のカエル会議での話し
合いにより、各自隣席の職
員の決裁等を重点的に
チェック

意思疎通の強化を図り、フォ
ローアップがしやすい環境づく
りに向けて、「風通しの良い職
場作り」を推進する。

課題①②に対するアクションを
どのように定着させるか。

リーダー
サブリーダー
各自

11月末

リーダー
サブリーダー
各自

８月

リーダー
サブリーダー
各自

11月末

リーダー
サブリーダー
各自

11月末

リーダー
サブリーダー
各自

11月末

リーダー
サブリーダー
各自

毎月

課題 アクション 担当 期日 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

カエル会議
の開催

カエル会議
の開催

カエル会議
の開催

カエル会議
の開催

カエル会議
の開催

アクションシート（ワークライフバランス導入推進モデル事業スタート時点）

（資料②）
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平成27年度地方交付税制度の改正について
〜地方創生を見据えて〜

市町村課主事（企画財政担当）　石　井　里　奈

　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
に
つ
い
て
は

財
源
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
の
算
定
に
お

い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
が
地
方
創
生
や
人
口
減
少
の

克
服
に
取
り
組
む
た
め
の
財
政
需
要
を
的
確
に
反
映
す

る
た
め
の
指
標
を
用
い
た
算
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
二
十
七
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に

お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
、
法
定
率
の

見
直
し
や
市
町
村
の
姿
の
変
化
に
対
応
し
た
交
付
税
算

定
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
に

お
い
て
、
こ
う
し
た
改
正
点
等
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

１　

は
じ
め
に

　
平
成
二
十
七
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
歳
入

歳
出
規
模
は
、
八
十
五
兆
二
七
一
〇
億
円
で
対
前
年
度

一
兆
九
一
〇
三
億
円
、
二
・
三
％
の
増
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
歳
出
面
で
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
反
映

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・
主

体
性
を
最
大
限
発
揮
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
施
策
を
可
能
に
す

る
観
点
か
ら
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

一
兆
円
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

（資料１−１）
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２　

主
な
改
正
事
項

　
平
成
二
十
七
年
度
の
交
付
税
算
定
の
基
礎
と
な
る

「
地
方
交
付
税
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
二

十
七
年
法
律
第
三
号
）
が
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
に
公
布
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
主
な
改
正
事
項
と
し
て
、

（
１
）　
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、

地
方
創
生
の
た
め
の
財
源
等
を
上
乗
せ
し
て
、
平

成
二
十
六
年
度
の
水
準
か
ら
一
・
二
兆
円
増
額

　
　
　
そ
の
上
で
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を
大
幅
に

抑
制

（
２
）　
地
方
交
付
税
原
資
の
安
全
性
の
向
上
・
充
実
を

図
る
た
め
、
地
方
交
付
税
率
を
見
直
し

（
３
）　
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変

動
準
備
金
の
活
用

（
４
）　
地
方
創
生
に
取
り
組
む
た
め
の
経
費
を
地
方
財

政
計
画
に
一
兆
円
計
上
し
た
こ
と
に
伴
い
、
当

該
経
費
を
算
定
す
る
た
め
、「
地
域
の
元
気
創
造

事
業
費
」（
平
成
二
十
六
年
に
創
設
）
に
加
え
て
、

当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
「
人
口
減
少
等
特
別
対

策
事
業
費
」
を
創
設
（
資
料
１
）

（
５
）　
普
通
交
付
税
の
算
定
内
容
の
改
正

が
挙
げ
ら
れ
る
。

３　
普
通
交
付
税
の
算
定
方
法
の
改
正　
　
　

　
こ
こ
で
は
、「
主
な
改
正
事
項
」
の
（
４
）・（
５
）

に
お
け
る
普
通
交
付
税
の
算
定
方
法
の
改
正
に
つ
い
て

解
説
し
た
い
。

（
１
）
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費

　「
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
六
年
度
の
三
五
〇
〇
億
円
程
度
か
ら
五
〇
〇
億
円

程
度
を
増
額
し
て
四
〇
〇
〇
億
円
程
度
と
す
る
こ
と
と

し
、
増
額
分
の
全
額
を
地
域
経
済
活
性
化
分
に
配
分
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
六
年
度

の
創
設
時
に
お
い
て
、
行
革
努
力
分
を
三
〇
〇
〇
億
円

と
す
る
一
方
、
地
域
経
済
活
性
化
分
に
つ
い
て
は
、
算

定
の
対
象
と
す
べ
き
各
地
方
公
共
団
体
の
地
域
経
済
活

性
化
の
取
組
の
成
果
が
、
ま
だ
十
分
に
指
標
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
算
定
初
年
度
の
平
成
二
十
六

年
度
は
五
〇
〇
億
円
に
と
ど
め
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
費
目
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
平
成
二
十

六
年
度
の
算
定
方
法
が
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
を
踏
ま

え
、
地
域
経
済
活
性
化
分
の
指
標
に
、「
女
性
就
業
率
」

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（資料１−２）
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（
２
）　
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費

　
基
本
は
人
口
で
算
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
上
で
、

「
取
組
の
必
要
度
」
及
び
「
取
組
の
成
果
」
を
加
味
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
人
口
規
模
で

あ
っ
て
も
、

・
直
近
の
人
口
増
減
率
等
の
指
標
が
芳
し
く
な
い
団
体

は
、
人
口
減
少
等
へ
の
対
策
に
取
り
組
む
必
要
性
が

高
く
、
そ
の
財
政
需
要
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

・
人
口
増
減
率
等
の
伸
び
率
が
全
国
平
均
の
伸
び
率
を

上
回
っ
て
い
る
よ
う
な
団
体
は
、
全
国
平
均
の
伸
び

率
の
団
体
と
比
べ
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
移
住

の
促
進
な
ど
に
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
財
政
需
要
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
財
政
需
要
を
交
付
税
算
定
に
反

映
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
際
、
道
府
県
分
と
市
町
村
分
の
配
分
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
等
に
関
す
る
経
費
の
決
算
状
況
を
踏
ま

え
、
道
府
県
分
二
〇
〇
〇
億
円
程
度
、
市
町
村
分
四
〇

〇
〇
億
円
程
度
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
上
で
、
各
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
か
ら
の
総
合

戦
略
を
策
定
し
て
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
を
踏

ま
え
、
制
度
創
設
直
後
の
段
階
は
「
取
組
の
必
要
度
」

を
重
視
し
、「
取
組
の
必
要
度
」
が
五
〇
〇
〇
億
円
、「
取

組
の
成
果
」
が
一
〇
〇
〇
億
円
の
割
合
で
配
分
さ
れ
て

い
る
。（
資
料
２
）

　
こ
の
「
取
組
の
必
要
度
」
と
「
取
組
の
成
果
」
の
配

分
額
に
関
し
て
は
、
今
後
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ

く
施
策
が
各
団
体
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
団
体
の
「
地
方
版
総
合
戦

略
策
定
後
の
取
組
の
成
果
」
が
各
指
標
に
反
映
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
合
わ
せ
、「（
こ
れ
か
ら
の
）
取
組
の
成
果
」

の
枠
が
別
途
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
「
取
組
の
必

要
度
」
等
か
ら
段
階
的
に
配
分
額
が
シ
フ
ト
さ
れ
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
指
標
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
取
組
の
必
要

度
に
つ
い
て
は
、
各
指
標
の
直
近
の
値
、
取
組
の
成
果

に
つ
い
て
は
、
指
標
の
全
国
数
値
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た

年
又
は
国
・
地
方
を
通
じ
た
取
組
の
根
拠
と
な
る
法
律

の
制
定
や
閣
議
決
定
の
年
を
起
点
と
し
、
直
近
ま
で
の

時
期
の
伸
び
率
を
用
い
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
な
お
、
毎

年
度
公
表
さ
れ
る
統
計
を
用
い
る
指
標
に
つ
い
て
は
、

三
年
間
平
均
（
毎
月
公
表
さ
れ
る
有
効
求
人
倍
率
に
つ

い
て
は
直
近
の
六
ヶ
月
平
均
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
地
域
経
済
・
雇
用
対
策
費

　
規
模
と
し
て
は
、
四
四
〇
〇
億
円
程
度
（
道
府
県
分

一
九
五
二
億
円
程
度
、
市
町
村
分
二
四
七
五
億
円
程

度
）
が
算
定
さ
れ
、
対
前
年
度
比
一
五
〇
〇
億
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
費
目
が
、
海
外
競
争
力
強
化
等
を
は
じ
め

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う

措
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
観

（資料２）
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点
か
ら
算
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
人
口
に

基
づ
き
算
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
人
口
規
模
の
コ

ス
ト
差
を
反
映
さ
せ
る
段
階
補
正
を
適
用
し
た
上
で
、

算
定
し
よ
う
と
す
る
経
費
の
必
要
性
等
に
関
す
る
係
数

が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
町
村
分
に
つ
い
て
は
、
道
府
県
分
と
同
様
に
、
測

定
単
位
を
人
口
と
し
、
段
階
補
正
の
ほ
か
、
一
人
当
た

り
農
業
算
出
額
、
一
人
当
た
り
製
造
品
出
荷
額
、
自
主

財
源
の
割
合
、
人
口
密
度
、
高
齢
者
人
口
割
合
を
用
い

た
補
正
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
３
）

（
４
）　
市
町
村
の
姿
の
変
化
に
対
応
し
た
交
付
税
算
定

の
見
直
し

　
平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
対
応
と
し
て
、
合
計
二

六
八
三
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　
平
成
の
合
併
に
よ
り
、
市
町
村
の
面
積
が
拡
大
す
る

等
市
町
村
の
姿
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

①
支
所
に
要
す
る
経
費
の
算
定
、
②
人
口
密
度
等
に
よ

る
需
要
の
割
増
し
、③
標
準
団
体
の
面
積
の
見
直
し（
単

位
費
用
に
反
映
）
の
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
六
年
度
以
降
五
年
程
度
の
期
間
を
か
け
て
、
普
通
交

付
税
の
算
定
に
反
映
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。（
資

料
３
）

　
こ
の
う
ち
、「
①
支
所
に
要
す
る
経
費
の
算
定
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三
年
間
を
か
け
て

段
階
的
に
交
付
税
の
算
定
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
二
十
七
年
度
は
合
併
前
の
旧
市
町
村
毎

に
算
定
さ
れ
た
支
所
に
要
す
る
経
費
の
合
算
額
に
つ
い

て
、
そ
の
２
／
３
の
額
が
地
域
振
興
費
に
お
い
て
加
算

さ
れ
て
い
る
（
平
成
二
十
八
年
度
は
全
額
を
加
算
）。

　
ま
た
、「
②
人
口
密
度
等
に
よ
る
需
要
の
割
増
し
」、

「
③
標
準
団
体
の
面
積
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
七
年
度
以
降
順
次
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
消
防
費
、

清
掃
費
及
び
こ
れ
ら
に
係
る
離
島
の
増
嵩
経
費
に
つ
い

て
、
三
年
間
を
か
け
て
段
階
的
に
交
付
税
の
算
定
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、

　
・
市
町
村
の
標
準
団
体
に
つ
い
て
、
面
積
を
現
行
一

六
〇
㎢
か
ら
二
一
〇
㎢
（
人
口
一
〇
万
人
前
後
の

市
の
面
積
の
中
央
値
）
に
見
直
し
。

　
・
こ
れ
を
踏
ま
え
、
標
準
団
体
に
お
け
る
消
防
の
出

張
所
数
を
二
箇
所
か
ら
三
箇
所
と
し
、
人
件
費
等

の
増
を
消
防
費
の
単
位
費
用
に
反
映
。
ま
た
、
ご

み
収
集
・
運
搬
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
、
標

準
団
体
の
面
積
の
見
直
し
に
併
せ
て
見
直
し
を
行

い
、
清
掃
費
の
単
位
費
用
に
反
映
。

　
・
人
口
密
度
が
低
い
団
体
に
お
い
て
は
、
消
防
団
に

（資料３）
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要
す
る
経
費
や
ご
み
収
集
・
運
搬
に
要
す
る
経
費

が
増
加
す
る
実
情
を
踏
ま
え
、
人
口
密
度
に
応
じ

た
補
正
を
新
設
・
充
実
。

　
・
常
備
消
防
機
能
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
特
性
上
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
単
位
の
消
防
署
所
を
引
き
続

き
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
旧

市
町
村
毎
の
消
防
署
所
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

合
併
団
体
の
一
本
算
定
の
需
要
額
に
算
入
さ
れ
て

い
る
額
と
の
調
整
を
行
っ
た
上
で
、
所
要
の
額
を

一
本
算
定
に
加
算
（
人
口
八
〇
〇
〇
人
規
模
の
旧

市
町
村
の
場
合
、
平
均
五
〇
〇
〇
万
円
程
度
）
。

  

・
離
島
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
増
加
す
る
経
費
の
う
ち
、

消
防
費
、
清
掃
費
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
隔
遠

地
補
正
・
属
島
補
正
を
充
実
。

の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
合
併
団
体
に
つ
い

て
一
〇
〇
〇
億
円
程
度
の
影
響
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
保
健
衛

生
費
（
検
診
等
に
要
す
る
経
費
）
な
ど
に
つ
い
て
引
き

続
き
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
詳
細

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

見
直
し
と
併
せ
て
、
合
併
団
体
に
つ
い
て
六
七
〇
〇
億

円
程
度
（
合
併
算
定
替
に
よ
る
増
加
需
要
額
九
五
〇
〇

億
円
程
度
（
平
成
二
十
五
年
度
算
定
）
の
約
七
割
）
が

措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。（
資
料
４
）

４　

お
わ
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
二
十
七
年
度
の
地
方
交
付
税
の
総
額
は
前
年
度

に
比
べ
一
三
〇
七
億
円
の
〇
・
八
％
の
減
と
な
っ
た
が
、

税
収
が
増
え
た
た
め
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額
が
前
年

度
相
当
程
度
に
確
保
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
に
お
い
て
は
消
費
税
増
税
後

の
景
気
回
復
が
遅
れ
て
お
り
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
費

の
高
騰
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
冷
え
込
み
も
懸
念
さ

れ
る
な
ど
、
税
収
入
の
大
幅
な
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
・
県
・
市
町
村
が
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
地
域
経
済
活
性
化
・
雇

用
の
創
出
等
を
は
じ
め
と
す
る
「
地
方
創
生
」
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、
財
源
の
保
障
と
調
整
の
機

能
を
併
せ
持
つ
地
方
交
付
税
は
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
一
方
で
、「
骨
太
の
方
針
二
〇
一
五
」
に
お
い
て
は
、

歳
出
改
革
・
効
率
化
な
ど
の
行
財
政
改
革
の
成
果
を
地

方
交
付
税
の
算
定
に
反
映
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、

今
後
の
交
付
税
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
国
の
動
向

を
十
分
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
市
町
村
の
実
情
が
十
分
に
反
映
さ
れ
、
地
方

創
生
に
取
り
組
む
地
方
の
個
性
・
独
自
性
が
尊
重
さ
れ

る
交
付
税
制
度
と
な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お

い
て
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
地
方
の
声
を
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（資料４）
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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
我
が
国
の
人
口
は
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）

の
一
億
二
、
八
〇
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
局
面
に
入

り
、
現
状
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
、
二
〇
六
〇
年
に
は

八
、
六
七
四
万
人
、
さ
ら
に
二
一
一
〇
年
に
は
四
、
二

八
六
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
見

通
し
が
示
さ
れ
（
図
１
参
照
）
て
お
り
、「
人
口
減
少

の
克
服
」
と
「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
」
を
目
指
す
「
地

方
創
生
」
が
、国
及
び
地
方
に
と
っ
て
、ま
さ
に
「
待
っ

た
な
し
の
課
題
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
十
一
月
、
国
に
お
い
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法(

平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
十
六

号)

」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、十
二
月
二
十
七
日
に
は
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
、

地
方
に
対
し
、
平
成
二
十
七
年
度
中
に
「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」（
注
一
）
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」（
注
二
）

を
策
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
地
方
創
生
の
概
要
に
つ
い
て
、
本
県
に

お
け
る
取
組
み
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。

（
注
一
）
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
人

口
に
関
す
る
地
域
住
民
の
認
識
を
共
有
し
、
今
後
目
指
す
べ

き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
提
示
す
る
も
の

（
注
二
）
地
方
版
総
合
戦
略

　
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

今
後
五
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施

策
を
ま
と
め
る
も
の

徳
島
県
に
お
け
る
地
方
創
生
の
取
組
み

  

徳
島
県
に
お
い
て
は
、
全
国
に
先
行
し
て
顕
在
化
す

る
課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
全
国
屈
指
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
活
用
し
た
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

図１（まち・ひと・しごと創生本部事務局資料より）

地方創生の概要について

市町村課主事（企画財政担当）　大　西　啓　治
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フ
ィ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
「
課

題
解
決
の
処
方
箋
」
を
創
造
し
、「
知
恵
は
地
方
に
あ

り
！
」
と
の
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
全
国
に
向
け
発
信
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　「
地
方
創
生
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
を
も
う
一
段
高
い
次
元
へ
と
進
化
さ
せ
、
県
を

挙
げ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
議
会
を
は
じ
め
、「
産
学
官
金

労
言
」
の
代
表
者
の
方
々
の
参
画
に
よ
る
「
地
方
創

生
〝
挙
県
一
致
〟
協
議
会
」
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
通
じ
、
県
内
各
界
各
層
の
皆
様
か

ら
幅
広
く
い
た
だ
い
た
御
意
見
・
御
提
言
を
踏
ま
え
つ

つ
、
本
県
に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
を
提
示

し
た
「
と
く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
と
な
る
、
今
後
五
年
間
の

具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
ｖ
ｓ
東
京
『
と
く
し

ま
回
帰
』
総
合
戦
略
」
を
、
全
国
に
先
駆
け
本
年
七
月

十
六
日
に
策
定
し
た
。

①
と
く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
本
県
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
年
四
月
一
日

に
は
、
七
五
九
、
〇
四
七
人
と
七
十
六
万
人
を
割
り
込

ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
社
人
研
（
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
）
推
計
」
準
拠
に
よ
る
、
二
〇
六
〇

年
の
人
口
は
、
約
四
十
二
万
人
（
四
一
九
、
二
八
一
人
）

と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
す
る
「
将
来
展
望
」
と
し
て
、「
二
〇
六

〇
年
に
『
六
十
万
人
～
六
十
五
万
人
超
』
の
確
保
を
目

指
す
」
と
す
る
人
口
目
標
を
設
定
し
た
。

　
そ
の
考
え
方
と
し
て
は
、
ま
ず
、「
二
〇
六
〇
年
に

一
億
人
程
度
を
確
保
」
す
る
と
し
て
い
る
「〝
国
の
目

標
水
準
を
上
回
る
〟
人
口
の
確
保
を
目
指
す
」
こ
と
と

し
て
お
り
、
本
県
人
口
の
全
国
シ
ェ
ア
、
〇
・
六
％
（
七

十
六
万
人
／
一
二
、
六
九
一
万
人

：

平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
現
在
）
を
二
〇
六
〇
年
ま
で
維
持
し
た
場
合
、

約
「
六
十
万
人
」
と
な
る
。

　
次
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇
（
二
〇
二
五
年

：

一
・
八
〇
、
二
〇
三
〇
年
以
降

：

二
・
〇
七
）
す
る
と

と
も
に
、
転
入
者
数
が
転
出
数
を
上
回
る
（
二
〇
二
〇

年

：

均
衡
、
二
〇
二
五
年

：

一
、
五
〇
〇
人
超
過
／
年
、

二
〇
三
〇
年
以
降

：

三
、
〇
〇
〇
人
超
過
／
年
）
と
の

条
件
設
定
の
も
と
推
計
し
た
場
合
、
二
〇
六
〇
年
に
は
、

約
「
六
十
五
万
六
千
人
」
と
な
る
。
本
県
で
は
、
人
口

に
関
す
る
認
識
を
県
民
と
共
有
し
、〝
夢
〟
や
〝
希
望
〟

を
持
て
る
本
県
の
未
来
像
に
向
け
、「
地
方
創
生
の
旗

手
」
と
し
て
、
徳
島
な
ら
で
は
の
取
組
み
を
強
力
に
展

開
す
る
べ
く
、「
ｖ
ｓ
東
京
『
と
く
し
ま
回
帰
』
総
合

戦
略
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

②
ｖ
ｓ
東
京
「
と
く
し
ま
回
帰
」
総
合
戦
略

　「
と
く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
示
し
た
二
〇
六
〇

年
の
本
県
人
口
「
六
十
～
六
十
五
万
人
超
」
の
確
保
に

向
け
、「
自
然
増
」
と
「
社
会
増
」
の
両
面
か
ら
様
々

な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
創
造
的
実
行

力
」
に
よ
り
一
層
の
磨
き
を
か
け
、
い
わ
ゆ
る
「
産
学

官
金
労
言
」
の
連
携
協
力
の
も
と
、
県
を
挙
げ
て
、
こ

れ
ら
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。（
図

２
）

○
基
本
目
標

　
徳
島
と
東
京
が
「
一
対
」
と
な
り
、「
地
方
創
生
」、

ひ
い
て
は
「
日
本
創
成
」
の
実
現
を
目
指
す
「
ｖ
ｓ
東

京
」
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、「
し
ご
と
」
が
「
ひ

と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む

好
循
環
を
確
立
し
、
活
力
あ
る
「
ま
ち
」
づ
く
り
を
加

速
す
る
「
と
く
し
ま
回
帰
」
の
具
現
化
に
向
け
て
、「
四

つ
の
基
本
目
標
」
を
掲
げ
、「
新
未
来
と
く
し
ま
」
の

創
造
へ
と
導
く
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。
以
下
、

順
を
追
っ
て
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
。

○
基
本
目
標
一
　
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り

　
一
つ
目
の
柱
、「
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
」
で
は
、

共
通
コ
ン
セ
プ
ト
「
ｖ
ｓ
東
京
」
の
も
と
、
各
世
代
に

わ
た
る
東
京
か
ら
の
移
住
を
は
じ
め
、
大
都
市
圏
か
ら

の
「
新
し
い
人
の
流
れ
」
を
生
み
出
す
「
と
く
し
ま
回

帰
」
の
推
進
に
よ
り
、「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
転
入
・

転
出
者
数
を
均
衡
」
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

[

主
な
取
組
み]

（
ア
）
住
み
た
い
・
働
き
た
い
「
と
く
し
ま
回
帰
」
の

加
速

・
移
住
相
談
や
し
ご
と
情
報
の
提
供
を
一
元
的
に
行
う

「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
配
置

・「
二
地
域
居
住
」
の
促
進
の
た
め
、
地
方
と
都
市
の

学
校
移
動
を
容
易
に
し
、
双
方
で
教
育
を
受
け
ら
れ

る
「
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
」
の
モ
デ
ル
化
を
推
進

・
農
業
系
大
学
生
を
対
象
に
、
本
県
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
展
開

・
即
戦
力
と
な
る
林
業
従
事
者
を
育
成
す
る
た
め
、

「
と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
創
設

（
イ
）「
と
く
し
ま
回
帰
」
を
呼
び
込
む
拠
点
機
能
の
強

化

・
企
業
の
本
社
機
能
移
転
を
促
す
た
め
の
企
業
立
地
補

助
制
度
を
拡
充
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図２

２ 徳島県における人口の将来展望

とくしま人口ビジョン

◆１９９９年以降、連続で人口減少
現在は「約７６万人」

あああああ

◆合計特殊出生率は回復傾向に
あるものの２０１４年（概数）で
「１.４６」 、自然減が継続中

ああああ

◆社会減は縮小傾向にあるものの
継続中

あああ

◆国立社会保障・人口問題研究所の
推計による本県の２０６０年の
人口は「約４２万人」

現状分析

2060年に
「6０～65万人超」
の確保を目指す！

「ｖｓ東京『とくしま回帰』総合戦略」を推進エンジンに
“地方創生”を実現！！

将来展望

「ＲＥＳＡＳ（リーサス）」活用を通じて展望

【社会動態】転出超過を解消
２０２０年：転入・転出を均衡
２０２５年以降、転入超過を目指す

【自然動態】合計特殊出生率の上昇
２０２５年：１．８０へ
２０３０年：２．０７へ

３ 「新未来とくしま」創造に向けた新次元の取組み

１ ひと

転入・転出者数：現状1,723人
の転出超過⇒ 均衡へ(2020年）

サテライトオフィスのさらなる展開

目 標
希望出生率(１.８)を叶える（2025年）

テレワーク導入による新たな働き方
「徳島モデル」を創出

目 標
雇用創出数：５年間で４,０００人

６次産業化ビジネスモデルの構築

目 標
２ しごと

４ まち３ 子育て 好循環
目 標
徳島版地方創生特区：５年間で１０区

「未来エネルギー」への挑戦

「地方創生“挙県一致”協議会」を核に戦略を強力に推進！！「地方創生“挙県一致”協議会」を核に戦略を強力に推進！！

ｖｓ東京「とくしま回帰」総合戦略【2015～2019】

「産学官金労言」の代表者
地域・住民の代表者で構成

人口減少の
克服！

東京一極
集中是正！

１２８のＫＰＩを設定
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・
本
県
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
分
野
を
念
頭
に
置
き
、

地
方
創
生
に
資
す
る
政
府
関
係
機
関
の
誘
致
に
挑
戦

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
企
業
か
ら
の
相
談

や
視
察
に
対
応
す
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
県
内

三
圏
域
に
配
置

（
ウ
）
若
者
の
「
と
く
し
ま
回
帰
」
を
生
み
出
す
大
学

　
　
等
の
活
性
化

・
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
よ
り
、
地
域
の
課
題

解
決
や
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
促
進

・
経
済
団
体
等
と
連
携
し
、
県
内
企
業
に
一
定
期
間
就

業
し
た
際
に
、
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す
る
な
ど
、

若
者
の
地
元
定
着
を
促
進

○
基
本
目
標
二
　
地
域
に
お
け
る
仕
事
づ
く
り

　
二
つ
目
の
柱
、「
地
域
に
お
け
る
仕
事
づ
く
り
」
で
は
、

「
総
合
戦
略
に
よ
る
雇
用
創
出
数

：

五
年
間
で
四
、
〇

〇
〇
人
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
本
県
の
強
み
を
活
か

し
た「
産
業
競
争
力
の
強
化
」に
よ
り
、徳
島
に
集
う「
ひ

と
」
が
、
魅
力
あ
る
安
定
し
た
「
し
ご
と
」
を
創
り
出

す
「
好
循
環
」
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
ア
）
地
域
産
業
の
未
来
に
向
け
た
競
争
力
の
強
化

・
全
国
初
の
「
４
Ｋ
ア
ワ
ー
ド
」
開
催
や
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
関
連
産
業
の
集
積
を
促
進

・
世
界
市
場
を
見
据
え
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
開
発
や
販
路
拡

大
を
図
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
推

進
・
介
護
、
公
共
事
業
、
林
業
な
ど
の
分
野
で
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
普
及
や
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
用
化
を

推
進

・
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
の
開
発
や
海
外
市
場
で
の
販
売
促

進
等
、
県
内
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
支
援

・
徳
島
大
学
「
生
物
資
源
産
業
学
部
」
と
の
連
携
に
よ   

る
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
」
の
構
築
、
ブ
ラ   

ン
ド
化
に
向
け
た
情
報
発
信
・
産
地
強
化
を
実
施

・
六
次
産
業
化
に
向
け
た
、「
人
材
育
成
」、「
商
品
開

発
」、「
販
路
拡
大
」
等
の
取
組
み
を
推
進

・
農
工
商
連
携
に
よ
る
六
次
産
業
化
に
対
応
し
た
教
育

を
行
う
た
め
、
県
立
高
校
に
「
六
次
産
業
化
専
門
学

科
」
を
設
置

・
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
倍
増
を
図
る
た
め
、
ハ
ラ
ー

ル
対
応
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

（
イ
）
戦
略
的
な
観
光
誘
客
の
推
進

・
国
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
を
図
る
た
め
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
整
備
や
多
言
語
表
記
、
通
訳
人
材
の
育
成
、
「
外

国
語
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
の
設
置
を
推
進

・
「
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
や
「
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
」

の
国
際
化
を
図
る
と
と
も
に
、
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）」
を
創
設

（
ウ
）
地
域
産
業
の
飛
躍
を
支
え
る
人
づ
く
り

・「
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
（
仮
称
）」
の
創
設

・「
地
域
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
を
育
成
す
る
た
め
、
経

済
団
体
等
と
連
携
し
、
大
学
生
の
留
学
を
支
援

・「
徳
島
版
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
の
創
設

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
民
間
企
業
等
を
活
用
し
、
職
業
訓
練

等
を
実
施

○
基
本
目
標
三
　
結
婚･

出
産･
子
育
て
の
環
境
づ
く
り

　
三
つ
目
の
柱
、「
結
婚･

出
産･
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
」
で
は
、「
切
れ
目
の
な
い
次
世
代
育
成
対
策
」

を
展
開
し
、
若
者
の
結
婚
や
出
産
に
対
す
る
希
望
の
実

現
を
は
じ
め
、「
子
育
て
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
環
境
」

を
創
造
し
、「
概
ね
一
〇
年
後
の
二
〇
二
五
年
に
、
結

婚
や
出
産
に
関
す
る
希
望
が
叶
う
場
合
の
出
生
率
（
希

望
出
生
率
）
一
・
八
を
目
指
す
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
ア
）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
な
い
支
援

の
強
化

・
「
き
ら
め
き
縁
結
び
応
援
団
」
と
「
徳
島
企
業
・
団

体
婚
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
の
連
携
に

よ
る
出
会
い
の
機
会
づ
く
り
を
支
援

・
多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

第
三
子
以
降
の
子
ど
も
に
係
る
保
育
料
を
無
料
化

・
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、
市
町
村
に
お
け
る
保

育
の
受
け
皿
確
保
の
た
め
の
施
設
整
備
を
支
援

・
病
児
・
病
後
児
保
育
を
全
県
的
に
進
め
る
た
め
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
強

化
を
促
進

（
イ
）
若
い
世
代
の
正
規
雇
用
の
さ
ら
な
る
拡
大

・
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
正
規
雇
用
率
の
拡
大
に
向
け
、

「
と
く
し
ま
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
と
く
し
ま
」
等
に
よ
り
、
求
人
情
報
の
提
供

な
ど
を
支
援

・
成
長
段
階
に
応
じ
た
職
業
観
を
醸
成
す
る
た
め
、
小

学
校
に
お
け
る
職
場
見
学
や
、
中
学
校
で
の
職
場
体

験
、
さ
ら
に
は
高
校
段
階
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
拡
充

（
ウ
）
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
す
る
働
き
方
の
実
現

・
勤
務
形
態
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
「
テ
レ

ワ
ー
ク
・
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
を
促
進

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
促
進
に
向
け
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
積
極
的
な
企
業
を
「
は

ぐ
く
み
支
援
企
業
」
と
し
て
認
証
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○
基
本
目
標
四
　
活
力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

　
四
つ
目
の
柱
、「
活
力
あ
る
く
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
」
で
は
、「
ひ
と
」
と
「
し
ご
と
」
の
好
循
環
を

強
固
に
支
え
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
学
び
、
働
き
、
子

育
て
し
や
す
い
、
笑
顔
に
満
ち
た
活
力
あ
る
「
ま
ち
」

づ
く
り
を
展
開
し
、「
徳
島
版
地
方
創
生
特
区
＝
一
〇

区
」
な
ど
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
ア
）「
課
題
解
決
先
進
地
域
づ
く
り
の
加
速
」

・
市
町
村
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
産
学
民
官

連
携
に
よ
る
「
徳
島
版
地
方
創
生
特
区
」
を
創
設

・「
地
方
創
生
」
か
ら
「
日
本
創
成
」
へ
と
つ
な
が
る

国
へ
の
積
極
的
な
政
策
提
言
を
実
施

（
イ
）
多
様
な
人
材
が
輝
く
地
域
づ
く
り
の
加
速

・
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
と
大
学
等
の
連
携
に
よ
る
「
ウ
ー

マ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
創
設
し
、
管
理
職
等

を
目
指
す
女
性
を
支
援

・
障
が
い
者
が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出
に
向
け
、
地
域

の
高
齢
者
に
対
し
、
日
用
品
等
の
移
動
販
売
や
見
守

り
活
動
を
行
う
地
域
貢
献
活
動
を
推
進

（
ウ
）
時
代
に
合
っ
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
加
速

・
小
規
模
化
す
る
学
校
を
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
存
続

さ
せ
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
新
た
な
形
と
し
て

「
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」
や
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ス
ク
ー

ル
」
の
普
及
を
推
進

（
エ
）
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
加
速

・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
療
養
し
、
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
職
種
連
携
の
促
進

や
二
十
四
時
間
対
応
体
制
を
構
築

・
自
助
・
共
助
の
要
と
な
る
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

の
た
め
、
高
校
生
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま
で
幅
広
く

「
防
災
士
」
の
資
格
取
得
を
支
援

・
平
時
と
災
害
時
の
切
れ
目
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
り
、
次
世
代
エ
コ

カ
ー
や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
を
推
進

（
オ
）
地
域
間
連
携
の
進
化

・
本
県
の
み
で
解
決
が
困
難
な
課
題
に
つ
い
て
、
関
西

広
域
連
合
等
に
よ
り
施
策
を
推
進

お
わ
り
に

　
日
本
の
人
口
は
、
今
後
加
速
度
的
に
減
少
す
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
最
新
の
統
計
に
お
い
て
も
、
国

全
体
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
九
年
ぶ
り
に
低
下
す
る

と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口
流
入
も
依
然
、
続
い
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
べ
く
、「
人
口
減
少
の

克
服
」
と
「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
」
に
、
一
刻
の
猶

予
も
許
さ
れ
な
い
と
の
強
い
危
機
感
を
持
ち
、
国
・
地

方
を
挙
げ
て
、「
地
方
創
生
」
を
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
徳
島
県
に
お
い
て
は
、「
総
合
戦
略
」
の
推
進
に
当

た
り
、〝
挙
県
一
致
〟
で
「
と
く
し
ま
回
帰
」
に
向
け

た
「
県
民
運
動
」
を
推
進
す
る
「『
住
ん
で
み
ん
で
徳

島
で
！
』
県
民
会
議
」
に
よ
る
行
動
宣
言
の
具
現
化
に

向
け
た
取
組
み
や
、「
と
く
し
ま
創
生
サ
ポ
ー
タ
ー
〝
す

だ
ち
く
ん
〟」
の
戦
略
的
な
活
用
な
ど
に
よ
り
、
県
民

と
と
も
に
「
地
方
創
生
」
実
現
に
向
け
た
想
い
を
共
有

し
な
が
ら
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
も
と
よ
り
本
県
の
「
地
方
創
生
」
実
現
の
た
め
に
は
、

各
市
町
村
の
取
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
さ
し

く
「
県
内
二
十
四
市
町
村
の
創
生
な
く
し
て
、
徳
島
県

の
創
生
な
し
」
と
の
気
概
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
住
民
に
よ
り
身
近
な
基
礎

自
治
体
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
地
域
全
体
で
、
改
め

て
自
分
た
ち
の
「
ま
ち
」
の
現
況
や
将
来
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
、そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「
総
合
戦
略
」

を
作
成
し
、
一
刻
も
早
い
具
現
化
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
「
地
方
創
生
」
を
契
機
と
し
て
、
県
内
各
地
に

活
気
が
溢
れ
、
自
立
的
で
持
続
的
な
「
ま
ち
」
が
創
出

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
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１　

は
じ
め
に

　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
、
総
務

省
か
ら
各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、「
公

営
企
業
会
計
の
適
用
拡
大
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
資
料
１
）
が
示
さ

れ
た
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平
成

二
十
五
年
度
に
総
務
省
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
関

す
る
研
究
会
」
の
報
告
書
に
お
け
る
「
財

務
規
定
等
の
適
用
範
囲
の
拡
大
を
円
滑

か
つ
着
実
に
進
め
る
た
め
、
法
制
化
の
時

期
も
含
め
た
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

早
急
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
指
摘

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
内
容
等
を
踏
ま
え
、
平
成

二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
、
総
務
省
か
ら

各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、「
公
営
企
業

会
計
の
適
用
の
推
進
に
つ
い
て
」（
総
財

公
第
十
八
号
）
と
題
す
る
通
知
（
以
下
「
大

臣
通
知
」
と
い
う
。）
が
発
出
さ
れ
、
正

式
に
各
地
方
公
共
団
体
に
公
営
企
業
会

計
の
適
用
が
要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
今

後
五
年
間
の
支
援
措
置
の
内
容
等
が
示

さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
公
営
企
業
会
計
適

用
推
進
の
背
景
や
適
用
に
係
る
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
今

回
の
要
請
及
び
支
援
措
置
の
内
容
を
解
説
し
た
い
。

２　

公
営
企
業
会
計
適
用
推
進
の

　
　

背
景
と
必
要
性

　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
背
景
と
し
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
挙
げ
ら
れ
る
。

公
営
企
業
に
と
っ
て
収
益
の
中
心
で
あ
る
料
金
収
入

公営企業会計の適用推進について

市町村課主事（企画財政担当）　岸　田　克　也

資料１
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は
、
公
営
企
業
全
体
で
は
平
成
十
七
年
度

を
ピ
ー
ク
（
一
〇
兆
二
十
二
億
円
）
に
近

年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
下
水
道
事

業
や
簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
今
後

も
人
口
減
少
や
節
水
技
術
の
進
歩
、
節
水

意
識
の
高
ま
り
等
に
よ
り
料
金
収
入
の
減

少
が
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
度
経
済
成

長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
施
設
や
設

備
の
老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
更
新
の
た
め

の
投
資
増
大
が
大
き
な
負
担
と
な
り
、
企

業
経
営
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
い
て
も
、
公
営
企
業
に
は
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
経
営
や
資
産
等
を
正
確
に

把
握
し
、
中
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
経
営

計
画
や
施
設
等
更
新
計
画
の
策
定
が
必
要

と
な
る
。
さ
ら
に
、
施
設
や
設
備
の
老
朽

化
更
新
の
た
め
に
料
金
改
定
が
必
要
と
な

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
原
価
計
算
に
基
づ
く
料
金
算
定

等
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め
、
住
民
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
背
景
に
よ
り
、
公
営
企
業
の
経
営
基
盤

の
強
化
や
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
等

へ
の
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
が
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
資

料
２
）

　

３　

公
営
企
業
会
計
適
用
に
よ
る

　
　

メ
リ
ッ
ト

　
で
は
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用
す
る
と
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
に
関
す
る
研
究
会
」
は
、
次
の
５
項
目
を
公
営

企
業
会
計
適
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

①
損
益
情
報
・
ス
ト
ッ
ク
情
報
の
把
握
に
よ
る
適
切
な

経
営
方
針
・
経
営
計
画
の
策
定

　
２
で
述
べ
た
と
お
り
、
今
後
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
持
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
経
営
計
画
や
施
設
等
更
新
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
ト
ッ

ク
情
報
や
損
益
情
報
な
ど
の
経
営
情
報
を
的
確
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、
資
産
の
現
状
を
把
握
し
、
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
現
金
主
義
・
官
庁
会

計
の
場
合
、
的
確
な
損
益
や
資
産
の
把
握
が
で
き
な
い

た
め
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用
す
る
こ
と
で
そ
の
把
握

が
可
能
と
な
る
。

②
企
業
間
で
の
経
営
状
況
の
比
較

　
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
に
よ
る
公
営
企
業
会
計
を
適

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
が

作
成
さ
れ
、
公
営
企
業
の
経
営
状
況
全
般
を
よ
り
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
公
営
企
業
が
そ
の
経
営
状
況
等
を
他
の
公
営
企
業

と
比
較
す
る
こ
と
が
容
易
か
つ
的
確
な
も
の
と
な
る
。

③
経
営
の
自
由
度
向
上
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
と
サ
ー

ビ
ス
向
上

　
公
営
企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
収
入
予
算
及
び
支
出

予
算
と
も
に
款
項
の
区
分
が
概
括
的
に
定
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
地
方
公
営
企
業
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
業
務
量
の
増
加
に
伴
い
収
入
が
増
加
す
る

場
合
は
、
当
該
業
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
予
算
の

枠
を
超
え
る
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
等
、
予
算
を

超
え
る
弾
力
的
な
支
出
、
効
率
的
・
機
動
的
な
資
産
管

理
等
が
可
能
と
な
る
た
め
、
経
営
の
自
由
度
が
向
上
し
、
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ひ
い
て
は
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
や
経
営
の
効

率
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

④
住
民
や
議
会
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上

　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
比
較
可
能
で
財
務

状
況
を
把
握
し
や
す
い
会
計
の
採
用
、
決
算
の
早
期
化

な
ど
、
開
示
の
充
実
が
な
さ
れ
、
住
民
や
議
会
に
よ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

⑤
企
業
会
計
に
精
通
し
経
営
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
人
材

の
育
成

　
発
生
主
義
な
ど
企
業
会
計
的
な
財
務
処
理
の
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
有
為
な
人
材
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
の
発
揮
を
図
る
経
営
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
人

材
が
育
成
さ
れ
る
。

４　

大
臣
通
知
等
の
内
容

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
大
臣
通
知
が
発
出
さ
れ
、

ま
た
、
同
日
付
で
大
臣
通
知
の
内
容
を
踏
ま
え
、
総
務

省
自
治
財
政
局
長
か
ら
「
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
推

進
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（
総
財
公
第

十
九
号
）（
以
下
「
局
長
通
知
」
と
い
う
。）
が
通
知
さ

れ
た
。
こ
の
項
で
は
、
大
臣
通
知
及
び
局
長
通
知
の
内

容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

①
集
中
取
組
期
間
　

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
五

年
間
を
「
集
中
取
組
期
間
」
と
し
、
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
又
は
一
部
（
財
務
規
定
等
）
を
適
用
し
、
公
営

企
業
会
計
に
移
行
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
期

間
に
つ
い
て
は
、
先
行
適
用
団
体
の
移
行
年
数
が
平
均

で
三
年
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

や
会
計
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
の
特
性
等
を
考
慮
し
て
設

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
対
象
事
業

　
公
営
企
業
会
計
適
用
に
関
し
、
重
点
対
象
事
業
と
し

て
、
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
産
の
規
模

や
企
業
債
等
の
債
務
残
高
が
法
非
適
用
事
業
の
中
で
も

特
に
大
き
い
こ
と
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
資
産
の

的
確
な
把
握
に
よ
る
経
営
管
理
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
人
口
減
少
時
代
で
あ
っ
て
も

住
民
生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
事
業
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
重
点
対
象
事
業
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
及

び
簡
易
水
道
事
業
の
中
で
も
人
口
三
万

人
以
上
の
市
区
町
村
に
つ
い
て
は
五
年

間
の
集
中
取
組
期
間
内
に
公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
こ
と
を
特
に
要
請
し
て

い
る
。
一
方
、
人
口
三
万
人
未
満
の
市
区

町
村
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
移
行
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用
し
て
い
な

い
そ
の
他
の
企
業
に
つ
い
て
も
、
集
中
取

組
期
間
内
に
各
地
方
公
共
団
体
の
実
情

に
応
じ
て
移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。

③
支
援
措
置

　
集
中
取
組
期
間
に
お
け
る
公
営
企
業

会
計
の
適
用
に
当
た
り
、
地
方
公
共
団
体

の
事
務
負
担
や
経
費
負
担
を
軽
減
し
、
円

滑
化
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
３
・

４
）

（
一
）
財
政
措
置

　
こ
れ
ま
で
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
限
り
、

特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

要
請
に
当
た
り
、
全
て
の
地
方
公
営
企
業
法
非
適
用
事

業
を
対
象
と
し
た
公
営
企
業
債
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。

（
公
営
企
業
会
計
適
用
債
）。
対
象
経
費
と
な
る
の
は
、

公
営
企
業
会
計
適
用
に
直
接
必
要
な
経
費
で
あ
る
基
礎
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調
査
・
基
本
計
画
等
策
定
経
費
、
資
産
評
価
・
資
産
台

帳
作
成
経
費
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
等
で
あ

り
、
充
当
率
は
一
〇
〇
％
、
償
還
期
限
は
十
年
以
内
で

民
間
資
金
等
を
充
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の

元
利
償
還
金
に
対
し
、
建
設
改
良
費
に
係
る
下
水
道
事

業
債
及
び
簡
易
水
道
事
業
債
に
準
じ
た
普
通

交
付
税
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
マ

　
　
ニ
ュ
ア
ル

　
総
務
省
は
「
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に

関
す
る
実
務
研
究
会
」
を
開
催
し
、
同
研
究

会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
各
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、「
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に

関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
示
し
た
。
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
関

す
る
具
体
的
な
業
務
の
処
理
手
順
や
留
意
点
、

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に
関
す
る
考
え
方
・

標
準
的
な
水
準
等
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
移
行
事
務
の
着

手
と
全
体
像
等
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
「
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
簡
易
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
、
公
表
し
て
い
る
。

（
三
）
先
行
事
例
の
紹
介
、
質
疑
応
答
集

　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
作
業
を
行
う
に

当
た
り
、
先
行
適
用
団
体
が
ど
の
よ
う
な
作

業
を
行
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
務
省

が
先
行
適
用
団
体
の
調
査
を
行
い
、「
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
先
行
事
例

集
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
実
務
的
に
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い
て
は
、「
質

疑
応
答
集
」
と
し
て
公
表
し
て
お
り
、
今
後
も
必
要
に

応
じ
て
内
容
の
更
新
に
取
り
組
む
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

（
四
）
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
及
び
研
修
等
の
実
施

　
公
営
企
業
等
の
経
営
改
善
（
公
営
企
業
会
計
の
適
用

を
含
む
。）
等
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
希
望
す
る

市
町
村
に
対
し
て
、
総
務
省
が
委
嘱
し
た
地
方
公
営
企

業
等
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
個
別
具
体
的
な

助
言
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
度
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
関
係
に
重
点
が
置
か
れ
、

当
該
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。（
今
年
度
、
本
県
に

お
け
る
希
望
市
町
村
は
な
し
。）
ま
た
、
公
営
企
業
会

計
へ
の
移
行
等
を
支
援
す
る
た
め
、
全
国
市
町
村
国
際

文
化
研
修
所
、
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
公
営
企

業
会
計
の
適
用
に
関
す
る
自
治
体
向
け
の
研
修
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所
は
平
成
二
十
七
年
七
月
に
開
催
。）

５　

お
わ
り
に

　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
事
務
は
相
応
の
手
間
を
要

す
る
作
業
で
あ
り
、
予
算
、
人
員
等
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
各
公
営
企
業
に
携
わ
る
職
員
の
負
担

も
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会

が
到
来
し
た
今
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
、
住

民
生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
に
は
、
現
状
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
中

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
経
営
を
行
い
、
経
営

基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
公
営
企
業
会
計
の
適
用

は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
法
非
適
用
の
公
営
企
業
を
有
す
る
市
町

村
に
お
い
て
は
、
総
務
省
か
ら
提
供
さ
れ
る
支
援
策
が

活
用
で
き
る
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度

ま
で
の
集
中
取
組
期
間
に
、
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
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は
じ
め
に

　
山
村
は
国
土
の
約
五
割
、
森
林
の
約
六
割
を
占
め
、

農
林
業
者
が
居
住
し
、
農
林
業
生
産
活
動
を
行
う
こ
と

を
通
じ
て
、
国
土
の
保
全
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の

保
全
等
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
山
村
は
、
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
が

他
の
地
域
と
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
ほ
か
、
過
疎
化
、

高
齢
化
が
進
み
、
農
林
地
の
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
な

い
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
山
村
振
興
法
に
よ
る
山
村
の
振
興
を
図

る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

山
村
振
興
法
に
つ
い
て

一
　
主
な
内
容

１
　
目
的

　
こ
の
法
律
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自

然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
文
化
の
伝

承
等
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
山
村
の
産
業
基

盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
の
状
況
に
鑑
み
、
山
村

の
振
興
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
そ
の
目
標
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
山
村
振
興
に
関
す
る
計

画
の
作
成
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
の
円
滑
な
実

施
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
山

村
の
自
立
的
発
展
を
促
進
し
、
山
村
に
お
け
る
経
済

力
の
培
養
と
住
民
福
祉
の
向
上
並
び
に
地
域
間
の
交

流
の
促
進
等
に
よ
る
山
村
へ
の
移
住
の
促
進
を
含
め

た
山
村
に
お
け
る
定
住
の
促
進
及
び
山
村
に
お
け
る

人
口
の
著
し
い
減
少
の
防
止
を
図
り
、
併
せ
て
地
域

格
差
の
是
正
と
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。（
山
村
振
興
法
第
一
条
抜
粋
）

２
　
振
興
山
村
の
指
定

　
主
務
大
臣
（
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
農

林
水
産
大
臣
）
が
、
都
道
府
県
知
事
の
申
請
に
基
づ

き
、
国
土
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
振
興
山
村
を

指
定
し
ま
す
。

　
要
件
と
し
て
、
旧
市
町
村
（
昭
和
二
十
五
年
二

月
一
日
時
点
の
市
町
村
）
単
位
に
林
野
率
（
昭
和

三
十
五
年
）
七
五
％
以
上
か
つ
人
口
密
度
（
昭
和

三
十
五
年
） 

一
・
一
六
人
／
町
歩
未
満
等
が
あ
り
ま

す
。 

　
本
県
に
お
い
て
、
振
興
山
村
を
含
む
市
町
村
は
、

全
二
四
市
町
村
の
内
一
一
市
町
村
で
す
。

　（
資
料
１
参
照
）

３
　
山
村
振
興
基
本
方
針

　
山
村
振
興
法
で
は
、
都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府

県
に
お
け
る
振
興
山
村
の
振
興
に
関
す
る
基
本
方
針

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方

針
は
、
市
町
村
が
山
村
振
興
計
画
を
定
め
る
際
の
指

針
と
な
り
ま
す
。

　
山
村
振
興
基
本
方
針
に
は
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
定
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
一
）　
山
村
振
興
の
意
義
及
び
方
向
に
関
す
る
事
項

　（
二
）　
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
山
村
に
お
け
る
及

び
地
域
間
交
流
の
促
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項

　（
三
）　
農
業
経
営
及
び
林
業
経
営
の
近
代
化
、
観
光

の
開
発
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
林
水
産

物
の
加
工
業
及
び
販
売
業
等
の
導
入
、
地
域
資

山村振興について

地域振興課主事（地域企画担当）　馬　場　達　郎
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源
の
活
用
に
よ
る
特
産

物
の
生
産
の
育
成
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
の
推
進
、
木
材
の
　
　
　

利
用
の
促
進
、
山
村
の

振
興
に
寄
与
す
る
人
材

の
育
成
及
び
確
保
等
産

業
の
振
興
の
た
め
の
施

策
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
　

４
　
山
村
振
興
計
画

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
山

村
振
興
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

市
町
村
が
山
村
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
計
画
に
基
づ

く
事
業
が
円
滑
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
助
成
等
が
措
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
山
村
振
興
計
画
は
、
お
お

む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　（
一
）　
振
興
の
基
本
方
針

　（
二
）　
交
通
通
信
体
系
の
整

備
、
地
域
に
お
け
る
情

報
化
及
び
地
域
間
交
流

の
促
進
の
た
め
の
施
策

に
関
す
る
事
項

　（
三
）　
農
業
経
営
及
び
林
業

経
営
の
近
代
化
、
観
光
の
開
発
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
農
林
水
産
物
の
加
工
業
及
び
農
林

水
産
物
等
販
売
業
（
振
興
山
村
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
農
林
水
産
物
又
は
当
該
農
林
水
産
物
を

原
料
若
し
く
は
材
料
と
し
て
製
造
、
加
工
若
し

く
は
調
理
を
し
た
も
の
を
店
舗
に
お
い
て
主
に

他
の
地
域
の
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
を
い
う
。）
等
の
導
入
、
地
域
資
源
の

活
用
に
よ
る
特
産
物
の
生
産
の
育
成
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
、
木
材
の
利
用

の
促
進
、
山
村
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育

成
及
び
確
保
等
産
業
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に

関
す
る
事
項

　（
四
）　
医
療
の
確
保
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
高

齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
環

境
の
整
備
、
生
活
改
善
、
労
働
条
件
の
改
善
の

た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項
　

　（
五
）　
施
設
の
整
備
、
農
用
地
の
造
成
及
び
集
落
の

整
備
に
関
す
る
事
項

二
　
山
村
振
興
法
改
正
に
つ
い
て

　
山
村
振
興
法
は
、
山
村
地
域
に
お
け
る
経
済
力
の
培

養
と
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
他
地
域
と
の
格
差

の
是
正
及
び
国
民
経
済
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
四
十
年
に
時
限
法
と
し
て
、
議
員
立
法
で

成
立
し
、
以
降
、
十
年
ご
と
に
、
期
限
延
長
と
改
正
を

経
て
、
今
日
ま
で
、
本
法
の
山
村
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

産
業
基
盤
の
整
備
や
生
活
環
境
の
整
備
等
が
推
進
さ
れ
、

山
村
地
域
の
経
済
力
の
培
養
と
住
民
福
祉
の
向
上
が
図

（資料１）
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ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
村
を

巡
る
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
、
林
業
の
停
滞
等
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
山
村
地
域
は
、
国
土
の

保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景

観
の
形
成
、
文
化
の
伝
承
等
、
山
村
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
に

山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
そ
の
関
係

省
令
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

三
　
山
村
振
興
法
改
正
の
概
要
に
つ
い
て

　
山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
で
は
、
平
成

二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
期
限
と
な
る
本
法

の
有
効
期
限
を
十
年
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
基
本
理

念
の
新
設
、
目
的
規
定
や
産
業
振
興
及
び
住
民
福
祉
に

関
す
る
規
定
の
充
実
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
目
的
規
定
に
は
、「
基
本
理
念
」
の
新
設
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
山
村
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、「
山
村
の
自
立
発
展
」、「
山
村
に
お
け

る
定
住
の
促
進
」、「
山
村
に
お
け
る
人
口
の
著
し
い
減

少
の
防
止
」
等
が
新
た
に
法
目
的
と
し
て
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
設
さ
れ
た
基
本
理
念
に
は
、
山
村
の
振
興
は
、
山

村
の
有
す
る
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

国
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ら
の
恵
沢
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
森
林
等
の
保
全
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
山
村
に
お
け
る
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整

備
等
を
図
る
と
と
も
に
、
就
業
の
機
会
の
創
出
、
住
民

の
福
祉
の
向
上
等
を
通
じ
た
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形

成
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
等
に
よ
る
山
村
に
お
け
る

定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と
、
を
旨
と
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
２
参
照
）

山
村
の
状
況
と
今
後
の
方
向

一
　
山
村
の
現
状

　
山
村
振
興
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
「
振
興
山
村
」

を
有
す
る
市
町
村
（
以
下
「
山
村
」
と
い
う
。）
の
数
は
、

全
国
で
七
三
四
（
全
市
町
村
数
の
四
三
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
振
興
山
村
は
、
広
大
な
森
林
と
豊
か
な
自
然
環
境
を

有
し
て
お
り
、
全
国
の
林
野
面
積
の
六
一
％
、
耕
地
面

積
の
二
二
％
、
総
人
口
の
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

二
　
山
村
の
果
た
す
役
割

　
山
村
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境

の
保
全
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
能
は
、
山
村
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動

や
森
林
の
整
備
等
を
通
じ
て
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

山
村
は
、
我
が
国
の
農
林
水
産
業
の
発
展
や
国
民
生
活

及
び
国
民
経
済
の
安
定
に
寄
与
す
る
な
ど
の
重
要
な
役

１ 背景 

２ 基本理念 

４ 目的規定の充実 

５ 地域内発的な産業振興及び住民の福祉の向上に関する施策の促進 

６ その他 

３ 期限の延長 

（資料２）



51　AWA no JICHI No.87

Business corner

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

三
　
人
口
動
向
と
高
齢
化

　
振
興
山
村
の
人
口
は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
平
成

二
十
二
年
ま
で
の
四
十
五
年
間
で
四
二
％
減
少
し
、
平

成
二
十
二
年
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
の
割
合
は
三
四
％

（
全
国
平
均
二
三
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就

業
人
口
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
二
年
ま
で

の
三
十
年
間
で
三
二
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

四
　
生
活
環
境
の
整
備
状
況

　
道
路
の
整
備
は
、
全
国
、
一
部
山
村
及
び
全
部
山
村

と
も
同
等
の
伸
び
率
で
進
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主

要
道
路
の
舗
装
率
は
、
全
部
山
村
で
約
九
四
パ
ー
セ
ン

ト（
全
国
約
九
七
％
）と
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
処
理
施
設
の
整
備
を
水
洗
化
率
で
み
る
と
、
全

国
と
の
格
差
が
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、

全
部
山
村
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
は
七
〇
％
（
全
国

九
二
％
）と
、ま
だ
十
分
と
言
え
な
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
学
校
数
は
一
貫
し
て
減
少
し
、
昭
和
五
十
年
と
平
成

二
十
二
年
と
を
比
較
す
る
と
、
小
学
校
数
は
四
九
％
減

少
（
全
国
は
一
一
％
減
少
）、
中
学
校
数
は
四
一
％
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
診
療
所
数
は
、
人
口
当
た
り
で
み
る
と
全
部

山
村
で
、
全
国
比
五
八
％
（
平
成
二
十
二
年
）
で
あ
り
、

近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

五
　
市
町
村
の
財
政
状
況

　
山
村
の
財
政
力
指
数
は
平
均
で
〇
・
三
九
、
全
部
山

村
の
み
で
は
〇
・
二
四
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
の

〇
・
五
三
を
大
き
く
下
回
り
、厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

六
　
山
村
振
興
の
課
題

　
山
村
で
は
、
所
得
の
低
迷
や
雇
用
機
会
の
減
少
等
か

ら
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
が
他
地
域
に
比
べ
顕
著

で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
山
村
の
有
す
る
多
面
に
わ
た

る
機
能
の
発
揮
を
支
え
る
地
域
社
会
が
衰
退
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
山
村
の
維
持
・
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
に
お

け
る
所
得
と
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、

山
村
の
立
地
条
件
等
に
よ
り
、
他
地
域
か
ら
の
産
業
導

入
に
は
お
の
ず
か
ら
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
山
村
振
興
に

つ
い
て
は
、
林
業
及
び
農
業
が
地
域
の
基
幹
産
業
と

な
っ
て
お
り
、
特
徴
あ
る
生
産
物
を
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
、
豊
か
な
森
林
、
優
れ
た
景
観
や
自
然
環
境
等
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
山
村
の
特
性
を
活
か

し
、
農
林
水
産
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
内

発
的
な
産
業
振
興
に
よ
り
、
山
村
の
所
得
と
雇
用
の
確

保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

七
　
山
村
振
興
の
今
後
の
方
向

　
山
村
に
お
い
て
内
発
的
な
産
業
振
興
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
の
努
力
と
創
意
工
夫
の
下
で
、
豊
か
な
地
域

資
源
の
利
活
用
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
物
の
生
産
の
み
な
ら
ず
、
加

工
品
の
開
発
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
や
、
農
林
水
産

物
の
販
売
等
ま
で
を
一
貫
し
て
地
元
で
行
う
取
組
や
、 

山
村
の
優
れ
た
景
観
等
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
つ

つ
、
都
市
と
の
交
流
を
促
進
し
、
都
市
住
民
の
需
要
を

取
り
込
む
と
い
っ
た
取
組
を
推
進
し
、
所
得
と
雇
用
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
等
の
福
祉
の
増
進
、

教
育
環
境
の
整
備
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
山
村
へ
の

定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
町
村
が

作
成
す
る
山
村
振
興
計
画
に
即
し
、
農
林
業
者
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
住
民
が
協
力
し
て
行
う
地
域
資
源
の
活

用
に
向
け
た
取
組
、
地
域
内
に
立
地
し
地
場
の
農
林
水

産
物
等
を
加
工･

販
売
す
る
取
組
等
に
対
し
、
支
援
措

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
注
１

：

市
町
村
の
全
域
が
「
振
興
山
村
」
と
な
っ
て

い
る
市
町
村
を
「
全
部
山
村
」、市
町
村
の
一
部
が
「
振

興
山
村
」
と
な
っ
て
い
る
市
町
村
を
「
一
部
山
村
」
と

い
う
。山

村
振
興
に
係
る
主
な
支
援
措
置

一
　
山
村
活
性
化
支
援
交
付
金

１
　
趣
旨

　
山
村
に
は
、
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
や
景
観
、
伝

統
文
化
と
い
っ
た
地
域
資
源
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

近
年
、
都
市
住
民
を
中
心
に
ゆ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の

場
と
し
て
も
山
村
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
山
村
の
活
性
化
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
潜
在
力

を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
本

交
付
金
は
、
薪
炭
・
山
菜
等
の
山
村
の
未
利
用
資
源

等
の
潜
在
力
を
再
評
価
し
、
そ
れ
ら
を
地
域
ぐ
る
み

で
活
用
す
る
た
め
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

２
　
内
容

　（
一
）　
地
域
資
源
の
賦
存
状
況
及
び
利
用
形
態
等
の
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調
査

　
　
　
　
資
源
量
調
査
、
文
献
調
査
、
聞
き
取
り
調
査

及
び
地
域
資
源
の
管
理
・
保
全
形
態
等
調
査
等

　（
二
）
未
利
用
資
源
等
を
地
域
ぐ
る
み
で
活
用
す
る

た
め
の
合
意
形
成
、
組
織
づ
く
り
及
び
人
材
育

成

　
　
　
　
住
民
意
向
調
査
、
体
制
づ
く
り
の
た
め
地
域

住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
地
域
資

源
活
用
の
推
進
体
制
・
組
織
の
整
備
、
実
施
計

画
づ
く
り
及
び
技
術
研
修
会
等
の
開
催
等

　（
三
）　
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
地
域
内
で
の
消
費
拡

大
や
地
域
外
へ
の
販
売
促
進
及
び
付
加
価
値
向

上
等
を
図
る
取
組
の
試
行
実
践

　
　
　
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
地
場
農
林
水
産
物

を
使
っ
た
地
域
産
品
づ
く
り
、
既
存
の
直
売
所

等
と
連
携
し
た
販
売
促
進
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
及
び
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
デ
ザ
イ
ン
検

討
等

３
　
対
象
地
域

　
　
山
村
振
興
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
振
興
山
村

４
　
事
業
実
施
期
間

　
　
原
則
と
し
て
、
三
年
間
を
上
限
と
す
る
。

５
　
事
業
実
施
主
体

　
振
興
山
村
を
有
す
る
市
町
村
又
は
振
興
山
村
を
有

す
る
市
町
村
を
構
成
員
に
含
む
地
域
協
議
会

６
　
補
助
率

　
　
定
額
（
一
地
区
あ
た
り
上
限
一
〇
〇
〇
万
円
）

　
　（
資
料
３
参
照
）

二
　
工
業
機
械
等
に
係
る
割
増
償
却

　
市
町
村
が
指
定
す
る
産
業
振
興
施
策
促
進
区
域
内
に

お
い
て
、「
地
域
資
源
を
活
用
す
る
製
造
業
」
又
は
「
農

林
水
産
物
等
販
売
業
」
を
営
む
中
小
企
業
者
（
個
人
又

は
法
人
）
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
に
使
用
す
る
機
械
や
建

物
等
を
取
得
又
は
建
設
し
た
場
合
に
、
割
増
償
却
が
で

き
ま
す
。

１
　
対
象
地
域

　
振
興
山
村
に
お
い
て
、
市
町
村
が
山
村
振
興
計
画

で
定
め
る
産
業
振
興
施
策
促
進
区
域
が
対
象
地
域
と

な
り
ま
す
。

２
　
特
例
内
容

　
五
年
間
に
わ
た
る
割
増
償
却
（
普
通
償
却
限
度
額

の
二
四
％
（
機
械
・
装
置
）、
三
六
％
（
建
物
等
・

支援内容 補助率：定額 （１地区当たり上限 １,０００万円）

事業実施主体

事業要件

事業の申請手続き等

対 象 地 域

事業実施期間

（資料３）
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構
築
物
））

３
　
対
象
事
業
者

　（
一
）　
地
域
資
源
を
活
用
す
る
製
造
業

　（
二
）　
農
林
水
産
物
等
販
売
業

４
　
取
得
価
格
要
件

　（
一
）　
地
域
資
源
を
活
用
す
る
製
造
業

　
　
　
　
取
得
価
格
五
〇
〇
万
円
以
上
（
資
本
金

五
〇
〇
〇
万
円
以
下
）

　
　
　
　
取
得
価
格
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
（
資
本
金

五
〇
〇
〇
万
円
超
）

　（
二
）　
農
林
水
産
物
等
販
売
業

　
　
　
　
取
得
価
格
五
〇
〇
万
円
以
上

５
　
適
用
期
限

　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

　
　（
資
料
４
参
照
）

お
わ
り
に

　
前
述
し
た
と
お
り
、
山
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
未

だ
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
山
村
に
は
食

料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
観
光
資
源
な
ど
様
々
な
資
源
が

豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
国
を
挙
げ
て
地
方
創
生
へ
の
様
々
な
取

組
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
山
村
が
有
す
る

多
面
的
機
能
の
発
揮
は
、
特
に
振
興
山
村
を
持
つ
市
町

村
が
地
方
創
生
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
山
村
活
性
化
交
付
金
は
、
こ
の
度
の

法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
工
業
機
械
等
に
係
る
割
増
償
却
に
つ
い
て
も
、
平

成
二
十
七
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
従
来
か
ら
、
対

象
業
種
の
見
直
し
や
、
取
得
価
格
要
件
の
引
き
下
げ
な

ど
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
制
度
を
利
用
し
や
す
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
山
村
振
興
か
ら
地
方
創
生
、
そ
し
て
日
本
創
成
へ
、

各
種
支
援
の
活
用
を
御
検
討
く
だ
さ
い
。

５年間で100万円の減額！
通常の場合の法人税額は年155万円ですが、割増償却した場合には年135万円となり、
通常の場合と比べ、20万円×５年間＝計100万円の減額となります。
（※割増償却は減価償却の前倒しであり、耐用年数全体での減価償却額の総額は同じとなります。）

03-3502-8111 5631
03-3502-6005

（資料４）
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マイナンバー制度導入へ向けた
講ずべき安全管理措置について

地域振興課主事（情報企画担当）　黒　須　洋　子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
住

民
票
を
有
す
る
全
て
の
国
民
に
一
人
一
つ
の
番
号
を
付

番
し
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的

に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
が
保
有
す
る
個
人
の

情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

は
じ
め
に

　
い
よ
い
よ
、
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
か
ら
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

二
十
七
号
。
以
下
「
番
号
法
」
と
い
う
。）
が
施
行
さ
れ
、

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
国
民
に
個
人
番
号
（
以
下

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
い
う
。）
が
通
知
さ
れ

る
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら

は
、「
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
」
の
三

分
野
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
現
在
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
個

人
情
報
保
護
条
例
の
改
正
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
策
定
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
取
扱
い
事
務
に
関
す
る
業
務
フ
ロ
ー

の
見
直
し
等
様
々
な
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

必
要
と
な
る
情
報
や
財
政
支
援
は
不
足
し
て

お
り
、
各
自
治
体
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
去
る
五
月
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
基
礎
年
金
番
号
や
氏
名
な
ど

膨
大
な
個
人
情
報
が
漏
え
い
し
、
国
民
に
不

安
を
与
え
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
を
阻
害
し

か
ね
な
い
事
態
が
発
生
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す

る
、
情
報
漏
え
い
や
不
正
利
用
に
係
る
国
民

の
不
安
を
払
拭
し
、
信
頼
さ
れ
る
社
会
基
盤

と
し
て
導
入
す
る
た
め
に
、
自
治
体
が
確
実

に
対
応
の
必
要
と
な
る
安
全
管
理
措
置
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

（資料１）
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に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
、
行
政
を
効
率
化
し
、
国
民
の

利
便
性
を
高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
社
会
基
盤
で
あ
る
。（
資
料
１
）

　
平
成
二
十
八
年
一
月
以
降
、
税
の
手
続
き
や
医
療
保

険
、
雇
用
保
険
等
の
社
会
保
障
手
続
き
に
お
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
成

二
十
九
年
一
月
か
ら
は
国
の
機
関
間
に
お
い
て
、
平
成

二
十
九
年
七
月
か
ら
は
地
方
も
含
め
た
情
報
連
携
が
始

ま
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
時
の
課
税
証
明
書
等

添
付
書
類
の
省
略
な
ど
、
国
民
の
負
担
軽
減
・
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。　

本
年
十
月
五
日
以

降
、
個
人
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
、
住
所
地
市

町
村
か
ら
転
送
不
要

の
簡
易
書
留
に
て
世

帯
主
宛
に
送
付
さ
れ

る
。
国
民
は
、
行
政

機
関
の
窓
口
等
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供

を
求
め
ら
れ
た
際
に

は
、
通
知
カ
ー
ド
を

提
示
し
、
各
種
申
請

届
出
等
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　
ま
た
、
平
成
二
十

八
年
一
月
以
降
、「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」（
資

料
２
）
の
交
付
が

開
始
さ
れ
る
。「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
と
は
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

表
面
に
は
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性

別
の
四
情
報
及
び
顔
写
真
が
記
載
さ
れ
、
裏

面
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
電
子
証

明
書
と
ア
プ
リ
を
格
納
す
る
こ
と
が
で
き
る

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
す
る
書

類
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
確
認
の
際

の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
た
め
、
広
く
普
及
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
か
ら
利
用
が
予

定
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ロ
グ

イ
ン
に
必
要
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

よ
り
自
己
の
特
定
個
人
情
報
及
び
行
政
機
関

に
よ
る
自
己
の
情
報
提
供
記
録
を
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
行
政
機

関
か
ら
の
必
要
な
お
知
ら
せ
や
情
報
の
受
け

取
り
、
各
種
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

等
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
自
治

体
は
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
を
独
自
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
印
鑑
登
録
証
や
図
書
カ
ー
ド

等
将
来
的
に
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
番
号
カ
ー
ド

で
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
開
放
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を
は
じ
め
、
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ

イ
ン
取
引
等
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。（
資

料
３
）

自
治
体
が
講
ず
べ
き
安
全
管
理
措
置
に
つ
い
て

　
番
号
法
第
十
二
条
で
は
、「
個
人
番
号
利
用
事
務
実

施
者
及
び
個
人
番
号
関
係
事
務
実
施
者
は
、
個
人
番
号

の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の
防
止
そ
の
他
個
人
番
号

の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
特

（資料２）

（資料３）
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定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
の
具
体
的
な
指
針
と
し
て
、「
特
定
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。

　
自
治
体
は
、
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
に

あ
た
り
、
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務
の

範
囲
を
明
確
に
し
た
上
で
、
特
定
個
人
情
報
を

取
り
扱
う
職
員
（
以
下
「
事
務
取
扱
担
当
者
」

と
い
う
。）
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
組
織
と
し
て
、
特
定
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
の
確
保
に
つ
い
て
、
安
全
管
理
に
関

す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
取
扱
規
程
等
の
見
直
し
、
特
定
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
体
制
整
備
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
改
修
等
の
取
り
組
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
以
下
に
自
治
体
が
講
ず
べ
き
安
全
管
理

措
置
の
内
容
に
つ
い
て
記
す
。（
資
料
４
）

 

Ａ．

基
本
方
針
の
策
定

　
特
定
個
人
情
報
等
の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保

に
つ
い
て
、
組
織
と
し
て
取
り
組
む
た
め
に
基

本
方
針
を
策
定
し
、
明
確
化
す
る
。
基
本
方
針

の
策
定
方
法
と
し
て
、
新
た
に
特
定
個
人
情
報

保
護
の
た
め
の
基
本
方
針
を
策
定
す
る
方
法
と
、

既
存
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
方

針
を
改
正
す
る
等
の
方
法
が
あ
る
。

 

Ｂ．

取
扱
規
程
等
の
見
直
し
等

　
特
定
個
人
情
報
等
の
具
体
的
な
取
扱
い
を
定
め
る
た

め
に
、
取
扱
規
程
等
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
取
得
す
る
段
階
」「
利
用
を
行
う
段
階
」「
保

存
す
る
段
階
」「
提
供
を
行
う
段
階
」「
削
除
・
廃
棄
を

行
う
段
階
」
等
管
理
段
階
ご
と
に
取
扱
い
方
法
や
責
任

者
・
事
務
取
扱
担
当
者
及
び
そ
の
任
務
等
に
つ
い
て
定

め
、
明
確
に
す
る
。

 

Ｃ．

組
織
的
安
全
管
理
措
置

ａ．

組
織
体
制
の
整
備

　
総
括
責
任
者
や
保
護
責
任
者
、
監
査
責
任
者
の
設

置
及
び
責
任
の
明
確
化
、
事
務
取
扱
担
当
者
及
び
そ

の
役
割
の
明
確
化
、
取
り
扱
う
特
定
個
人
情
報
等
の

範
囲
の
明
確
化
等
責
任
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
適
切

な
組
織
体
制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
特
定
個
人
情
報

等
を
複
数
の
部
署
で
取
り
扱
う
場
合
の
各
部
署
の
任

務
分
担
及
び
責
任
の
明
確
化
は
、
各
部
署
の
混
乱
を

招
か
な
い
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

ｂ．

取
扱
規
程
等
に
基
づ
く
運
用

　
取
扱
規
程
等
に
基
づ
く
運
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
特
定
個
人
情
報
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
記
録

し
、
そ
の
記
録
を
一
定
の
期
間
保
存
し
、
定
期
的
に

又
は
随
時
に
分
析
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
。
ま
た
、
記
録
の
改
ざ
ん
、
窃
取
又
は
不
正
な
削

除
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

ｃ．

取
扱
状
況
を
確
認
す
る
手
段
の
整
備

　
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
取
扱
い
状
況
を
確
認

で
き
る
手
段
を
整
備
す
る
。

ｄ．

情
報
漏
え
い
等
事
案
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備

　
情
報
漏
え
い
等
の
事
案
の
発
生
又
は
兆
候
を
把
握

し
た
場
合
に
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の

体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
二
次
被
害
の
防
止
、

類
似
事
案
の
発
生
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
事
案
に
応

じ
て
、
事
実
関
係
及
び
再
発
防
止
策
等
を
早
急
に
公

表
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

ｅ．

取
扱
状
況
の
把
握
及
び
安
全
管
理
措
置
の
見
直
し

　
監
査
責
任
者
は
、
特
定
個
人
情
報
の
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
、
定
期
又
は
随
時
に
点
検
又
は
監
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
総
括
責
任
者
に
報
告
す
る
。
総
括

責
任
者
は
、
点
検
又
は
監
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
取
扱
規
程
等
の
見

直
し
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

 

Ｄ．

人
的
安
全
管
理
措
置

ａ．

事
務
取
扱
担
当
者
の
監
督

　
総
括
責
任
者
及
び
保
護
責
任
者
は
、
特
定
個
人
情

報
等
が
取
扱
規
程
等
に
基
づ
き
適
切
に
取
り
扱
わ
れ

る
よ
う
、
事
務
取
扱
担
当
者
に
対
し
て
必
要
か
つ
適

（資料４）
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切
な
監
督
を
行
う
。

ｂ．

事
務
取
扱
担
当
者
の
教
育

　
総
括
責
任
者
及
び
保
護
責
任
者
は
、
事
務
取
扱
担

当
者
等
に
、
特
定
個
人
情
報
等
の
適
切
な
取
扱
い
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
特
定
個
人
情
報
等
の
保
護
に

関
す
る
意
識
の
高
揚
等
を
図
る
た
め
の
啓
発
そ
の
他

必
要
な
教
育
研
修
を
行
う
。

 

Ｅ．

物
理
的
安
全
管
理
措
置

ａ．

特
定
個
人
情
報
等
を
取
り
扱
う
区
域
の
管
理

　
特
定
個
人
情
報
等
の
情
報
漏
え
い
等
を
防
止
す
る

た
め
に
、
特
定
個
人
情
報
等
を
取
り
扱
う
事
務
を
実

施
す
る
区
域
（
以
下
「
取
扱
区
域
」
と
い
う
。）
及

び
情
報
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
区
域
（
以
下
「
管
理

区
域
」
と
い
う
。）
を
明
確
に
し
、
物
理
的
な
安
全

管
理
措
置
を
講
ず
る
。
管
理
区
域
に
お
い
て
、
入
退

室
管
理
及
び
管
理
区
域
へ
持
ち
込
む
機
器
等
の
制
御
、

外
部
か
ら
の
不
正
な
侵
入
に
備
え
た
施
錠
装
置
等
の

設
置
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

ｂ．

機
器
及
び
電
子
媒
体
等
の
盗
難
等
の
防
止

　
管
理
区
域
及
び
取
扱
区
域
に
お
け
る
特
定
個
人
情

報
等
を
取
り
扱
う
機
器
、
電
子
媒
体
及
び
書
類
等
の

盗
難
又
は
紛
失
等
を
防
止
す
る
た
め
に
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ワ
イ
ヤ
ー
等
に
よ
る
機
器
の
固
定
や
施
錠
で
き

る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
書
庫
等
へ
の
保
管
な
ど
、
物
理

的
な
安
全
管
理
措
置
を
講
ず
る
。
ま
た
、
電
子
媒
体

及
び
書
類
等
の
庁
舎
内
の
移
動
等
に
お
い
て
、紛
失
・

盗
難
等
に
留
意
す
る
。

ｃ．

電
子
媒
体
等
の
取
扱
い
に
お
け
る
漏
え
い
等
の
防
止

　
許
可
さ
れ
た
電
子
媒
体
又
は
機
器
等
以
外
の
も
の

に
つ
い
て
使
用
の
制
限
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

ま
た
、
記
録
機
能
を
有
す
る
機
器
の
情
報
シ
ス
テ
ム

端
末
等
へ
の
接
続
の
制
御
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
。
取
扱
規
程
等
の
手
続
き
に
基
づ
き
、
特
定
個
人

情
報
等
が
記
録
さ
れ
た
電
子
媒
体
又
は
書
類
等
を
持

ち
出
す
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
持
ち
出
し
デ
ー

タ
の
暗
号
化
、
パ
ス
ワ
ー
ド
保
護
、
封
緘
、
目
隠
し

シ
ー
ル
の
貼
付
等
容
易
に
判
明
し
な
い
措
置
の
実
施
、

追
跡
可
能
な
移
送
手
段
の
利
用
等
、
安
全
な
方
策
を

講
ず
る
。

ｄ．

個
人
番
号
の
削
除
、
機
器
及
び
電
子
媒
体
等
の
廃
棄

　
特
定
個
人
情
報
等
が
記
録
さ
れ
た
電
子
媒
体
及
び

書
類
等
に
つ
い
て
、
文
書
管
理
に
関
す
る
規
程
等
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
保
存
期
間
を
経
過
し
た
場

合
に
は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
復
元
で
き
な
い
手

段
で
削
除
又
は
廃
棄
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
若
し
く

は
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
削
除
し
た
場
合
、
又

は
電
子
媒
体
等
を
廃
棄
し
た
場
合
に
は
、
削
除
又
は

廃
棄
し
た
記
録
を
保
存
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作

業
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
委
託
先
が
確
実
に
削
除

又
は
廃
棄
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
証
明
書
等
に
よ
り

確
認
す
る
。

 

Ｆ．

技
術
的
安
全
管
理
措
置

ａ．

ア
ク
セ
ス
制
御

　
情
報
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
個
人
番
号
利
用
事
務

等
を
行
う
場
合
、
事
務
取
扱
担
当
者
及
び
当
該
事
務

で
取
り
扱
う
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
範
囲
を
限

定
す
る
た
め
に
、
ア
ク
セ
ス
権
を
有
す
る
者
に
付
与

す
る
権
限
の
最
小
化
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
事
務

取
扱
担
当
者
の
限
定
等
適
切
な
ア
ク
セ
ス
制
御
を
行

う
。

ｂ．

ア
ク
セ
ス
者
の
識
別
と
認
証

　
特
定
個
人
情
報
等
を
取
り
扱
う
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

事
務
取
扱
担
当
者
が
正
当
な
ア
ク
セ
ス
権
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
を
識
別
し
た
結
果
に
基
づ
き
認
証
す

る
よ
う
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
生
体
情

報
等
の
必
要
な
手
段
を
講
ず
る
。

ｃ．

不
正
ア
ク
セ
ス
等
の
防
止

　
情
報
シ
ス
テ
ム
を
外
部
等
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス

又
は
不
正
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か
ら
保
護
す
る
仕
組
み
を

導
入
し
、
適
切
に
運
用
す
る
。
ま
た
、
個
人
番
号
利

用
事
務
の
実
施
に
当
た
り
接
続
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
の
接
続
規
程
等
が
示
す
安
全

管
理
措
置
を
遵
守
す
る
。

ｄ．

情
報
漏
え
い
等
の
防
止

　
特
定
個
人
情
報
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り

外
部
に
送
信
す
る
場
合
、
通
信
経
路
に
お
け
る
情
報

漏
え
い
等
を
防
止
す
る
た
め
、
通
信
経
路
の
暗
号
化

や
デ
ー
タ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
保
護
等
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
。

　

お
わ
り
に

　
本
稿
で
説
明
し
た
と
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

行
政
を
効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
か

つ
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
も
必
要
な
制
度
で

あ
る
。
そ
の
制
度
を
着
実
に
導
入
す
る
た
め
に
は
、
自

治
体
で
は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
と
「
個
人
情
報
保

護
対
策
」
に
万
全
を
尽
く
し
、
国
民
の
信
頼
を
得
ら
れ

る
制
度
と
な
る
よ
う
安
全
管
理
措
置
を
確
実
に
講
ず
る

必
要
が
あ
る
。
安
全
管
理
措
置
を
施
す
こ
と
は
、
国
民

の
大
切
な
個
人
情
報
を
守
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
治

体
の
信
頼
と
財
産
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
た
め
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。



あなたの自慢の写真を『阿波の自治』に掲載

します。徳島県内の景勝、史跡等、徳島に関

するものならテーマは問いません。

まちおこしや、むらおこしに関するあなた

の体験を手記や論文にまとめてみませんか？

詳しくは編集部までお問い合わせください。

『阿波の自治』の読者の皆さんに紹介したい

情報はありませんか？あなたのとっておきの

ニュースをお待ちしております。

「こんな特集を組んで欲しい！」「こんな情

報を知りたい！」「こんな記事にもの申す！」

など『阿波の自治』へのご意見、ご要望もお

寄せください。

阿波の自治より募集のお知らせ

写真

情報

原稿

ご意見

こちら編集部

　先月引っ越しました。いろいろと買う物があり、休日のたびに近所のホーム

センターや家電量販店へ足を運んでいました。新居では何がどこにあるのかわ

からない状態がしばらく続きましたが、ようやく落ち着いた生活が送れるよう

になりました。最初は身の回りのことしか見えてなかったのですが、最近では

周辺の景色に目を向ける余裕が生まれました。今までとは違う通勤風景や窓か

らの景色を楽しんでいます。でも、何よりの楽しみは、美味しそうなお店はな

いかな…とワクワクしながら散策することです。早速気になるお店を何軒か見

つけたので、今度入ってみたいなと考えています。これぞ引っ越しの醍醐味！

と感じています。

Ｓ

Ｕ

　甘いものがやめられない私。一年中いろいろなスイーツを食べていますが、

この時期一番のお気に入りは、「フォンダンショコラ」。中からアツアツな

チョコレートがとろ～り出てくるところがもうたまりません。お店で食べるこ

とも多いですが、最近電子レンジで温めるタイプを発見してしまいました。そ

のおかげで「暖かい部屋でぬくぬくまったりとしながら、アツアツなショコラ

を食べる」という至福の時間が実現しています。

　寒い日は見るのが恐ろしい体重計にはあえて乗らず、フォンダンショコラと

一緒にぬくぬくまったりと過ごしたいと思います。

AWA no JICHI No.87　58



阿波の自治
平  成  27  年  12  月　発 行

編集・発行　　（公財）徳島県市町村振興協会

　　　　　　〒770－0847 徳島市幸町3丁目55番地　自治会館内 4階

　　　　　　TEL（088）652－1721　 FAX（088）655－0128

編集担当　　E-mail：sh inkoukyoka i@comet .ocn .ne . jp

印　　刷　　グランド印刷株式会社

vol.87



宝くじのイメージキャラクター「クーちゃん」です。

みなさ～ん

宝くじは徳島県内で

買ってね。

なぜ県内で買って欲しいのかって？それは、徳島県内で売られた宝

くじの収益金は、徳島県の収入になるからだよ。そうしたお金が道

路や橋、学校、公園の整備など県内の公共事業に使われているから

さ。みんなの豊かな生活のためにたいへん役立っているのです。
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